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A 

序 文

生活文化の向上に伴い車社会に突入し、 交通網の整備と道路の新設改良

は今や現実的要請と して受けとめられています。 そこで本県では、 これら

の各事業との調整につとめ、 やむを得ず破壊される遺跡については、 事前

に調査を実施するよう努めております。

このたび県土木部において県道宇土甲佐線の改良工事が計画され、 昭和

50・51年度にわたって現地の発掘調査を実施しました。周知の如く、 この

一帯は国指定の塚原古墳群をはじめ、 重要遺跡が櫛立する地域であります。

さきに九州縦貫自動車道建設に際して「沈目」、 「塚原」 を、 また民間開発

に際して「沈目奥野」の各報告書が公刊されています。ここ に重ねて、 本

報告書を発刊する運びになりました。

調査にあたって、 文化財に対する理解 と協力をいただいた県土木部、 地

元の方々および城南町教育委員会、 また調査について指導助言をたまわっ

た先生方に対して深く感謝いたします。

ここに報告書を発刊するにあたり、 これが広く県 民をはじめ関係者の文

化財に対する理解の一助と なり、 また専門学者の方々に活用していただけ

れば幸いに存じ ます。

昭和52年8月31 日

熊本県教育委員会
教 育 長 林 田 正 恒



例 言

1 . 本書は 、 昭和50 ・ 51年度 に 実施 し た 県道宇土 ・ 甲佐

線改良 工事 に 伴 う 埋蔵文化財調査の 報告 で あ る 。

2 . 現地の埋蔵文化財の 発掘調査は 、 熊本県教育委員会

文化課 が実施 し 、 文化課参事緒方勉が主 と し て こ れ を

tß. 当 し た 。

3 . 現場 での 実測 お よ び写真撮影 は緒方 が あ た り 、 整理

後の遺物 に つ い て の写真は白石巌が撮影 し た 。

4 . 出 土遺物の整理 お よ び、遺物の 実測 に つ い て は 、 県文

化財収麓庫の担 当 者 が あ た り 、 適宜緒方が点検補正 し

た 。

5 . 本報告書の編集 に は緒 方 が あ た っ た 。 な お資和十整理

に あ た り 、 佐藤征子、 西町圭子 ら の 手 を わ づ ら わ し た。
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沈目立山遺跡調査報告書

I 序 説

1 調査にいたる経緯

昭和50年 4 月 10 日 付 を も っ て 県土木部 ( 主管課道路建設課) よ り 、 下益城郡城南町沈 目 地区

に 一般県道宇土ー甲佐線の道路改良 を 計画 し て い る の で 、 こ の地域内 の 文化財の有無 に つ い て

の照会があ っ た 。 そ こ で文化課で は こ れ を 受 け て 、 4 月30日土木部 に対 し て 、 こ の地域に は沈

目 遺跡 や甚九郎山 古墳 な ど があ る 旨 を 回答 し た 。

昭和50年10月 に い た り 、 16 日 付 を も っ て 土木部 よ り 本遺跡 の試掘調査の依頼 を 受 け た 。 文化

課で は早速調査 を 計画 、 試掘調査 に要す る 費用 を 算 出 、 予算 の令達方 を 申 し 出 た 。 予算 の令違

を 受 け 、 後述す る 知 く 試掘調査 を 実施 し た 。 昭和51 年 1 月14日試掘調査の結果 を そ え て 、 土木

部 に 対 し て 本調査 が必要で、 あ る こ と を 連絡し た 。 ま た こ れ に つ い て の 費用 を 算 出 し 、 予算 の令
注

達 を 受 け て 昭和50年度分の調査 を 実施 し た 。

昭和51年 6 月 22 日 付で土木部 よ り 前年度 に 号| き 続 き 本遺跡の調査の依頼 が あ っ た 。 そ こ で、

調査 を 企画 、 調査 に 必要 と す る 経費 を 算 出 、 そ れ を 土木部 に 通知 し た 。 7 月 29日 に 至 り 予算 の

令違 を 受 け 、 直 ち に手続 き を す ま せ二年度 目 の調査 を 実施す る こ と に な っ た 。 (緒方)

注 本稿 3 の「沈 目 立山遺跡の試掘」がこ れに相当す る。



2 遺跡の位置および環境

本遺跡 の 行 政的区分は 、 熊本県下 益城郡城南 町大字沈 目 字立 山 ( 一部 奥野) に 属し 、 沈 目 地
区の 東 約500 mに 位置す る 。 こ れ を 国土地理 院発行 5 万分 の 1 (昭和42 年編集、 昭和4 7年修正)

「 御船」 に 求めれ ば、 図幅 の 北 よ り 30. 7cm、 西 よ り 0. 5 cmの あ た り に 相当す る 。
熊本 市を 南下す る 。 最近 は 国道 3号線の 混雑を 避けて 、 熊本 一隈庄 ( 城南 町) 一松橋へ抜け

る ルー トを と る ドラ イ パー も 多 い 。 1 2- 1 3krn、 時 間に し て 20 分 位で 城南 町の 中 心部、 隈庄に 到
達す る 。 隈圧よ り 東行 す る こ と 約 2kmに し て 沈 目 地区、 さ らに 県道 を 東 に 約500 mの あ た り が
本遺跡で 、 そ れ は あ た か も 城南 町の東の は ず れ に あ た る。 計画道路 は 別図に よ る 如 く、 既設の

県道 に 直交す る 形で 南行 し 、 そ し て 台地 を 下 り水 田面、 更に 浜戸川を 越 え て 塚原地 区に 向 けて
建設さ れ る こ と に な った 。 建設予定地の 台地の部 分 、 長 さ に し て 約1 80 mが 今回の 調 査 対 象地
で あ る 。

こ の地域の 歴史的地理 的環境に つい て は 、 最近続 けざまに 発行 さ れ た 報告 書 「 塚原」 、 「沈 目 」i主I 注2
そ し て 「沈 目 奥野」 に 詳し く、 今さ ら緩説を 要し な い 。 そ こ で本遺跡 に 直接関係 あ り そ う な こ

注3
と に つい て 述べる 。

現地 は 標高 29. 4- 30 mの 比較 的な だ らか な 火山 灰台地 「 舞ノ原」 の一角 で 、 そ の 辺縁部 に あ
た る 。 こ の 一 帯は 太平 洋戦中 航空隊に よ り 飛行 場が 建設さ れ 、 そ の 際大 幅 な 地 均し が行 わ れ た 。
そ こ で 、 現況が そ の まま元の地 形、 地 貌を 現わ し て い な い こ と は注意す る 必要が あ る 。 今回の
調査で、 特にNo. 22付近 の 饗棺 群の あ た り で 削平 、 均平 さ れ て い る こ と は結果の 示す と お り で あ
る 。

今回の調査地域 は大部分農耕地で、 桑、 茶、 栗な ど の 樹園、 最近 は 花木 、 庭園樹な ど の 樹芸
作物の 作 付 けも 多 い 。 ひと こ ろ は 桑の 間作 と し て 、 そ の 作 条の 聞に 牛努が 栽培 さ れ た も の で あ
る 。 そ の結果 、 遺物の 包含層が 撹乱さ れ 、 調査時の 障害と な った こ と は後 述の と お り で あ る 。

本遺跡 の 調査 に よ り 縄文早期よ り 、 後 期、 弥生前期、 古墳 期そ し て 歴史時代 に わ た る 複合遺
跡 と い う こ と が判 明 し た 。 あ た か も 遺跡 が 集約さ れ た 感 の あ る 沈 目 立 山 遺跡 は 、 よ ほど 古代 人
の 生活立地 と し て 条件に 恵まれ て い た も の と みられ る 。 縄文前期の沈 目 式土 器 と し て 呼称さ れ
る押型文平底の 土器は、 こ の 沈 目 に 由来し て 台 り 、 浜戸川の 沖積 平野を 隔てて対峠す る 塚原台
地 か ら、 縄文平 底と みられ る土 器が、 また 塞ノ神式土器 が 出土 し て い る。 また 塞ノ神式 土器を

出土 し た 中 央町中 郡は 、 舞ノ原台地 と 同 じ 流れ の 緑川の 左岸台地 上に あ る 。 今次 の 調査 に よ り
弥生前期の 翠棺 群が 出土 し た 。 前期の 中で も 比較 的下 る 時 期の 恰好の遺跡 は 、 加勢川河底の 八
幡塚で あ る 。 こ の遺跡 は本遺跡 か ら西北 約 6 krnの地点で、あ る。 近 くの 熊本 市田迎町二石か らも
前期の曹 が 出土 し 、 加勢川上流の 江津湖周辺 に 同様の遺跡の 群存す る こ と は 、 人の よ く知る と注4
こ ろ で あ る 。 塚原台地の 一角 に あ る 尾窪地 区の北 側か らも 土 器片 が 出土 し て い る 。 舞ノ原台地
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第 1 図 沈 目 立山遺跡 の位置と周辺主要遺跡
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あそうtまる
の 同じ流れの緑川 左岸 の麻生原(甲佐町) に も 、 弥 生 前 期 の 生 活祉 が あ る 。 ま た 、 こ れよ り 西

や わり
南 に約 1km隔て た 八 ツ 割 に は 、 10数基 か ら な る ド ル メ ン 群 が あ る 。 こ れ は 弥生前期 の 墓地 と み

ら れ、 麻生原遺跡 と 対置 し て 、 墓地、 住居祉 と し て 考 え る に は好都合 な 位置的関係 に あ る 。

次 に 、 本遺跡 と 重要 な か か わ り あ い の あ る と 考 え ら れ る 国府 に つ い て 述べ る 。 肥後国府 に つ

い て は数説 あ り 、 必ず し も 所在 、 年代等 に つ い て定説を み な い 。 松本雅 明 氏 は 、 益城(城南
宮も通 1;1:ら

町舞ノ原)→託麻(熊本市出水町本村)→飽田(熊本市二本木町) と 国府 の 遷移過程 を 説明 し て い注5
る 。 そ れに よ る と 、 肥後で初 め て の 国府(白鳳期? ) の位 置 は 、 本 遺跡 の 東700m -800m の 至

近の地で あ る 。そ の 定 立 さ れ た松本説 に 対 し て 、 木下良氏 は異説 を 唱 え て い る 。 そ れ によ る と 国注6
府 の 変還の過程 を 、 託麻→益城→飽田 と い う よ う に 考定 し て い る 。 ま た 益城国府の位置 も 松本

説 と 違 い を み せ 、 城南町宮地(舞ノ原台地の西端) に推定 地 を 求 め て い る 。 こ の場 所 は 、 今 回

調査地の東約1 . 5kmの 同一台地上で あ る 。 「和名抄」 に記録 さ れた益城高志躍の 存在 は 、 沈 目 立

山遺跡 の性格 を 考 え る 上 の モ ー メ ン ト と し て重視 さ れ る 。

沈 目 立 山遺跡 の 一般的層 序 に つ い て ま と め て お く こ と に す る 。 そ れ は 、 遺跡 に お け る 遺物の

包含状態 を 知 る 上 に 有効で 、 同時 に遺跡の性格 を 知 る 上 に 重要で あ る か ら で あ る 。 第 3 図 は 、

地質の専門家 に よ る 火山灰土壌の対上慢で あ る 。 こ の 中で 「沈 目 東」 と し て あ る の は 、 い わ ゆ

る 九州|縦貫自動車道建設 に 先立 つ て 調査 さ れた沈 目遺跡で あ る 。 同一台地上の 沈 目 立 山 遺 跡

は 、 ほ ぼ同様の土壌組成 を し て い る と 考 え て よ か ろ う 。 第 4 図の 断面 図 はNo.28の 西側 の土層 図

で、 ま た第 5 図 はNo21付近の 西側 の土層 図で、 あ る 。 こ れ に よ る と 土層 に か な り の 乱 れ がみ ら れ、

20cm前後の耕作土 (表土)、 つ い で第 E 層 は約20cmの層厚 を 示 し 、 No.28付近で は 第 E 層 が 2 層 に

分離で き る 。 こ の 層 は主 と し て 弥生以降の遺物包含層 と み ら れ、 青磁、 布 目 瓦 も こ の 層 の 上部

か ら 出土 す る 。 第 困 層 の火山灰沖積層 を は さ んで縄文晩期の土器が出土 す る こ と は 、 他 の 各遺

跡 に お い て 経験す る と こ ろ で あ る 。 第E層 下部 は縄文土器や石器の 包含層 で 、 第 百層 と の 界面

は 不鮮明で、 あ る 。 第I層 の 黒色土 は 第 E 層 ほ ど の黒味は な く 、 む し ろ 暗褐色 を 呈す る 。 第V層

は層 中 に軽石 や火山ガ ラ ス を 含 み 、 層 が縦 に ク ラ ッ ク を 生ず る 。 こ の 層 か ら い ま の と こ ろ 、 文

化的 遺物 は 出土 し て い な い 。 (緒方)

注 l 熊本県文化財調査報告第16 集「塚原」 熊本県教育委員会 19 75 

注 2 熊本県文化財調査報告第13 集「沈 目 」 熊本県教育委員会 19 74 

注 3 r沈 目奥野遺跡」 沈 目奥野遺跡調査団 19 75 

注 4 熊本県文化財調査報告第15 集「江津湖苗代津遺跡」 熊本県教育委員会 19 74 

「熊本市東部地区文化財調査報告書」 熊本市教育委員会 昭和48 年 な どを参照の こ と 。

注 5 松本雅明編「城南町史」 昭和40 年

注 6 木下良「肥後国府の変遷に つ い て 」 古代文化2 7巻9 号 昭和50 年

注 7 籾倉克幹「塚原周辺の地形地質」一(熊本県文化財調査報告第16 集「塚原」 付 論) 19 75 参照
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3. 沈目立山遺跡の試掘

(1)試掘調査の目的
県道宇土甲佐線道路改良工事現場(城南町沈 目白也 内 ) の 舞 ノ 原台地 は 隣接地 に沈 目 遺跡 があ

り 、 ま た 従来 こ の地域一帯 か ら 縄文土器、 須恵樹、 土師器 な どの土器片 が採集 さ れ て い て 、 道

路建設予定地のNo・201詑 28+ 16mの 台地上 は遺跡、、 あ る こ と が考 え ら れ る 。 こ の調査対象地域

はおよ そ 2700m2tこ達す る 広大 な 面積で あ る 。 そ こ や本調査 に先立 っ て 現地の試掘調査 を 実施 し

さ ら に 詳 し く 遺跡 の規模範囲 を 確認、 そ れ に よ り 体調査の た め の 資料 を 得 る 。

(2)調査の概要
調査期日

昭和50年12月 1 日 ~昭和50年12月25 日 ま での間

調査担 当者 緒方 勉

調査
調査 は、 舞 ノ 原台地上のNo.21 よ り 既設の 県道字宇甲佐線の 接点No・28+ 16mの聞 を 試掘す る こ

と に し た 。 試掘 に あ た り 幅約10mの 新設県道の両制 に そ っ て 、パァクフォー を 使用 し て 試掘溝

を 設 け た 。 そ し て 、 各試掘溝の土層断面 の観察に 半 り 、 こ の域 内 に お け る 遺跡の 存否、 遺構の

状態 を 推定 す る た め の 資料 を 得 る 。

土層層位 こ の 一帯 は火山灰台地で あ る 。 地点l よ り 多少の違い は あ っ て も 、 大要 に おい て

変 り は な いo No.25付 近の土層 は第I層耕作土で約12ßcm、現代 の耕作土で常時耕起反転 さ れ る 土

層で あ る 。 第E層 は黒色土てて、漆黒色 を 呈す る 。 こ 中冒の粒度 は小 さ く 、 第I層下 の 約12cmで あ

る 。 こ の層 は ま た 本遺跡 にお け る 主 な 遺物包含層守、 あ る 。 第 困 層 は 第H層の 下約30cmで黄褐色

土層で あ る 。 こ の層 は他の地域で は縄文土器の包骨層で あ る こ と が知 ら れ て い る 。 第 百層 は 第

E層下 の約25cmで、 あ る 。 こ の層は第皿層 よ り 幾分暗色の暗褐色で、 あ る 。 第 V層 は比較的粒度 の

大 き い軽石 を 含ん だ 火 山灰土で、上面 が地表か ら 納Ocmの深きで あ る 。 こ の層 はお よ そ l 万 年

以前の土層で あ る こ と が判明 し て お り 、 今 ま で、の 4 こ ろ 文化層 は確認 さ れ て い な い 。 第四層以

下 は明 ら か で な い が、他の地域 か ら し て粘土層、 封 た第四層 は砂礎層で あ る も の と み ら れ る 。

各試掘溝の状態
試掘溝 は道路計画線 に そ っ て 両側 の 東西 ト レ ン チ を 設 け た 。 そ れ を 便宣的 に 東側 の ト レ ン チ

を 東 ト レ ン チ、西側の を 西 ト レ ン チ と す る 。 ト レ ン チ の土層の状況 は以下の と お り で あ る 。
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東トレンチ
No21 -No22 こ の 間 の遺物 は 少 な く 、 わず か にNo21 + 10m 付近の黒土層よ り 土師器 が発見 さ

れた 。 ま た 顕著 な 遺構 は な い も の と み ら れ る 。

No22-No23 こ の 間 も 遺物 は 少 な か っ た 。 西側壁 に は黒土層 の 落 ち 込み があ り 、 こ れ は 幅5. 5

m 、 深 さ 70cm、 断面 U 字形の溝様の遺構で あ る 。 こ の 中 に は礁 が混入 し て い た 。

No.23-No24 こ の 区聞 は土 器の 出土 が多 く No23+10m 付近 が最 も 多 か っ た 。 西壁面No.23+ 2 

m あ た り に は ピ ッ ト が観察 さ れ た 。 こ の一帯 に は住居祉の あ る こ と が考 え ら れ る 。

No24-No.25 農道 を は さ ん で北側 のNo24+12m 、 No24+13. 5m ( 幅 1 m 、 深 さ 65cm) の 東壁

面 、 No24 + 15m ( 幅85cm、 深 さ 75cm) の側壁面 に黒土層よ り 落 ち 込む ピッ ト が発見 さ れた 。 こ

の 溝様の遺構 か ら 土師器、 須恵器の破片 が検出 さ れ た 。

No.25-No.26 No.25+ 4 m 付近 に黒土層よ り 落 ち 込む幅35cm、 深 さ 65cmの ピ ッ ト が、 ま たNo25

+ lOm 付近 に は幅 2 m に わ た る 溝様の断面 が東壁面 に観察 さ れた 。

No.26-No.27 No.26+ 5 m 付近の 東壁面 に 幅40cm、 深 さ 1 m 位 の ピ ッ ト が 、 ま た こ の付近の黒

土層 に は 点 々 と 土器片 が包含 さ れ て お り 、 焼土 も 少量発見 さ れた 。

No27-No.28 No.27+ 5 m 位 の と こ ろ に は幅1 . 5m 位 の 溝 が東 西 に は し る 。 こ の溝 は さ ら に 東

西方向 に伸び る 。 こ の 区聞 は ピ ッ ト 断面 が点 々 と 土層断面 に現 わ れ て お り 、 遺構分布の 濃密 な

こ と を 示 し て い る 。

酉トレンチ
No.21 -No.22 No.21 + 4 m 位 の 東壁面 に は地表約60cmの と こ ろ の黒土層 に 板付式土器 が発見 さ

れた 。 こ の 土器片 は板付 E の 費 と み ら れ、 刻み 目 を も っ た二条の凸帯 が あ る 。 周辺 に板付式の

遺構の あ る こ と も 考 え ら れよ う 。 ま たNo21 + 10m に は幅43cm、 深 さ 50cmの ピ ッ ト が観察 さ れた。

No22-No23 こ の 区間 に は遺物 が少 な い 。 わ ず か にNo22+ 4 m の地表下60cmの黒土層 に 土師

片 が発見 さ れた 。

No23-No.24 こ の 区間 に は遺構 が顕著で、 遺物が多 い 。 No.23+ 1 m の あ た り に 幅40cm、 深 さ

25cmの ピ ッ ト が、 ま た こ の 区間 に は逆カマボコ形の緩 く カー ブ を し た 溝様の 落 ち 込 み が あ り 、

そ れは深 さ 約80cm、 幅 6 m に およぶ も の で あ る 。 こ の溝様の 落 ち 込み の 中 か ら 土 師の曹 が出 土

し て い る 。

N024-No.25 こ の 区間 は比較的遺物 は少 な い 。 No24+17. 5m 付近 か ら 土師片 が出土 し た 。

No25-No.26 No.25+ 2 m の と こ ろ に焼土 が、 ま た焼土 はNo25+ 7 m の 東壁断面 で も 確認 さ れ

た 。 No.25+16. 5m に は 断面V字形の溝が発見 さ れ た 。 こ の溝は 幅 4 m 、 深 さ 1. 5m 佐で あ る(底

未確認)。 ま たNo.25+18m の付近の 断面両側 に は焼土 が発見 さ れた 。 地表下約 1 m に は硬い面 が

あ り 、 そ の 状態 か ら 住居祉 と み ら れ る 。

No.26-No.27 No.26+ 7 m 付近の地表下60cmの あ た り に人頭大の石 が発見 さ れ た 。 ま た 同様の
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石がNo27+ 0 の付近 に も 発見 さ れ て い る 。 こ れ ら の 石 は、火山灰土中 に 自然 喋 と し て 存在 し な

い と こ ろ か ら 、 当 然遺構 に 結 びつ く も の と み ら れ る 。

No27-No.28 No.27+24m の付近 に は焼土が多量 に 出土 し た 。 焼土 は地表下40cm -80cmの聞の

約40cmの 厚 み に 堆積 し て い て 、 一帯 は赤変して い る 。 こ れ は住居祉 に 関連した遺物 と み ら れ る 。

出土遺物( 別 図 )i主3
縄文土 器 l が そ れで小破片 で あ る 。 器面 に は刺突連点文が あ る 。 2 は黒色磨研土 器で縄文

晩期 の土 器で あ る 。

弥生式土器 4 - 7 は弥生前期の板付 E 式土器で あ る 。 い ず れ も 聾で、 口 縁部 に 一条 な い し

二条の凸帯がめ ぐ る 。 凸帯 に は い ずれ も 刻 み目が付 さ れ て い る 。 3 は 高郎の底部 と み ら れ、 前

記の曹 と 共伴す る こ と が考 え ら れ る 。 8 は黒髪式土 器の聾破片で 口縁 の 一部で あ る 。 こ れ は弥

生 中期で あ る 。

土師式土 器 9 -26 が土師式土 器で あ る 。 こ の う ち 9 -11か寝形土 器で、 12以下が坪形土 器

で あ る 。 杯 に は箆切 り に よ る 平底の12、 15-18 と 19以下の 高台 を 付 す も のがある 。 こ れ ら の土

師器 は そ の形態 か ら 平安期の も の と み ら れ る 。 ト レ ン チ に お け る 遺物出土状態 か ら こ の 一帯 に

は、平安期の住居社群 の あ る こ と が考 え ら れ る 。

須恵器 27、 28が須恵器で、 27が大形曹、28は杯査の破片 で あ る 。 こ の う ち 郎は新 し い 様相

を 示 し 、 前記の土 師器 と 共伴す る こ と が考え ら れ る 。

調査についての所見

No21 -No.28 ま で県道予定地の 東 ・ 西 ト レ ンチの試掘の結果 よ り 遺跡の 分布範囲 を 推定 す れば

遺構は ほ ぼ全域 に 拡がって い る こ と が考 え ら れ る 。 な かで も No.23-No.28+ 16m の聞 に 濃密 に遺

構が存在 し 、遺物の 出土状況 か ら 平安期の住居社群が存在 す る こ と が考 え られ、全域 にわ た っ

て 本調査 を 実施す る 必要があ る 。 (緒方)

注 l こ れ は昭和51 年 1 月14 日 、 県土木部への報告であ る 。

注 2 道路計画 のNo.で、 l 区聞が20 m としてある 。「沈目立山遺跡全体図」参照、 以下同様。

注 3 r別 図」 は 省略す る 。
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E 調 査

調査の経過

い よ い よ 調査で あ る 。 こ れ か ら 2ヶ年度 にわた っ て の 調査が始 ま る 。 行政的 な 諸手続 き を す

ま し て 2 月 9 日 に い た り 、 現地調査 に は い る こ と に な っ た 。 昭和50年度、 51年度 に わ け で 調査

の経過 を 調査 日 誌 よ り 抄出すれば、次の と お り で あ る 。

(1) 昭和50年度調査 ( 調査 日 数延42 日 )

2 月 9 日 現地 に 2 間 X 2 聞の現場小屋 を 建設、 ま ず調査資材 を 保管す る 場 を 確保 し た 。

2 月 10 日 調査資材 を 搬入、作業員の確保 に努め る 。 さ ら に、 と も か く 問題 を お こ し 易い 境界

確認 を 実施、 草 を 払い 範 囲 を 明確 に し た 。

2 月1 2 日 大型土木機械で あ る パ ッ ク フ ォー を 搬入、調査域内 に排土 の た め のト ラ ッ ク 運搬路

を つ く る 。 本事業が道路の改良工事で あ る た め、I幅10m前後で帯状 に長 く 、 全域 を 調査す る

に は排土 を 調査域外 に搬出す る 必要があ る 。 そ こ で、 2 月13 日 に はダ ン プカー を 入 れ、 北側

よ り 南の 調査域外へ搬出 し た 。 調査地域の北側一帯 は 桑園で あ る が、 み る み る う ち に 表土が

剥 ぎ取 ら れ る 。 桑の 作条 の聞 に は 間作 と し て 植 え ら れ た 牛芳、 そ の 掘 り 込 み の あ と が幾条 も

み え る 。 難 し い 調査 に な り そ う で あ る 。 大型機械 を 駆使 し た 排土 は効果的 で、 表土 を 持 ち 去

ら れ た 黒 々 と し た 大地が顔 を 出す。 早 く も 焼土が現われ る 。 土 器片、 須恵 ・ 土師器が大部分

で、試掘 な どで予察の と お り 平安期頃の も の ら し い 。

数 日 聞 は排土 と 併 行 し て 、桑の根切 り 作業が続 く 。 2 月19 日 に は、排土 も 道路計画標示のNo・

25の あ た り ま で終了す る 。 本年度分の 表土剥 ぎは こ れ で終 り 、No.25以南 は明年の作業区 と な

る 。

2 月23日 道路が ほ ぼ南北 に 計画 さ れ て い る と こ ろ か ら 、 道路の 中心線 を 基準 に し て 調査 を 進

め る こ と に し た 。 表土 の 排除、 桑の抜根、根切 り を し た あ と を 削 る 。 黒土 の 面 に 、 さ ら に 黒

い 円 ま た は 不正円形 の ピ ッ トが現われ始め る 。 当 分 は遺構、 ピ ッ ト探 し に な り そ う で あ る 。

2 月2 5 日 久 し ぶ り の 強霜、 ま だ早春で あ る 。 溝が発見 さ れ る 。 23 日 に は南北方 向 の 2 号溝、

続い て今 日 東西溝一条がNo. 28の北側付近 に発見 さ れ た 。 ち な み にNo.25 と No.26 と の聞 の 溝 を 1

号溝 と し た 。 27 日 に はNo.28の 南一帯の黒土層下約10cm ほ ど に 下げ る 。 し か し 、 撹乱の 多 い せ

い か ピ ッ ト な ど の遺構 は発見 さ れ な か っ た 。 た だ、 こ の層 に は遺物が多 く 、 な か に は布 目 瓦

も み え る 。 2 号溝の発掘 に か か る 。 幅80cm、深 さ 80cm住の U 字溝で、 層 中 よ り 発見 さ れ る 土

器片 も 多 い 。 層 は上下 ほ と ん ど単一で あ る 。

'EA

 



2月28 日 あ た か も 春の嵐で あ ろ う 。 春一番 が吹 き あ れ る 。 作業は 前 日 に引 き 続 き 発掘作業 を

進 め る 。

s月 1 日 月 が改 ま る が、 早春の風は ま だ冷た い 。 梅は盛 り を 過 ぎ枕丁花、 椿 と 季節の 変化 は

め ま ぐ る し い 。 2 号溝の発掘 を 続 け る 。 ま た 1 号溝 も 断面 を 残 し て 発掘 に か か る 。

3月4日 み ぞれ 、 強霜 と 寒 い 日 が続 く 。 1 号溝 を 発掘、 土層断面の写真 を と る 。 No;28付近の

黒土層 の発掘、 併 行 し て ピ ッ ト の 実測を す る 。

3月5 日 今 日 は啓襲。 発掘、 実測 と 忙殺 さ れ る 。 陽気 も 日 毎 に暖 か く な る 。

3月8 日 l 号、 2 号 の 各溝の発掘 を 続 け る 。 No.27'付近 の ピ ッ ト 中 か ら 石鍛が出土す る 。 9 日

に は 1 号溝の発掘 も ほ ぼ完了。 こ れ は溝 と い う よ り 、 む し ろ 水溜状で あ る 。

3 月 12 日 l 号溝の 50分 の l 図 を 作 る 。 No.27-No.28付近の ピ ッ ト 掘 り 、 本 日 ま た 布 目 瓦 が発掘

さ れ る 。

3月 13日 No26-No.27の 西側 に溝様の遺構が現われ る 。 こ の 中 に は柱穴状の ピ ッ ト が多数存在

す る 。 15 日 も ピ ッ ト 掘 り が続 く 。

3月1 6 日 溝様遺構の発掘 が進む 。 須恵 ・ 土師器 な どの破片 も 遺構中 よ り 出土 す る 。 溝様遺構

の 中か ら 点 々 と ピ ッ ト が現われ る 。 と も か く 性格の知 れ な い遺構で あ る 。 ピ ッ ト の 中 の 一つ

は 、 そ の 中 に タ ニ シ を つ め て お り 、 か な り の量 が発見 さ れ た 。 溝様遺構は 2 号溝の下 に も ぐ

っ て い て 、 相対的時間 の差 は 、 前者が古い こ と は言 う ま で も な い 。

8月22 日 ピ ッ ト 掘 り 、 そ し て 実測、 測量 と 忙 し い 日 々 が続 く 。 今年度 は と も か く 、 10 日 足 ら

ずの 日 数で終わ ら ざ る を 得 な い 。 51年度当初 か ら の調査の継続 は 手続 き 上無理で、 50年度 の

現場の締め 括 り を し な く て は な ら な い。 単調で心急 ぐ 毎 日 で あ る 。 25 日 に は溝様遺構の発掘

を 急ぐ。 ま た 1 号溝 は20分の l 図 を 作 る 。

s月29 日 雨の 間隙 を ぬ っ て 測量 を 強行す る 。 期 日 が迫 り 、 遺跡 を 長期 に 放置 は で き な い 。

3月30 日 雨の ち 晴れ 、 な ん と か晴れで あ る 。 残 り の測量、 実測 を 実施 し た 。 4月 は 当 初 か ら

川 を 隔 て た 塚原台地の遺跡確認調査 が待って い る 。 と も か く 調査 を 一時 中 断す る こ と に な っ

た 。

(2) 昭和51年度調査 ( 調査 日 数延64 日 )

塚原古墳群の遺跡確認調査 も 終わ り 、 沈目遺跡の調査 を 再開す る こ と に な っ た 。 梅雨 を 過 ご

し 、 梅雨 あ け の 大気 は さ わや かで あ る 。 行政的 な 諸手続 き を 済 ま せ 、 8 月 9 日 に は再 び現地調

査 に 入 る こ と に な っ た 。

8月 9 日 熟耕地の 調査予定地 は全域雑草 に覆われ、 草の根の遅 し さ を 知 ら さ れ る 。 草刈 り に

数 日 を 要 す る も の と み ら れ る 。 マム シ 、 蜂 と 思わぬ伏兵 も 現われ、 草刈 り 中 に蜂 に や ら れ る

人が出た。
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8月19日 草刈 り を す る 一方、 甚九郎山古墳の精密測量 に は い る 。 23 日 に はパ ッ ク フ ォー と ダ

ン プカ ー を 入れ、 再 び表土剥 ぎ を 始め る 。 午後 に は 2 度 の夕立ち に 見舞われ 、 ダ ン プカ ー が

浮 き 上が っ た 新土 の 上 に ス リ ッ プ、 暫々 作業 を 中 断す る 。 併 行 し て 古墳のコ ンタ一入れ を す

る 。

8月2 5 日 表土剥 ぎが続 く 。 新土 のかわ り のす る 一帯 に は遺物が散見 さ れ る 。 こ と にNo.23の北

よ り に は焼土が、 そ し て カ キ 殻 を 詰め たピ ッ トが見 え る 。 27 日 か ら 桑の根切 り 作業 を 始め た 。

8月30 日 No.24-No.25の あ た り の遺構、 ピ ッ ト 探 し を す る 。 No.21 -No.22の聞の 表土剥 ぎ を 行 う 。

こ と に 、 東 よ り の部分 に は土器片が多 い 。 な か に 弥生式土器 (査形 ) が ま と ま っ て 発見 さ れ

後で こ れが弥生前期 の 饗棺基 と い う こ と が判明す る 。

9月8 日 甚九郎山古墳の 測量 (コンター)、 実測、 ピ ッ ト 掘 り と 連 日 忙 し い 日 が続 く 。 No.24の

南側 に は 多数の ピ ッ ト が現われ、 遺物の状態か ら 古代の住居祉が あ る ら し い 。 柱穴が轄奏 し

て 配列が捉 え に く い 。

9月14 日 発掘作業 は続 く 。No.23-No.24の聞のピ ッ ト掘 り を 進 め る 。Noお付 近 に 小判形 プ ラ ンの

遺構が発見 さ れ、 出 土 土 器 か ら みて弥生前期の住居祉では な い かと考 え ら れ る 。 こ の遺構の

全容 を 知 る に は 、 東側 を も う 少 し 拡張す る 必要があ る 。

9月27 日 No.22 と No.23の聞 に 東西方向の道路様遺構がみつか る 。 幅 1 mた ら ずで、 上面 は 堅 く

締 り 、 そ の 状況 か ら 道で は な い か と 判断 さ れ る 。 引 き 続きピ ッ ト 群 の実測。 本 日 でNo.24 よ り

北側 の実測 を 終 る 。

9月28 日 道路が甚九郎山 古墳の墳丘 を かす め る 形で計画 さ れ て い る た め 、 古墳の 周 溝が発見

さ れ る 可能性が あ る 。 そ こ で古墳の西側 に数条のト レンチ を 入 れ 、 周溝の有無の探索に努め

る 。 ま た 先 日 発見 の 住居社発掘 を 急ぐ。

9月30 日 甚九郎山 古墳 に は周溝が ま わ る こ と が確実 に な る 。 そ こ で、 工事 にかか る 部分 を 全

掘す る 必要がでて き た 。 No.22周辺よ り 南 に は ス ラ ッ グ、縄文土 器、 饗棺 と 遺物の量も多 く 、 調

査 に はかな り 時間 と 手聞がか か り そ う であ る 。

10月 1 日 月が替 り 、 工事請負業者の 出入 り も多 く な る 。 時間的 に 第 困 層以下の発掘は無理 と

思われ る が、 No.28付 近の焼土 は無視で き な い。 縄文期の炉穴 と 考 え ら れ る こ の焼土 と 、 周辺

を 探索す る 必要があ る 。 そ こ で、 こ の 一帯 を 掘 り 下げ る こ と に し た 。 本 日 早 く も第 困 層 中 か ら

チャー ト の喋器 な ど発見 さ れ た 。 No.23付近の実測およ び費棺周辺の 表土剥 ぎ を す る 。

10月4日 調査も大詰め ても、 本日よ り 村井奨輝技師の援助 を 受け る 。 慢性的調査員不足。 l名

増加 に よ り 大助 か り であ る 。

10月 7 日 空棺がつ ぎつ ぎ と 現われ る 。 全般的 に保存は悪 く 、 大部分破砕 さ れてい る ら し い 。

費棺の 形態 は個性的で、 口 縁に刻み目 を も っ た壷、 突帯 を 三条、 あ る いは四条をめぐ ら し た

もの な どが あ る 。 翠棺基の全容 を 知 る に は東側、 南側 を 掘 り 広げ る 必要があ る 。 群 と し て 捉
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え る こ と に よ り 、 遺跡 の価値 が倍加す る か ら で あ る 。

10月8 日 今 日 は二十四季の 一つ の甘露 と い う こ と で、 そ の せ い か う す ら 寒い 。 盛夏 に 始 め た

調査 も よ う や く 季節 を 感じ る よ う に な る 。 引 き 続 き 炉穴周辺、 費棺の調査 を 急 ぐ 。

10月13 日 古墳の 周溝の ト レ ンチ の 断面実測。 本 日 は 、 大阪大学理学部 の 川 井研究室の各氏 に

よ り 熱残留磁気測定 の た め 資料採集。

10月 15 日 甚九郎山 古墳周溝部 ト レ ンチ断面 の 実測 を 急 ぐ 。 住居祉の 実測。 そ れ に よ れば 3 . 5

m X2. 3m 位 の小判形 の プ ラ ンで、 東側 は新 し い 別 の遺構 に よ る 捜乱 が あ る こ と が知 れ る 。

1 0月 19 日 蜜桔、 古墳周構 の 全域調査の た め表土剥 ぎ を 急 ぐ 。 住居社、 炉穴 の 実測、 発掘、 写

真撮影 と 繁忙 な 日 々 が続 く 。

10月2 5 日 費棺周辺の発掘、 各饗措の露出 を 急 ぐ 。

10月26 日 前 日 に引 き 続 き 饗棺の発掘、 そ し て 清掃、 費棺群の全体写真 を 撮 る 。 ま た 甚九郎山

古墳の周溝の プ ラ ン検出 を 急 ぐ 。

10月29 日 前 日 、古墳周溝を 20cmコン タ ー に し て測量、続い て 本 日 は溝の発掘 に取 り か か る 。 周

溝中 よ り フ イ ゴの 羽口 の破片が出土 す る 。 こ の羽口 は 、 No.22付近の ス ラ ッ グ と の 関連 が考慮

さ れ よ う 。 3 号 、 5 号 の費棺の 実測。

11月 1 日 3 、 4 、 5 号 の饗棺の実測。 3 号棺は費、 査の合口 饗 ら し い 。

11月 4 日 古墳周溝の発掘が進 む 。 溝中 に小 ピ ッ ト が存在 し 、 問題 を 投げ掛 け る 。 費棺の 発掘

実測 を 急 ぐ 。 3 号桔周辺 に は縄文土器 (後期) が多量 に 散乱 し 、 ま た 土師 ・ 須恵器お よ びス

ラ ッ グ も 少量 出土 す る 。

11月8 日 費措発掘作業 、 実測 を 続 け る 。 No22の南側 に は大小の礁 を 集 め た集石遺構 が あ る 。

そ の 実測 に取 り か か る 。

1 1月 16 日 引 き 続 き 饗棺の実測 、 発掘 あ る い は取 り 上げ と め ま ぐ る し い作業 が続 く 。 饗棺の 中

で も 比較的保存 が よ い 7 号棺 に注意 が注がれ る 。 口縁部 の 変 っ た 四条 の 突 帯 は 、 何 か 、 発掘

者 に 暗示す る も の が あ る よ う で あ る 。 費棺の 中 か ら 副葬品 が出 た 。 丸玉で、 径 1 cm余 の め の

う 質 の 玉で あ る 。 玉 は確実 に棺底 に あ っ て 、 鈍い光彩 を 放 っ て い る 。

11 月24 日 霜月 も 下旬 と な れば結氷 を み る よ う に な る 。 饗棺 も 1 号棺 も 取 り 上げ終 り 、 調査の

見通 し がつ く よ う に な る 。 聾棺 の 中 に は 12号棺の よ う に 、 相 当 深 く 埋 ま っ て い る も の も あ る 。

そ こ で念の た め 、 掘 り 残 し の な い よ う に 、 全面20cm位づ、つ 掘 り 下げ る こ と に し た 。

1 1月2 5 日 結氷の寒い朝で あ る 。 発掘作業 は続 く 。 小壷の破片 が発見 さ れ る 。 図 を 突 き 合 わ せ

る こ と に よ り 、 そ れが何号棺の近 く で あ る か が知 れ る 。 費棺地帯、 群の 西側 少 し 離 れ て 、縄文

土 器 が埋没 し て い る こ と が判明。 層位的 に 第E層 に掘 り 込 ま れ て い て 、 小形の完形土器 ら し

い 。 平底 で、 薄手 の撚 り 糸文土 器で あ る 。 ま た 、 そ の近 く に は 同一層位 に 、 塞ノ神式土 器 も

顔 を 出 し て き た 。
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1 1月26日 い よ い よ 調査 も 大詰め が近づ い た 。 集石遺構の南側 に 、 ス ラ ッ グ を 出 す遺構の あ る

こ と が知 れ る 。 こ の 掘 り 込 み の 中 に は 、 ス ラ ッ グの ほ か土器片 、 木 炭 、 鍛鉄 に よ る と み ら れ

る 鉄片 が あ る 。 同様の 掘 り 込 み は 2 ケ所 に み ら れ た 。

11月30日 強霜に よ り 、 高象一時 に枯 る の感 あ り 。 大詰め で残 り の 実測 を 急 ぐ 。 製鉄関連遺構

も 発掘、 実測 を 完了。 8 月の酷暑の 頃 に始め た 2 年度 目 の 調査 も 終 り 、 明 日 は現場 を 畳 ん で、

引 き 揚 げ る こ と に な る 。

以上の よ う に 、 昭和50 ・ 51 の 両 年 にわた る 調査で、 50年度分調査費11 1万 2838円、51年度分調

査費314万 7130円、 総額433万 9968円の調査費 を 必要 と し た 。 (緒方)
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2 遺構およひ遺物

(1)縄文時代

縄文期の遺構 に つ い て は 、 時間的制約等 に よ り 充分 な 調査がで き な か っ た 。 先 に 土層層位の

項で述べ た ご と く 、 こ の地域で は 第皿層が縄文期の 主た る 遺物包含層 で あ る 。 ほぽ全域 に わ た

っ て 歴史時代 の遺構 ・ 遺物 に覆 わ れ て い る こ と か ら 、第E層 の 調査 に は改め て 相 当 の 時間 的 ゆ と

り を 必 要 と す る 。 し か る に 、 試掘 に よ り 縄文の遺物 ・ 遺構 に つ い て の 手 応 え は充分で、あ る 。 ご

と にNo28付近の 西 ト レ ンチ に は 、 強烈 ・ 鮮明 な 焼土 が印 象的で あ っ た 。 そ こ で、 頃合い を み て

調査 を 実施 し た 。

炉穴とその周辺(第5図)

No28付近の 西 ト レ ンチ で発見 さ れ た焼土 は 、 調査の結果炉穴 と み ら れ る に 至 っ た 。 炉穴 は第

百層 、 地表 か ら 約70cmの あ た り か ら 落 ち 込み 、 東西 1 m 20cm、 南北90cmの 楕円形 に 近 い 形 を し

て い る 。 炉底 は強 く 灼 け 、 焼土 が約20cm詰 ま っ て い た 。 焼土 を 掘 り 進 め る と 、 炉穴の 南東隅 に

落 ち 込 み が あ り 、 炉底 よ り さ ら に約40cm円錐形 に掘 り 込 ま れ て い る 。 炉穴の 中 に は焼土 と 少量

の 木炭片 が発見 さ れ た が、 土 器 な ど の 文化的遺物 は な か っ た 。

こ の よ う な こ と か ら 、 炉穴周辺 を 発掘す る こ と に し た 。 6 X 10m の範囲 を 、 第 E 層 ( 黒色 土 )

の 発掘後数回 に わ け で 掘 り 下げた 。 そ の 際、 第皿層 の下部 に い た り 礁、 石 片 、 石器、 土 器 お よ

び焼土 が発見さ れ た 。 焼 土 の 出 土 は こ の あ た り ( 層 位 ) が、 あ る 時期の 生活面で あ っ た こ と

を 示 し て い る 。 炉穴 の 周辺 か ら 土壌が発見 さ れ た が、 掘 り 込 み が暖昧で 、 調査 に時間 を か け工

夫 を 凝 ら す 必要があ る 。 図示 し た 3 個 の土壌は参考 に止め た い 。 第 5 図東端近 く の 黄色土 ( 60

X 50cm) は 、先 年調査 し た櫛島遺跡 に 類例 がみ ら れ る 。 ほ ぼ円形、 第 百層 面 に 点 々 と 現 わ れ、 鮮

明 な 黄色 を し て い た 。 櫛島遺跡 の場合、 こ の 中 よ り 縄文 を 施 し た 土 器片 が出土 し て い る 。i主1
炉穴周辺の出土遺物

石器 1 点 と 土器 2 点 が発見 さ れ て い る 。 石器は第 12図ST-1の磯器で、 河原石 の一端 を 叩打

調整 し 、 刃 を つ け て い る 。 14 X 7. 5 X6. 5cmで、 厚 く 鈍重 な 感じの す る 石器で あ る 。 原礁面 を 残

し 、 プ レ 縄文的石器の技法 を 強 く 残 し て い る 。 石 質 は チャー ト 、 No.28の 西南約 2 m 、 第E層 下

部 か ら 出土 し た 。 第 12図STー2は 表採の石器で、 石 質 に違 い ( シヤー ルス タ イ ン) が あ る が、

同類の 石 器 と み ら れ る 。 櫛島遺跡で は 第 百層 よ り シヤールス タ イ ン製の磯器 が出土 し て い る 。注2
土器の 2 点 は 第 7 図 の J-2 と J-3で あ る 。 J-2は細片で、 文様等 を 充分観察 し に く い が、 地

文 に撚 り 糸文 ま た は縄文 が施 文 さ れ て い る 。 そ の上 を さ ら に 沈線文 が横走す る 薄手 で 、 暗褐色

の土器 で あ る 。 地表下66cm、 黒土 (ll層 ) 下30cm 第 百層 出土で あ る 。
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J-3も J-2の近 く か ら 発見 さ れ た 。 地文 に撚 り 糸文 を 網目 状 に絡ま せ 、 そ の 上 を 数条 の 沈線

が旋転す る 。 黄褐色 の こ の 土 器は、 地表下約7Jcm か ら 出土 し た 。 こ の 土 器は様式的 に 、 塞ノ神

式土器で あ る こ と が考 え ら れ る 。

炉穴の年代

炉穴の 年代 を 直接知 る 手掛 か り は な い 。 し か し 、 隣接の地域の 同一層 か ら 二点の 土 器が出土

し た こ と は先述の と お り で あ る 。 そ こ で遺構 (炉穴) と 遺物 ( 土器) の聞 に 、 関連性 を 求 め る

こ と も 可能 な こ と で あ ろ う 。

本遺跡出土の縄文土器(第 7 図 ~第11 図 )

第 7 図~第11 図 ま で に 図 示 し て 73点 の土器は、 本遺跡出土 の 主要 な 縄文土 器で あ る 。 そ の概

要 を 説明す れば次 の と お り で あ る 。

撚り糸文土器J-1がそ れで\饗棺群の 西側 よ り 出土 し 、 第 6 図 の よ う な 出土状態が知 れ る 。土

器 は横 に な っ て 埋没 し ていて 、 第 百層 か ら 出土 し た 。 ま た 、 同一層 の 近く か ら J-8が出土 し て

い る 。 こ の 土 器 は 口 縁の 一部 を 欠失 し て い る が、 ほぽ完形 に近 い 。 底部 は平底で緩く外反 し 字
が ら 立 ち 上が り 、 口 縁 に な り さ ら に聞く。 底 よ り 上 6 cmの あ た り ま で無 文 、 そ の 上 に 撚 り 糸文

を施す 。 薄手 の繊維土 器で 、 底径 11. 5cm 、 推定 高13cmの小形の 土 器で、 あ る 。 こ の種の 土 器片 は

2 号饗棺の周 辺 か ら も 出土 し て い る 。

塞ノ神式土器 J-3- 15は塞ノ神式土器 と み ら れ る も の で 、 J-3 を 除 き 、 No21 -No.22の聾棺

群の周辺 か ら 出土 し た も の で あ る 。 こ の う ち J-4- 7 は 同一個体の破片 と み ら れ 、 地文 に網目

状の撚 り 糸文 を 、 そ の 上 に 沈線文 、 連点文 を 施 し て い る 。 J-8は 口 縁部 の 破片 で 、 口唇部 に刻

み 目 を 押圧 し て い る 。 こ れ は J-4- 7 と 同一個体の可能性が あ る 。

J-12- 14 は 同 一 個体 と み ら れ る 。 地文 に 目 の詰ま っ た 撚 り 糸 文 、 そ の 上 に 沈線文 に よ る 折

線文様か施 さ れ て い る 。 J- 11 も こ れ ら と 同一個体の 可能性が あ る 。

J-9は 口 縁部で、 連点文 を 2 段、 そ の下 に 二条 の沈線、 さ ら に そ の 下 に 連点文、 沈線文 を め

ぐ ら せ て い る 。 連点文 は拓影 の ご と く 三角形 を な し て 、 J-4 な ど の円形 の 沈線文 と 大 き な 違 い

が あ る 。 J-5は 口 縁の屈曲部 の破片で、 沈線文が横 ま た は斜め に め ぐ る 。 破片 の状況 か ら 小形

の 土器 と み ら れ る 。 J-10は 縄 文 を 地 文 に し た胴部の破片で あ る 。 外面 は粗 く 横 に引 き か い だ

擦過痕が あ る 。

擦り消し縄文系土器 擦 り 消 し 縄文、 貝殻擬縄文 の各土器、 な か に は縄文 を 省略 し たものも注3
あ る 。 第 8 図 J-16-32、 第 9図J-33-48、 第10図 J-49-57、 J-60、 J-63 が こ れ に 相 当 す る c

こ の 中 で貝殻擬縄文 は 16-22で23-32、 34、 38-54、 56、 60、 63は擦 り 消 し 縄文 、 そ の他 に は

専 ら 沈線 を 用 い 、 員 殻擬縄文 や擦 り 消 し 縄文の手法がみ え な い 。 53、 63 を 除 き 器形 は深鉢形で

頚部が締ま り 、 口 縁が波状 に な る ものが多 い 。 J-20、 21 、 27-34、 36、 37 は 口 縁部で、 29の 口

nB
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第 6図 撚り糸文土器出土状態

縁は波状口縁の 項端に 近 い 部 位で あ る 。 J- 22、 35はこ れ と 違った 器 形が 考 え られ る 。 J-60は

底部で、 屈曲部 にわず か に 文様 が知 れ る 。 少 し 上げ底気味の底 は よ く 磨研 さ れ て い る 。 Jー53の

屈曲部の膨 ら み の状態 か ら 注目土器 に な る 可能性が強 い 。 ま た Jー63は破片 の 状態 か ら 高部で

はな い か と 考 え られ る 。
以上の擦 り 消 し 縄文系の各土 器 は 、 従来 の 九州の縄文土器の編年的位置ず け と し て 、 縄文後

期 と さ れ て い る も の で あ る。
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黒色磨研土器 J- 58、 61、 69、 73は器面 の 調 整の 具 合 か ら こ れ に 入 る 。 69 は波状 に 口 縁 部

が う ね り 、 一部 に段 を な し て い る 。 鉢形の 器形 と み ら れ る 。 73は小形の 土 器で黒川 式 に 観念 さ

れ て い る も の で あ る 。 こ れ ら の 土器は一応縄文晩期の も の と み ら れ る 。

その他の縄文土器 J-59、 62、 64-68、 70-72 を 一指 し て取 り 上 げ る 。 59は 鉢形 土 器 の 高

台で、 刺突連点 文 を めぐ ら し 、 沈線 を あ し ら い 文様 を 構成 し て い る 。 こ の種 の 高 台 は 縄文後期

の 深鉢 に し ば し ばみ る と こ ろ で あ る 。 62は 口 縁部 に矢状の 文様 を 構成 す る 。 64-68は そ れ ぞ れ

粗 い タ ッ チ の 器面調整で、 64の 口縁の 肥厚、 67 に は突帯 があ り 、 特徴的 な 器形 を 形づ く っ て い

る 。 こ れ ら の 土器は 縄文後期 か ら 晩期の土器で あ る 。 70は網目 文土 器で あ る 。 こ の種の 土 器 は

布痕土 器 と 共 に 土 器製作過程時 に 必然的 に押圧 さ れ る も の で、 かつ て 鏡山 猛氏 によ り 組織痕土注4
器 と し て 問題提起 し た も の で あ る 。 こ れ は縄文晩期の も の で あ る 。 71 、 72は土 器底部で、 比較

的粗雑 な 作 り で、 粗製土器の底 か と み ら れ る 。

本遺跡出土石器( 第 12図 、 第 13図)

第12図 と 13図 は枕目 立 山 遺跡発見 の石器で あ る 。 こ の う ち 出土層位 の 明確 な の は 、 す で に述

べ た炉穴周辺発見 の磯器 ( ST-l) で、 大部分 は墾棺周辺 ま た は採集 資 料で あ る 。 破砕 さ れ た

塑桔14号 と 一緒 に STー3、 4 およびST一7が、 8 号棺 か ら ST-9が発見 さ れ 、 ST-10は 、 4 号

棺 と 集石遺構の周辺 に そ れ ぞ れ分離 し て 発見 さ れ た 。 そ の他 の 石 器 は 採集 によ る も の で あ る 。

こ の う ち ST-8は滑石製石 鍋の転用 に よ る 石錘で、 歴史時代の も の で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。

費棺 と 一緒 に 出土 し た 各石器 は 、 周辺 に縄文の遺物 が出土す る こ と か ら 、 撹乱 によ る 混入 と み

ら れ る の でST-8を 除 い て こ こ に取 り 上げ る こ と に す る 。

ST-2は シ ヤー ル ス タ イ ン 製の喋器。 刃部 は 交互剥離、 原礁面 を 多 く 残 し て い る 。 櫛島遺跡

の 調査例 やST- 1 か ら 考 え て 、 縄文早期の も の と み ら れ る 。 ST-3は蛤刃の 磨製石斧で、 上部

が折損 し て い る 。 石 質 は蛇紋岩。 ST-4は打製石 斧、 長 さ 12. 5cm、 幅4. 5cmで短冊状 を し て い

る 。 石 質 は粗粒砂岩で あ る 。 ST-5、 6 は ス ク レ ー パー で、 刃部 に 調 整が施 さ れ て い る 。 サヌ

カイ ト 質 の 石 器で あ る 。 STー7は石錘で、 薄手 の川砂利 に 両端 を 加工 し て 石 器 と し て い る 。 ま

た こ の石 器は 、 6. 7cm X 5. 2cm X 1. 3cmO;>砂岩 を 原 石 と し て い る 。 ST-9は打製の 石 斧で 、 勢開

面 か ら 切損 し て い る 。 断面 は 楕円形の 頁岩質の石器で あ る 。 ST- 10は 石皿の 破片 と み ら れ る 。

全面磨耗 し 、 と く に 両 面 は凹んで、 い る 。 こ の石 質 は赤褐色 の軟質砂岩 で あ る 。

注l 熊本県文化調査財報告第四 集 「櫛島遺跡J214頁 「黄色土 に ついて」 熊本県教育委員会 1975 

注2 熊本県文化財調査報告 第四 集 「櫛 島遺跡」 第42図 1 - 4

注3 同類の土 器 は沈目奥野遺跡、 か ら も 出土 し ている 。

「沈目奥野遺跡J 沈目奥野遺跡調査団 1975 

注4 鏡山猛「原生期の織布」 史淵第84輯
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(2)弥生時代

弥生時代 の遺構 と し て 、 費棺 墓 と 住居祉が発見 さ れ た 。 費桔墓 を 一つ の群 と し て 捉 え る こ と

がで き た こ と は一つの収穫で あ る 。

聾棺群 ( 第14図)

費棺 はNo.21 の北側 一帯 か ら 発見 さ れ た 。 周辺の状態 か ら 、 嚢桔群 が全掘 さ れ た も の と 思わ れ

る 。 費棺 は 1 号棺 よ り 16号桔 ま で都合16基で あ っ た 。 縄文 、 弥生、 そ し て 歴史時代 の遺跡が重

複 し 、 こ と に戦時中 、 飛 行場建設 に よ り 上面 を 削去 さ れ た の は破壊 を 決定的 に し た 。

1 号聾棺 ( 第 15 ・ 16図 )

蜜棺群中一番保存 が よ か っ た 。 措 は東西方向 に埋没 し 、 上費の底部 な ど は削去 さ れ て い た 。

上蜜の 口縁部 は わずか に外反 し 、 そ の端末 に刻み 目 を つ け て い る 。 頚 は幾分締 り 、 肩 に 枕線一

条 を め ぐ ら せ て い る 。 焼成良 好、 器面 は赤味 を 帯 び よ く 磨研 さ れ て い る 。 口 縁径46. 6畑、 推定

高61cmで あ る 。 こ の曹 は様式的 に北九州|の金海式 に 近 い が、 こ れ よ り 様式的 に は古い様相 を 示

し て い る 。

\ 
1 号 袈 棺

〈、�o ても

O 

第四国 1・2号聾棺出土状態
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下費は、埋葬時上費 と 重ね合わせ る た め に、 口縁部 を 欠 ち 欠い て い る 。 上費よ り 幾分古い様相 を

示す 土器で あ る 。 頚よ り 肩 に か け て 、 なだ ら か に屈曲 、移行部に一条 の突帯 があ る 。 突帯 は 断面

三角形 を な し 、 上端 に 刻 み 目 を 付 し て い る 。 底部 は 、 そ の剥離の状態 か ら 接合の仕方 が わ か る 。

即 ち 、 円板状の底に 外 か ら 貼 り 付 け 、 胴部へ立ち上がっ て 行 く 。 胴径47cm、 現高46cmで あ る 。

2号聾棺 ( 第15図 ・ 第17図 )

1 号棺 の 西 に接す る よ う に し て 出土 し た 。費が l 個 し か発見 さ れ て い な い と こ ろ か ら 、単饗で

第17図 2号聾棺
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あ っ た こ と も 考 え ら れ る o 査形で 、 土器 の歪みが大き い 。 口縁部 は 幾分膨 ら み 、 上面 が中凹み

気味で あ る 。 端末 に劾み 目 を 付 し 、 そ の状態 は 1 号棺 と 異 な り 、 上端 を 一条め ぐ る の み で あ る 。

頚部は 1 号棺上曹 に 似 て 、 締 り が少な い。 肩部 に二条の沈線がめ ぐ る 。 底 は 幾分上 り 気味 で あ

る 。 口縁部径32.伽n、 高 さ 50. 9cm 、 胴部以下 に煤が多量 に 付着 し て い る の は 、 棺の葬法 に 原因

す る か も し れ な い 。
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3号聾棺 ( 第18図 ・ 第19図 )

こ の曹棺 は最 も 北の 外れ か ら 出土 し た 。 査 と 費の合口 で 、 東西方 向 に埋没 し て い た 。 上面 の

破砕 は著 し い 。 周辺 に は縄文土器 が散乱 し 、 縄文後期の 生活面で あ る こ と を 示 し て い た 。

4 号 費 棺

鍛O図 4・12号聾棺出土状態

- 35-
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カfって 、 さ

上費 l士特 徴的で あ る 。 す な わち 口 縁上端 は尖 り 気味、 口 縁 に 接 し て 一条、 そ れ よ り 4. 5cm下

ら に 一条 の

突帯がめ ぐ

る 。 突帯 は

鈍 く 、 断面

は三角形 を

な す 。 図示

に よ る 復元

は 口縁径25

-、

cmでhあ る 。

下費 は幾

分長 め の 壷

で、補修 に

よ り 上下完

全 に は接合

し な か っ た 。

口 縁 は 2 号

棺 と 似て い

るが、刻み

目が な い 。

CI--/

 肩 に 一条 の

沈線、底 は

円盤貼 り 付

け で あ る 。

口 縁部径21

m、推定高

40. 8cm 、 最

大胴径33. 4
cmで、あ る

o 10cm 

第21 図 4号書館棺
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4号聾棺 ( 第20図 ・ 第21図 )

12号棺 に 接す る よ う に し て 、 そ の 南側よ り 発見 さ れ た 。 切 り 合 いの状態 か ら 、 12号よ り 後の

埋葬 と み ら れ る が撹乱 がは げ し く 明瞭で な い 。 査 と 警 の 組み合 わ せ で 、 合口桔 を 構成 し て い た 。

下饗 の査 は 比較的遺存 がよ か っ た が、 土庄の た めつぶれ て い た 。

上警 は二条の突帯 を も っ た 焼成良好の費で 、 口 縁 は 緩 く 外 に 向 っ て 聞 く 。 突帯は鈍 く 張 り

出 し 、 上 に 刻 み 目 を 付す 。 下段の突帯の あ た り で緩 く 張 り 出 し て お り 、 粘土接合の状態が特徴

的で あ る 。 す な わ ち 、 接合部 を 外へ張 り 出 し 、 そ の項端 を 突 帯 と し 、 そ の 上 に刻 み 目 を 付 し て

い る 。 粘土の 貼 り 付 け によ る 突帯が一般的で あ る の に対 し て 、 こ の下段の突帯 に特徴がみ ら れ る 。

全体の 約 2 分の l 残 っ て い て 、 口縁部径約27cmで、器面 に 煤 が付着 し て い る 。 下警 は ほ ぼ完形 に

近 い 査で あ る 。 口 縁部 は 緩 く 外反 し 、 胴部 に か け で な だ ら かな曲線 を な す 。 胴へ の 移行部 に 二

条 の平行沈線文 、 そ の 下 に 二重の弧文 を 描 く 。 重弧文の 総数12、 最大胴径 は ほ ぼ中位 に あ る 。

器高35. 8cm 、 口 縁部径20. 7cmで、全体 に均整の と れ た 壷で 、 器面 のよ く 磨研 さ れ た淡褐色 の 土 器

で あ る 。

5号聾棺 ( 第22図 )

4 号棺の北東約 1 m の あ た り か ら 5 号棺 が出土 し た 。 こ の棺 は上面 が カ ッ ト さ れ 、 下面 に わ

ず か に へ ば り つい た 程度で、 単桔 か合口桔 か は 不明で、 あ る 。

5 号桔 は ほ ぼ東西 に 向 き 、 口 縁部 を 西向 き に埋納 さ れて い た 。 棺体 は壷で 、 明褐色 の 器面 は

荒 れ て い る 。 図 示 によ る 胴径36cm、 底径 8 cm、 器面 に は燥が付 い て い る 。

6号聾棺 ( 第23図 ・ 第24図 )

6 号桔 は11号棺 と 13号棺 に挟ま れ た か た ち で 出土 し た 。 6 号棺の遺存の状態 は悪 く 、 上面 は

カ ッ ト さ れ 、 か ろ う U て 下費の一部 を 調査 し た 。 費は単費、 合 口 、 そ の い ず れ か明確で な い 。

6 号棺 は査で、 全体の 器形 に歪み がみ ら れ る 。 こ の査 は肩 に 沈線 が な く 、 緩 く 段 がつく こ と

が特徴で、 器形の 上 か ら 4 号棺下費 と 同様、こ の饗棺群中 、 様式的古 さ を 残 し て い る 。 図 示 によ

る 最大胴径38cm。

7 号聾棺 ( 第23図 ・ 第24図)

こ の棺 は発見時 か ら 注 目 を ひいた。 口 縁部 の二条一組の四条 の 突 帯 は 、 確 か に 変 っ て い て 、

我々 の 観念 に 余 り な い 器形 で あ る に相違 な い 。 聾本体の保存は比較 的よ い 。 し か し 、 こ れ が元

々 単棺で あ る か につ い て は明 ら か で な か っ た 。

こ の奮棺 の印象づ け る も の と し て 副葬 品 があ る 。 饗 内 に埋没 し た 土 を ス ラ イ ス し な が ら 掘 り

進め る 。 棺底 が近 く な る 。 い よいよ慎重 に 、 細部 の土塊 に 注意 し て 掘 っ た 。 あ わ や棺底 に達す

る あ た り か ら 一個の玉が発見 さ れ た 。 丸玉で こ の曹棺群で初の 副 葬品 で あ っ た 。

弥生前期 の費棺に 小形壷の 副葬 さ れ た 例 は 、 益城町八反田遺跡 に あ る が、 玉類の調査例 は 少

な く 大津町 無田原遺跡 に つ い で の発見で あ る 。

- 37 -
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費の突帯 は四条、 口 縁下 に二条一組 に な っ て め ぐ ら し て い る 。 突帯 は貼 り 付 け で、 そ の 上 に

は そ れ ぞ れ刻み目 を 付 し て い る 。 口縁部内側や底部 は指頭 に よ る 押圧、 整形 さ れ て い る 。 胴 の

張 り は ほ と ん ど な い 。 底は厚 く 、平底で前期の 土器の特徴 を 示 し てい る 。 こ の曹 は ほ ぼ完形で

煤が器面 を 覆 っ て い た 。 口 縁部径48cm、 高 さ 47. 7cmで あ る 。

副葬品 ( 玉) は一個発見 さ れ た 。 丸玉で径11. 5-12mm、 厚 さ 7. 5mm、 穿孔 は幾分片寄 り 、 径

4. 2mmの孔が 穿た れ て い る 。 石製(め の う)の こ の玉は全面 よ く 磨耗 し、古式 の 様相 を止め て い

8号聾棺 ( 第25図 ・ 第26図)

る 。

7 号棺の北東 に 接す る よ う に し て 8 号棺が発見 さ れ た 。 棺の 向 き が 7 号棺が西向 き で あ っ た

の に 対 し て、 8 号棺 は東向 き で あ る 。 こ の棺の保存 は悪 く 、 撹乱破壊 さ れ、破片が入 り 乱れ て

L =29. 7m 

7 ロ苛 察 棺

/ル。一

第23図 6・ 7 号饗棺の 出 土状態

向日qu

 



に市可";:;i，��t�!}山川ir:宅万有吉置!!凹_H・�""，".-.. ;'�T':":"JnI""j;旦ロL包立江主旦江町岡市ID百ち百7

月、i'祉へ

、

第24図 6・号害事棺

-40一

O 
-

7号褒棺
lOcm 

〆6号寝棺



い た 。 棺体の 査 は底 に接 し て い たが、 上空の状態 は明確で な い 。 別 図 の ご と く 、 壷の ほ か 、 鉢、

曹 の底お よ び打製石斧が出土 し た 。

8 号棺の棺体 を な す も の は壷で、 口 縁 か ら 底部 ま で完全 に は復元で き な いが、 ほ ぼ全容 を 知

る こ と がで き る 。 口縁部は急 に屈曲す る 。 口縁端末 は平 ら で 、 幾分 中 く ぼみ状で あ り 、 そ の 上

に刻 み 目 を 付 し て い る 。 そ の状態 は l 号棺の上桔の 口縁 に似て い る 。 頚 か ら 胴部 に か け で な だ

ら か にカーブす る 。 肩 に は沈線三条、段 は な い 。 胴 は膨 ら み を み せ 、 底 は 幾分上げ底気味で あ

る 。 こ の土器の胴部以下 に 煤が付着 し て い る 。 口縁径26. 8cm、 図示 に よ る 復 元高43cmで、 あ る 。
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石斧 に つ い て は別(27-28頁)に述べ た 。 第26図2-5の 土器片は、一 括 し て 出土 し た も の で あ

る 。 2 と 3 は い ず れ も 破片 で、 器形、 整形 に類似点が多 く 、 同一個体の可能性 が あ る が、破片

よ り 図示復元 し て み た 。 い ず れ も 鉢形で、 2 の 口縁部 は上面平担、幾分 内側 に 張 り 出 し 気味で

あ る 。 器面 は平滑、煤が付着 し て い る 。 元々 8 号棺の上空で あ っ た と も 考 え ら れ る 。 5 は警 の

底部で、幾分上げ底気味。 器面 は箆 に よ り 均整 さ れ て い る 。 こ れ は様式的 に 新 し く 、 弥生 中 期

と み ら れ る 。

9号聾棺 ( 第25図 ・ 第27図 )

9 号棺は 8 号桔の 南 に 接す る よ う に し て 発見 さ れ た 。 棺 は 1 基 あ っ た こ と は確実だが、 そ の

撹乱がは な は だ し く 、破片 が上下 に散 っ て い た 。 棺は北向 き に し て 底が発見 さ れ た が、動い て

い る こ と も 考 え ら れ る 。

接合復元 に よ り 、棺体 は査で あ る こ と が確認 さ れ た 。 こ の壷 は歪み、 焼成良 好、 内 面 は器面

が剥離 し て い る 。 ま た肩部 に は沈線一条 を め ぐ ら せ て い る 。 図示 に よ る 胴径約36. 4cm、底径9. 2

cmで、 あ る 。
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第27図 9 号痩棺

- 43-

lOcm 



10号聾棺 (第28図 ・ 第29図)

10号棺は 5 号棺の 西よ り 出土 し た 。 こ の棺 も 撹乱 が激 し く 、 破砕きれ、 底部は散逸 し て発見

す る こ と がで き な か っ た 。
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第28図 10号護棺と土墳
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棺は壷形 を な し 、 淡黄褐色 を し た 大形の 査で あ る 。 焼成良好、 器面 は よ く 磨研 さ れて い る 。

胴径56側、 底 、 頚は欠失 し て い て 定 かで な い 。

10号棺の東側に土壌 が発見 さ れ た 。 中 か ら 石、 土器片 が発見 さ れ た 。 土器の 中 に は 須恵器の

破片 も あ り 、 時期的 に 新 し い も ので あ る こ と が知 れ る 。 機能、 性格 に つい て は 明 確で な い 。

， ， 

\ 

第却 図 10号蜜棺
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t t号聾棺 ( 第30図)

1 号棺 と 6 号棺 と

に 挟まれた位置 よ り

発見さ れた。 土 器片

が入 り 組み、 破砕撹

乱の ほ ど が窺える 。

し か し 、 こ こ に一基

の 費棺があ っ た こ と

に 間違い な い 。 そ れ

は素直 な 印象であ る 。

棺は 第30図の ご と

く 、 底 を 欠失 し た か

た ち で壷 を 復元す る O 
こ と がで き た 。 以下

住三

図 に よ っ て説明 を 加

えれ ば、 桔体 は 査形

土器で底部 を 失っ て

い る 。 口緑部 は急 に

反転、 外反す る 。 肩

部 に沈線二条、 胴部

が他の土器に比べて

膨 ら みがな く 、 圧縮

さ れ た 形を し て い る 。

口縁部径25. 3cm、 最

大胴径38. 3cmで、あ る 。
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第30図 1 1号護棺とその 出 土状態
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1 2号聾棺 ( 第31 図 ・ 第32図 )

12号棺は 4 号棺 に 北接す る 形で発見 さ れ た 。 12号棺の発見 さ れ る に 先立 ち 、 そ の 上面 に は別

個の曹 の破片 があ っ た 。 図の よ う に 、 直上 に壷 (底) の破片 が あ り 、 調査時、 こ れ を 一つ の饗

棺墓で は な い か と 考 え 調査 を 進め た が、 撹乱 な ど に よ り 他 よ り 移行 し た も の と 判断 し 、 別 に処

理す る こ と に し た 。

12号棺は他の 棺 に 比 し 、 深 く 埋没 し て い た こ と も あ っ て 、 警 の遺存 は 比較的 よ か っ た 。 し か

し 、 出土時 に は土圧等 に よ り 破砕 さ れ て お り 、 図 の よ う な 状態 を 示 し て い た 。 底 が元の位置 を

示 し て い た と み れば、 費棺は 口 縁 を 北 に し て 埋納 さ れ た も の と み ら れ る 。

費棺 は 図の よ う に 壷形土器 2個の組み合わせ に よ る 合 口棺で あ っ た も の と み ら れ る 。 下費 は

破片 を 接合 し 、 ほ ぼ完形 に復元す る こ と がで き た 。 壷は 多少 の歪み が あ る が、 全体 に よ く 磨研

さ れ均整の と れ た 土器で あ る 。 口縁は外反 し 、 項端 は 丸 い 。 頚部 は緩 く カ ー ブ し 、 肩 に 一条 の

沈線 がめ ぐ り 、 胴部 は膨 ら み 、 膨 ら み を も ち な が ら 底 に い た る 。 底 は剥離の 状態 か ら 図 の よ う

な 接合の状況 が知 れ る 。 口縁部径36. 6cm、 胴径日 . 3cm、 高 さ 62. 6cmで あ る 。 器面 に は 煤 が付 着

し て お り 、 底部 は灼け赤変 し て い た 。

上曹 は残 り が よ く な い 。 そ の状況 か ら 口 縁 を か ぎ と り 、 下曹 に覆い被せ て い た も の と 思われ

る 。 器面 は よ く 磨研 さ れ、 平滑 に仕上げ ら れ て い た 。 最大胴径59. 2cm で あ る 。

1 3号 聾措 ( 第33図 ・ 第34図)

13号棺は 7 号棺の 南 よ り 出土 し た が、 そ の遺存状態 は あ ま り よ く な か っ た 。 他の 各空桔 と 同

様破砕 さ れ、 折 り 重 な る よ う に し て 出土 し た 。 下空 (壷) は壌底 に 接 し 、 埋納時の状態 を 示 し

て い た 。 費棺の 向 き は 7 号棺 と 同じ く 、 南向 き に埋納 さ れ て い た 。

費桔群の取 り 上げ を 終わ り 、 そ の後墓域の全域 を 掘 り 下げた 。 そ の 際13号棺の近 く か ら 小壷

の破片 が出土 し た 。 図 に よ り 位置 を確 か め る と 、 小壷は 13号棺の東 に 接 し て い る こ と が判明 し

た 。 こ の小 査 が副葬品 で あ る か ど う か に つ い て は明確で な い 。

13号棺の下蜜 は査で 、 口 縁部 は 欠失 (あるいは意図的lこかぎと ったこと が考えられる) し て い た 。

頚 は な だ ら か な カ ー ブ を 描 き 、 肩 に 三条 の沈線がめ ぐ っ て い る 。 器面 は平滑、 褐色で焼成はあ

ま り よ く な い 。 内面 に は棺特有 の 器面 の 剥離がみ ら れ る 。 底径9. 5cm、 最 大 胴径 35cm で、 あ る 。

上費は は な は だ特徴的 な 土器で、 他 に類例 を み な い 。 底が失われ、 全容 が定 か で な い がほ ぼ

器形 を 窺 う こ と はで き る 。 こ の饗は比較的浅 く 、鉢 に近 い 。 口 縁部 に は突帯一条、そ の 上 に 刻 み

目がめ ぐ る 。 ま た、 口 縁部 は 内湾気味で、 その上 に も 刻み目 を め ぐらせて い る 。 さ ら に 、 こ の

土 器 を 特徴づ け る も の と し て 、 口 縁下の施文があ る 。 文様は二重弧文 と 沈線 を 組み合わせ た も

の で 、 こ の 時期の 査 の 文様 と 同一モチーフであ る 。 こ の 文様 は左 に め ぐ る に 従 い 簡略化 さ れ 、

や がて 消滅す る 。 文様 は 器体の 4 分の lほ ど ま わ る 。 口縁径32cm、 推定 高23cmで、 あ る 。 こ の曹

の 内 外面 に は濃密 な 煤が付着 し て お り 、 文様 も 土 器水洗 い に よ り 発見 さ れ た ほ どで あ っ た 。
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小壷につ い て 説明 し た い 。 こ の 査は調査によ り 全体の 5 分の l ほ ど の 破片が残っていた 。 図

示によ る 復元は 別図の と お りで 、 口縁部 は 外反し 先は 丸い 。 肩には 明 瞭な 段があり 、 その他、
文様 は な い 。 器 面は 磨研、 仕上げ良好。 図示によ れ ば口縁径9. 5 cm、 推定 高 10. 6cm と な る 。
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第33図 13号蜜棺の 出土状態
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14号聾棺 ( 第35図・第36図)
こ の饗棺 は一つ だ け離れ て 、 審棺 群の 東北端か ら 発見 さ れ た 。 撹乱が 激し く、 費棺の 残 り も

こ の饗桔は一基だ けで あ っ た こ と が 認めら れ よ う 。悪か っ た 。 こ の 状態か ら 、
墓壕(撹乱を受けている) か ら 発見 さ れ た 土 器 は 、 別図の よ う に3個体あ る 。 嚢は 口縁部 に突

帯三条を も っ

特徴的 なも の
7号棺 にで 、

近い 。 恐ら く、
14号棺の 本 体

で あ っ た も の
と み ら れ る 。

撹突帯は 口縁上
端に一条、 口

石 〈込
ザく〉

。

経己
。

σ。

舌L
層

縁よ り 5 cm下

が っ て 二条が

めぐっ て い る 。
突帯は 貼 り 付
けで、 突帯上

， 
・J-戸、、、 〆γ 1 、、 / 、一、 も し〆、 白 白 J、 . 巴 」ー'、』ーー�---を 刻み 目 が め

迫害 ， s ぐっ て い る 。

口縁部 径約30 〈う
cm を 言十る 。

曹 の 底部 破

L = 29. 7m 

O 

片が一個出土

は 厚く、 幾分
上げ底気味で 、

外面は 箆均し

し て い る 。 底

に よ る 整 形痕
カfあ る 。 こ れ
は様式的 に新

1 4号室毎棺の 出 土状態第35図
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し く、 弥生中
期初頭と み ら



れる 。

他の一個は壷の肩か ら胴部 にか けての破片で 、 肩に突帯一条がある 。 破片のた め器 形の全容

が明確で な いが、 形態的に頚部 の傾きが他の壷と 趣を異にし ている 。
1 5号聾 棺 ( 第37図 )

15号棺は、 本遺跡 の費棺群の最南端よ り 発見された 。 隣接の遺構と し て北 2 m の佐置に4号
棺が、 ま た 、

/、/、f折。". C.I 山 ι血ω弘".. .ωa 
-�トk仁q宅引，円�'.f.一tヒ弘ニ.c.:. !_çム L";�ι 

\ 

O 円

\ 
第36図 1 4号蜜棺
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西約 1 m 離れ
て焼土 と 木炭
が出土 し た 。
こ の焼土 は約
50cm 位の拡が
り をみ せ、 発

見の 状態か ら

費棺 の埋葬儀

札と 関連す る

こ と も 考 え ら
れ る 。 そこ で

木炭 を採集、

年代 考 定 の 参
考試料 と し て
C14の測定 を
し た 。

15号棺 は以

上 のよ う な 関
係位置にあっ

た が、 その出
土 状態は良好
で な か っ た 。
図の よ う に反

転撹乱され 、

はな はだ し く
は 底部 が上向
きの 状態で 出
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1 5号郵棺 と そ の 出 土状態
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土 し た 。

15号棺は 底部 と 胴部 よ り 上が完全 に 接合 し なか っ た が、 別図の ご と く図示復元す る こ と がで
き た 。 口 縁 部 は 緩 く外反 し 、 頚の 立 ち 上が り は比較的急で あ る 。 肩部 に 沈線一条、 胴部 は 丸 く
なだ ら か な線 を 描 き なが ら 底部 に い た る 。 底部 は 上げ底気味で あ る 。 器面は箆 磨 き に よ る 整 形
手法 を 多 用 し 、 内面に は指 に よ る 撫で仕上げがみ ら れ る 。 口縁 径28. 5 cm、 最大胴 径36 cm、 復 元
に よ る 器高45. 2cm を 計 る 。

1 6号聾棺 ( 第38図・ 第39図)
16号棺 は費桔群の東南域 か ら 出土 し た 。 こ の費棺 は破砕散 乱し 、 保存 状態は 必 ず し も よ くな

か っ た 。 し か し 、 下曹 の 底面は壌 底に 接 し て い て 、 埋葬時の 状態を 示し て い た 。 こ の桔の 撹乱
の中 に 若干の他の費の 底部 が 発見 さ れ た 。 上曹 の 状態は 明確で、 ない が、 下饗 の 口縁か ぎ と り の
模様 か ら 、 合 口費で あ っ た も の と 考 え ら れ る 。

16 号 褒 棺
棺体 は 口縁

部 の 外反 す る

部 位か ら 欠失
し 、 警 の 全 容
は 明 ら か で な
い 。 欠 か れ た
あ た り か ら 、
わ ず か に 外反
す る も の と みO 須恵 器士不

， ー， . ら れ る 。 こ れ

O 乞三三三三= 1 m  
は 上曹 を 装着
す る 都合 上、
意図的 に 破砕
さ れ た こ と が

推定 さ れ る 。
肩は比較的立

Lζグf \斗こグf っ て い て 、 肩

O 
邑三三三三 if

 

部 に 沈線一条
が あ り 、 よ く
こ の時期 の 特
徴 を 示し て い
る 。 胴部以下第38図 1 6号聾棺の 出土状態
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は よ く 残 り 、 底 は か な り 厚 い ( 3 . 5cm) 。 土器の焼成良好。 器面は箆磨 き さ れ て い る 。 現器高55

m、 口縁径推定23. 6cm、 最大胴径 47. 0cm で、 あ る 。
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第39図 1 6号饗棺
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そ の 他の 弥生式土器 ( 第40図 ~ 第43図 )

沈 目 立 山遺跡 か ら 前記16 基の費棺の ほ か 、幾多 の 土 器 が出土 し た 。 土 器 は従来 の 観念 に従 え ば
弥生前期 が大部分で 、 つ い で中期の土器 が若干 出土 し ている。 No.21 -No.22の あ た りか ら 饗棺 群が
発見 さ れ た がこ の地域の墾 棺 発掘 に し た がい 周辺 か ら も 出土 し た 。 第40図と 第41図は そ れ で 、
なか には本来要棺で あ っ た も の が破壊 さ れ 、 周 囲 に 散 乱し た も の も あ る こ と が考 え ら れ る 。 17 ・
18は13号費棺 の と こ ろ か ら 、 9 号桔の 南 か ら 19が、 4 号棺の 付近か ら 20 -22 が、 15号棺の 東 付
近 か ら 23 が、 ま た 4 号棺 と 15号棺の 聞 か ら 24、 3 号桔の 南 付近か ら 26 が 出土 し た 。 ま た 、 28-
30 は 16号棺の 北 か ら 一括出土 し た 。 25の 底部破片 は 12号棺の 直 上か ら 出土 し 、 調査時費棺 が重
復 し て 埋 ま っ て い る の で は ない か と し て 注 目 し た 。 し か し 、 25 を そ の 状態か ら l 基 と し て 取 り
扱 わ なか っ た c 27 は 甚九郎 山 古墳周溝内 よ り 出土 し た も の で 、 元 々 費棺 群の あ た り にあ っ た の
が、 周 溝 に埋没 し た も の と み ら れ る 。

No.22-No.23の 聞 は 、 警棺地域 につ い で 多 く出土 し た 。 そ れ は一つ に、 費棺地域 に隣接 し て い

る と い う 位置的関係 にも よ ろ う 。 31 の ご と く肩部 に施文 し た 大型 の 破片 が出土 し た が、 こ れ は

別 の 意 味 が あ ろ う 。 31 -39 は こ の地域出土の 土器片 で あ る 。
No.23-No.24 か ら 40-44の 土 器片 が出土 し た 。 こ の う ち 40 ・ 43 は住居 祉 と み ら れ る と こ ろ か ら

出土 し た 。
こ の 他、 45 ・ 46 は 2 号溝 よ り 、 47はNo.27-No.28、 48 はNo.28の 付近か ら そ れ ぞ れ 出 土 し た 。
壷形土器 l ・ 2 ・ 16 ・ 19 ・ 25 ・ 31 ・ 37 ・ 40 ・ 42 ・ 44 は壷 形土 器の各部 位で 、 中 には か なり

特徴的 な破片 も あ る 。 1 、 42 の 肩部 には 刻み 目 の あ る 突帯一条が あ る 。 こ の 壷 は 1 号 桔の 下
警 に近い 。 2 は 口縁部端末 の部分で 、 刻み 目 が端末 上下 を めぐる 。 同類の施文 手 法 を 持つ も の
にl 号棺 上曹 と 2 号棺 があ る が、 こ れ は別個体で あ る 。 31 は 肩部 に斜線の組み 合 わ せに よ り 、
網 目 状文様 が、 そ の 上下 を そ れ ぞ れ 二条の沈線で仕切 っ て い る 。 37 も 胴部 か ら 肩 へ の破片 で 、
三条の平行沈線 、 そ の 下 に二重 ま た は三重の弧文 が めぐ る 。 弧文 は破線 か ら なっ て い て 、 普通
の 重弧文 と 異 なっ て い る 。 40は 肩部 に 四条の 沈線文 が めぐり 、 そ の 下 に 重弧文 を めぐら す も の

で 、 破片 の 一部 に文様の 一部 がの ぞ い て い る 。

そ の 他底部 の 14 ・ 16 ・ 25 ・ 44の各土 器 が あ る が、 い ず れ も 弥生 前期 と み ら れ る 。
聾形土器 3 ・ 4 ・ 6 - 18 ・ 20-24 ・ 26-30 ・ 32-36 ・ 38 ・ 39 ・ 41 ・ 45 -47の 各 土 器 は聾 形

土 器で あ る 。 こ れ ら の 土 器片 は 、 い くつ か の 類型 に分る こ と がで き る 。 3 ・ 21 ・ 32 -34 は 口縁が
緩 く外 反 し 、 肥 厚せず、 端末 に刻み 目 を 付す タ イ プで あ る 。 ご れ は北九州 で知意 形口 縁 と 呼称、
さ れ て い る 土 器 の 変化 形態と み ら れ 、 器 面は平滑 に仕上げら れ 、 突帯は 口縁下 に一 、 二条つ く
も の と み ら れ る 。 つ い で 4 ・ 6 - 13 ・ 17 ・ 20 ・ 27 ・ 30 ・ 35 ・ 36 ・ 39 は 口縁部 が肥 厚し 、 断 面が
三角 形を なす も の で 、 突帯上は 刻み 目 を めぐら せて い る 。 突帯は 口縁下 に 一 、 二条あ る も の と
み ら れ、 器 面に は条痕 など がみ ら れず 、 い ず れ も 平滑 に仕上げら れ て い る 。 6 - 13は 上面が平
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坦 に な り 、 弥生 の 中期へ の 移行形 を 示 し て い る 。 な かで も 9 -12は刻み 目 も 粗 〈 、 中 期的 な も

の と み ら れ る 。 41 の 口縁断面 は こ の遺跡の 中 で は特殊で、 、 外へ の膨 ら み が な い 。 ま た 、 15は 形

態の 上 か ら 前期の底部 と み ら れ る 。 22 ・ 24は 口縁が肥厚 し 、 明 ら か に 中期 に 位置づ け ら れ る も

の で 、 刻 み の施文技法 に も 前期 の各土器 と 違 っ て い る 。 26は底部の破片で あ る が、 幾分上 げ底

に な り 、24 な ど の底 と 組み 合 っ て も 不 自 然で な い 。 45-47 は 口 縁上面 が し ゃ く れ、熊本で呼称 さ

れ て い る 黒髪式土器の範曜 に入 る も の と み ら れ る 。 こ の各土器の 口縁下 に は 突帯 な い し 沈線 は

み ら れ な い 。 29の土器片 は 、 弥生 中期 の底部で厚 く 、底 は幾分上 が り 気味、 外面 に 箆均 し の あ と

がみ え る 。

蓋形土器 5 は 蓋形土器で、 両 端 が欠 げて い る 。 器面 は平滑、 箆均 ら し に よ り 磨研 さ れて い

る 。 弥生前期の も の 。

高時形土器 48 は 高杯の 口 縁部で、 43 も 高原で は な い か と み ら れ る 。 48は 口 縁の状態 か ら し

て 中期 の も の と み て よ か ろ う 。 43は細片で、 曹の破片で は な い か と も 考 え ら れ た が、 高t不の郎

と 脚 の接合部で は な い か と み ら れ る 。

住居祉 ( 第44図 )

No23の北東部 か ら 楕円形 プ ラ ン の竪穴 が発見 さ れ た 。 長軸 が西南 か ら 東北へ向 き 、 4m X 2. 3

m 、 西の部分 は新 し い (歴史時代 ) 遺構 に よ り 壊 さ れて い て 、 床面の拡が り は あ い ま い で あ っ

た 。 竪穴の 掘 り 込み は約lOcmほ ど確認 さ れ た が、 こ れ が元 々 の も の で あ っ た か ど う か疑 わ し く 、

新 し い遺構の重復 に よ り 削 ら れ た こ と も 考 え ら れ る 。 竪穴内 の床面 は締 り 、 住居祉 と し て使用

さ れ た こ と が考 え ら れ る 。 住居 内 に は 5 個 の ピ ッ ト があ り 、 そ の う ち 最 も 西側 の ピ ッ ト ( 径 55

畑、 深 さ 1 m 15cm) は時期の違 っ た も の で、 上側 に焼 土 と 木 炭 が、 中 か ら 須 恵 器の破片 が発 見

さ れ た 。 住居祉の床面近 く か ら 、 第42図40 ・ 43の土器片 が出土 し た 。

こ の住居祉 は 新 し い時期 ( 須 恵 器 ) の遺構 が重複 し て お り 、 必ず し も す っ き り し た形で は な

か っ た 。 ま た 、 住居祉 そ の も の も 弥生前期の遺構で あ る と す る に は 多少 の 疑念 も な い で は な い

が、 南20数mの あ た り に 墓地( 蜜棺群 ) があ る 。 住居 祉周辺 (No.21 -No・.23) で発見 さ れ る 弥生前

期 の土器片 は 、 曹棺 と 異 な り 、 日 用 の什器 と み ら れ る も の が多 い 。 こ の よ う な 事由 か ら も 、 こ

の遺構 が弥生前期の住居祉で あ る 可能性 が強 い 。
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(3) 古墳時代

今回の 調査で遺構 ・ 遺物は発見 さ れ な か っ た が、 こ の地域に はすでに知 ら れて い る 甚九郎 山古

墳 が あ る 。 こ の古墳 は 昭和33年 に 主体部 が発掘 さ れ、 そ の 際装飾古墳で あ る こ と が判 明 し た 。

そ の 調査記録は 、 こ の地域の町史 「城南町史」 の 中 に 集録 さ れ て い る 。 今回、 県道改良 工事 が

古墳 の 肩 を か す め る 形 で計画設計 さ れ、 古墳周溝部 がカ ッ ト さ れ る 可能性 が出 て き た 。 そ こ で

カ ッ ト さ れ る 部分 に つ い て 発掘す る こ と に な っ た 。

甚九郎理古墳 (第45図~第4珊

ECH

 

E f;! � g'! Lームーーーム」
E g 

'" 
R 

29 . 0 

」 ← Jプ三竺つ l:m
第45図 甚九郎山古墳 実測図
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甚 九郎 山古墳 に

つ い て は 、 昭和33

年 3 月 発掘調査が

実施 さ れ て い る 。

そ の概要 を 「城南

町史」 よ り 抄出 す

れ ば、 次の と お り

で あ る 。

古 墳 は 戦 時 中 陸

軍航 空 隊 に よ る 防

空 濠 、 そ の 他 に よ

る 変 形 が あ り 、 こ

と に 後 円 部 に 築 か

れ た 監視 哨、 の 構 築

は 、 石 室 の 基 底 ï[

に 達 し て い た 。 そ

の 構 築 の 際 、 鉄 万 、

須 恵 器 、 鹿皮 な ど

が発見 さ れ 、 そ れ

は 考古学者 の 故小

林久雄氏 ら も 実 見

し た が、 今 で は 遺

物 は 散逸 し て い る 。

古墳 の 主軸 は ほ ぼ

南 北 に 向 き 、 計測

値 は 全 長 36 . 9 m 、

後 円 部 径 21 m 、 前

方 部 幅 15 m 、 後 円

部 高 さ 4 .5 m 、 前方

部 高 4 m で 、 葺 石

. ?皇は 認 め ら れ な

か っ た 。 石 室 の 中

で 原位置 を 保 っ て



い る の は 、 玄 室 南側 の 切 石 ( 173X 50cm ) の 側 壁の み で あ っ た 。 残 っ た 床 面 よ り 、 玄 室平 面 形 を

奥 行 約 3 m 40町 、 幅 約 2 m が復元 さ れ た 。 古墳 の 開 口 方 向 は 、 主軸 の 方 向 に 対 し て 約77・ E 、 床

面 は 現 在 の 墳丘 の 基 底 よ り 79cm低 い 。 石 室 の 長 軸 は 東 西 で 、 南 17・ に 羨 門 が あ っ た 。 ま た 出 土遺

物 は 、 須 恵 器 の 小片 、 鉄 の 小片 が羨 門 近 く で発見 さ れ て い る 。

以上は 甚 九郎 山古墳調査 (昭和33年) の概要 であ る が、 報告は さ ら に 「 同 石 (側 壁) の 上縁

よ り 約 3 cm と llcmの と こ ろ に 、 一条の沈刻細線が横走す る 。 こ の帯状の 区画内 に は 、 う す く 鉄丹 が 塗

彩 さ れ、 そ の やや左 よ り に 図形不明 の赤色の文様があ る 。 さ ら に細線下 に ほ ぼ等 間 隔 に 白 ・ 育の 三 個

の装飾が認め ら れ る 。 そ の う ち 左端 は 、 径 5 cm余の 白 地の 円 形 で あ る が他 の二個の 青色の形状は 不 明

L=29.5m 

L =;!9.5m 

D ト レ ンチ M 山 ー 玉芝ゴJ
τ二ヨ善福色土履 (粘土斑点あ り )ぞご 一 一
三ミ 暗褐色玉 県色 土 ど二一 黄褐色粘土質土一一 一 . ー

F ト レ ンチ 一 E ト レ ンチ L =却1.5m� ímf5� 行 入 量言師粘土F整才日音褐色土層 I L =3Om叫雇扇面ヲ ー「
�二一 黄銅色粘質土 一 三 士一 黄掲色粘質土

G ト レ ンチ L-=3Om 

。 正 当需品-
第47図 甚 九郎山吉積 層潜 2
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で あ る 。 ま た 北側 壁の一部 と 認め ら れ る 一石 に も 、 同趣の装飾が認め ら れ る り と し て 、 石室内 の 装

飾文の状況 が記 さ れ て い る 。

そ こ で、 今 回 の 調査では古墳の 周溝 を 確認す る た め に 、 A - G の 七条 の ト レ ン チ を 設定 し た 。

そ れ に よ る と 、 第47図 に 図示 し た ご と く 「周溝」 の存 在す る こ と が確 実 に な り 、 な か で も D ト

レ ン チ に は鮮明 な 姿で観察 さ れ た 。 周溝内 の土の堆積の状態 も レ ン ズ状 に 層 を な し 、 新 し い撹

乱 は な か っ た 。 周溝の落 ち 込み は 必 ず し も 明確で な く 、 墳丘側 で C 、 D ト レ ン チ の よ う に 、 地

山 の 上 l こ 数mの 表土 を の せ て い る だ け の と こ ろ も あ っ た 。 こ の こ と は恐 ら く 開 墾 な ど に よ り 、

削平 さ れ た も の と 思 わ れ、 現況が直 ち に墳丘 の 立 ち 上 が り を 示 し て は い な い 。

試掘溝 に よ り 周溝 が確認 さ れ た の で、 溝 を 全掘す る こ と に し た 。 第46図 は 溝 の 全容で あ る 。

現況で溝幅 3 -4 . 8m 、 前方部 に な る に 従 い溝の形 が あ い ま い で、 漸次消滅す る 。 こ の こ と は ー

に 地形上の 制約、 全体図 に み る ご と く 西南部 が急傾 し て い る こ と に よ ろ う 。 溝は緩 い U 字形 の

断 面 を な し 、 地表 ま での深 さ は C ト レ ン チ64cm、 D ト レ ン チ56cm、 G ト レ ン チ92cmで あ っ た 。

溝 底 は ほ ぼ平坦で、 幾分南側 が低 く な る よ う で あ る 。 溝 を掘 り 、 精 査 し た 結 果 、 点 々 と 小 ピ

ッ ト 群 が発見 さ れ た 。 ピ ッ ト は黒 い 土 が落 ち 込み 、 少 な く と も 新 し い撹乱 と は 考 え ら れ ず、 周

溝 と 同時代の も の と み ら れ る 。

周溝の発掘 に よ り 少量の遺物が出土 し た 。 し か し 、 い ずれ も 新 し い 時期の流入 で、 古墳 に 伴

っ た も の で は な か っ た 。 遺物の 出土層位 も 溝底 よ り 一つ上の暗褐色土層 で、 中 か ら 土師片 ( 高

台付) 、 フ イ ゴ の 羽 口 片 や弥生式土器 (前期) が出土 し た 。 こ れ ら の遺物 は 北側 の費棺群の あ た

り か ら 運 ば れ 、 あ る い は 流 入 し た も の と み ら れ る 。 こ の 中 に は 近世の遺物 は み ら れ ず、 遺物

の状態 か ら 平 安期頃 の 堆積 と 考 え ら れ る 。 こ の こ と は 、 平安期頃 ま での 周 溝状態 を推知す る 資

料 と な る 。

先 に略述 し た ご と く 、 昭和33年 の 調査の 結果、 墳丘36. 9m 、 後 円部径21m 、 前方部幅 15m が

計測 さ れ て い る 。 今 回 の 調査 に よ り 古墳の 西側発掘の 結果、 古墳 は 周 溝 を め ぐ ら す こ と が確 実

に な っ た 。 そ こ で、 さ ら に 未掘部分の周溝の調査 を す る こ と に な れ ば、 以上 の 数値 は 大 き く 変

更 さ れ る こ と が余儀 な く さ れ る だ ろ う 。 20年 の 径庭 を 経て 、 周溝部 を 調査す る 機会 を 得 た 。 長

年の 年 月 の 聞 に は地形 の変貌、 墳丘 が変容 し て い る が、 将来周溝の 全掘 を す る こ と に な れ ば、

甚九郎古墳の か な り の部 分 が明 ら か に な る も の と 思 わ れ る 。

注. 甚九郎山古績の名称、の 由来 に つ い て 調べて み た 。 そ れ は 、 城南 町下 宮 地 在 住 の 旧 家 甲斐 氏 の 先

々 代、 甚九郎氏 に 由 る こ と が知 れ た 。 戦前 こ の一帯は、 甲 斐家の持 ち 山 で あ っ た 。

古墳時代の遺物

広域 な 面積の 発掘 に よ り 多量の遺物が出 土 し た 。 し か し 、 確 実 に 古墳期 に 属す る と み ら れ る

遺物は極め て 少 な し さ き に 調査報告 さ れ た 「沈 目 J r沈 目 奥野」 と は大 き く 遺跡の性格 を 異 に し

ヴ，nb

 



て い る 。 第54図 S 1 は そ の 少 な い例で、 警棺群の発掘過程 に 16号棺の 南西 1 m の あ た り か ら 出

土 し た時 で あ る 。 口縁径1O. 8cm、 高 さ 4 cmで一部欠 失 し て い る がほ ぼ完形 で あ る 。 底 が幾分上

が り 気味、 窯 印 の ひっ か き が あ る 。 つ ぱ の あ た り に焼成時の灰 か ぶ り がみ ら れ ( 立 ち 上 が り の

部位 に は灰 か ぶ り な し ) 、 こ の こ と は蓋 を かぶせ、 伏せ た形 で土器 を 焼 い た も の と み ら れ る 。

ノノ

-68-



守F

O 
有�ヨr宇z可Fー?ーー￥7 包k

。
。

⑦ 。; ι
αコ。

。
O 

4 � 〉デ 惜

f) 6) �  Q 

。J

2 5 2 0 4  0 よ o /Æf / 
コ� <0 /ÎfI!. ・ �0 g〆2431G

ぷ 急 �0 / /� 
J {ゐ ω/1

/。

O 
@ 

O 
d o o 

ぷ) ()ro
ふる @ 。

o 
o O 

。
月山vnu
o

。
炉穴 w 

中 。撹舌L

o 
d 
O l 

@ 
。 o 

J の@
lè::P' QJも

川いHHUUHlul
Lノ

ミ二二，.

ミ二7

'-../・

、.....r

回
』調
機
恥

5 m 可�聖�三三冠

寸・

ー。一

o � 
0 0 � 

0 (;1 \) 2ヅ] 3
��@O BO �f}ll:IIQ 

O No2怨
e � 

O 

沈 目 立山遺跡第 E 層遺構分布図 1第48図



i
ll't ー



八

l、、�

!日v
l \ノ

国

鍵

gの

垣
n)I:' 
ひa

0 1 

も! 東

O 
O 

③
ο
C

 
O 

も !

試

掘

溝

No27 
@ 

。ο 

Q 。M引けハリ円lh

K1\

 

。。 。
沈 目 立山遺跡第 E 層遺溝分布図 2

ー71 -

第49図



園田鴬 軍 国国 主 叩 憲 判 鴬甘且 蜜 紙曹 長 島 国 【b zohNhp

 

@

 

-(，L一

9 。
o 。

O 

Cコ

。
。

Ð@ 
gむも f{j@ (j) @の

。@保G Eぅo Jöllð 1A. 

戸悼戸 。。血。ぬ 。。甲F百t 笠03事旬。 。ii-
24恥凡管P90 。O O 

\1
lihv

RU

 

言+ O 

O 
O 

O 

QÜ 

Q) O O 

G 
2 0
(UU

 

。

1

11
1
』

ド

|

HHドいいい円相、1
4

(J1 
s 

。
O 

議l 撃i
富語

ハvo
m叩

O 

O 
O 

A Cも

。 。

議:

。 。
00

 00 
;é声

￥2 
主主



。ー一ー一ーーー - ーー一一ーーー一一一』 一 ー -- ­.τr 一← ー「 一→， マ τァ← ミァーーマ←一τァーーーヲーー下「...".- --­γ ?----=y t o -r ー一一『ーー一一ーー幅ーーーーーーー『ーー『ーーーーー-一一ー一一ーー~ ーョ

ポ炭 〈 イ \ \ 1 r I � 

。
。ー弥生 (褒)

官官一生匂弥
s
器土文縄 O O 

<<:J o O @ 
G Ql cb 。

O ム=--.:.;:35 m

第51 図 沈 目 立山遺跡第 E 遺構分布図 4



す すー←7 7 す

。% 土問。O 開

-------デフ

@ 
No24 



(4) 歴史時代

本遺跡 は縄文時代 よ り 、 弥生 ・ 古墳、 そ し て 古代 あ る い は 中世 に わ た る 複合遺跡で あ る 。 発

掘 は 外見的観察 よ り 遥 か に 予想 を 超 え 、 予想以上の広域 に わ た る 大遺跡で 、 中 で も 古代 に 属す

る 遺構 ・ 遺物 が多 か っ た 。 遺構 と し て 捉 え る こ と が出来 た も の に溝( 4 条 ) 、 溝様遺構、 道路様遺

構、 製鉄関連遺構、 そ れ に 多数 の ピ ッ ト 群 お よ び焼土 が発見 さ れ た 。 出土遺物 は ほ ぼ全域 に わ

た っ て 歴史時代 ( こ と に 古代 ) の須恵器、 土 師器が出土 し た 。 以下 こ れ ら の遺構 ・ 遺物 に つ い て

説明 を す る 。

溝 ( 第48図 ・ 第49図 )

1 号溝 ( 第 52図 )

No25 と No26の 中 間 あ た り に発見 さ れ た 。 こ れ は試掘の 際、 位置等 に つ い て あ ら か U め確 か め

ら れ て お り 、 北 よ り 漸次発掘区 を ひ ろ げ、 初年度調査の終 り 頃 ( 昭和51年 3 月 ) 調査 を 完 了 し

た も の で あ る 。 そ れ に よ る と 、 溝は ほ ぼ東西 に む か つ て 走 る 。 溝幅 は西 ほ ど広 く な り 、 西端で

4 m 70cm、 東端 2 m 50cmで、 あ る 。 溝は 中央部 が一段 と 深 く な り 、 下底部 は粘土質 の 不透水層 を

深 く 掘 り 込 ん で い た 。 東側 は現地表 よ り 90師、 東端 よ り 漸傾す る な か で 5 m 50cmの あ た り で急

落、 40cm程の段落 ち と な り 1 m 80cm位の深 さ に な る 。 溝底 は平坦面 を つ く っ て 西 に 延 び、 約 1

m 80cm位で二股 に 分 れ る 。 南側の溝底 は 4 m 30cmほ ど 、 一方北側 の 溝底 は 6 m ほ ど に延 び る 。

こ の状態 か ら 1 号溝は 「水溜め 」 で は な い か 、 と い う よ う な 想定 も で て く る 。

溝断面 は A - B の縦方向 の 断面 の ほ か 、 C ー D 、 E - F 、 I - J の横断面 の観察 につ と め た 。

C - D は道路敷の端 に あ た る た め 、 地表 よ り 、 溝の 土層 の堆積の状態 が観察 さ れ る 。 そ れ に よ

る と I 層 は 20-30cm、 現代 の耕作土で あ る 。 図 の よ う に部分的 に 深 い 掘 り 込み があ る 。 そ れ は 、

甘藷 と か里芋の貯蔵用 の害 と し た も の と み ら れ る 。 E 層 は黒褐色土層 で 、 約50cmの 層 厚 を 示 し 、

な か に は須恵器片 な ど の遺物 がみ ら れ た 。 こ の E 層 は場所 に よ り 多 少 の 色 調 の違 い は あ る が、

E - F 断面 の よ う に 暗褐色 に な る 部位 も あ る 。 困 層 も 黒褐色、 ご 十 は E 層 よ り い く 分濃色 で 、

断面 の北 よ り で は分離困難で、 あ る 。 こ の 層 に も 土師器 な ど の破片 がみ ら れ た 。 溝の落 ち 込み は 、

こ の地域の 第 E 層 と し て 取扱 っ た 黒土層 か ら で あ る 。 そ れ が黒土層 の ど の部位 か 、 上部 か そ れ

と も 中位 か につ い て は観察 に よ り 見分 け る こ と は困難で、 あ っ た 。

1 号溝 に は 、 こ れ と 直交す る 形で北 よ り 2 号溝が流入す る 。 溝中 の 層 積の 状態 と 、 2 号溝 と

の 関係 を 知 る 手掛 り を 得 る た め に幅50cmの 畦 を 残 し た 。 E - F 断面 は そ れ で 、 層 序 に つ い て は

C ー D 断面 と 変 り な い 。 図 の よ う に溝の 交 会点 に撹乱 があ り 、 土層 の 観察 の 障害 に な る が、 そ

れ は 目 障 り 程度で 、 大 き な 障害 と は な ら な か っ た 。 2 号溝の溝底 に は喋 お よ び土器片 が沈積 し

て い る 。 2 号溝中 の土層 は E 層 の 土壌が大部分で、 l 号溝の E 層 と 本 質 的 に 変 り な く 、 同 U 性
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格の土層 と み ら れ る 。 E 層 と E層 と の界面 は 、 水流 に よ る 溝埋没 を 示す も の で あ ろ う 。 こ の状

態 か ら 1 号溝 と 2 号溝 は 、 ほ ぼ同時期 に機能 を 果 し た も の と み ら れ る 。 E - F 断面 に よ れ ば、

町層 目 の 堆積土 がみ ら れ る 。 こ の土層 に は特徴 があ り 、 E 層 の土層 よ り 色調 が明 る く 、 黄褐色

土 で充満 し て い る 。 層 中 の土壌を 具 さ に検す れ ば、 砂粒 と 粘土 が混入 し て い る 。 こ れ は 明 ら か

に 譲底 な ど の 堆積土 に み ら れ る 現象で、 あ る 時期 に 水 が溜 っ て い た こ と を 示 し て い る 。 そ れ は

間 接的 に 1 号溝の性格、 機能 を 示す も の と し て 注 目 さ れ る 。

溝 は横断面 に み ら れ る よ う に 、 態様 と し て 逆梯形 を し て い る 。 底面 は 幅 1 m前後、 約55度の

角 度 で立上 が る 。 途中 2 段の段がつ く 。 こ の よ う に し て 犬行 り 状の ス テ ッ プの つ く 溝は 、 古代

中 世 の 溝 に し ば し ば見 ら れ る も の で、 溝の掘 り 方 と 関係 が あ る の か も し れ な い 。

溝の機能 に つ い て 、 水溜 め で は な い か と 考 え ら れ る の で あ る が、 後述す る よ う に 、 こ の地域

は 古代 の集落祉 と み

ら れ る 。 住居地域 に

は必然的 に 「水」 を

必要 と す る 。 台地上

の生活社、 生活用水

を 何処 か に 求 め ね ば

な ら な い 。 湧水 、 水

流 は台地の 下端 の 水

田 面 ま で下 ら ね ば な

ら な い 。 比高差 は ゅ

う に 20m あ る 。 台地

上 に井戸跡 は発見 さ

れて い な い 。 ま た 宇占

土 層 の 下 は 砂 喋 層

( こ の地域で は ) で こ

れ を 掘 り 抜 き 、 20m

余 の井戸 を 掘 る こ と

C 〉 D 
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第52図 1 号溝 (水溜 め ) 実測図
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は 古代 の 井戸掘 り 技

術で は困難で、 あ ろ う 。

そ こ で、 こ の よ う に

溝 を め ぐ ら し 、 湛水

施設 を も う け 、 生活

用 水 を 求 め た と し て



も 不思議で、 は な か ろ う 。 斉藤林次氏 も 文化課 に よ せ ら れ た íj也質調査報告」 の 中で 、 l 号溝 を
「天水 を 貯溜 し て 利用 し て い た の で は あ る ま い か」 と 推定 し て お ら れ る 。

2 号溝 ( 第49図)
こ の 溝 は 北 よ り 南 に 向 っ て 流 れ 、 や がて 1 号溝 に 合流吸収 さ れ る 。 溝 は 直線 状 に は し り 、 そ

の 長 さ 30m を 計 る 。 溝幅 は 50cm- 1 m で 、 南 に な る に し た がい 広 くな る 。 溝断 面は U 字 形、 北
よ り 南 に な る に し た がい 低 くな り 、 水流 が l 号溝 に 流 れ込 める よ う に な っ て い る 。 溝 中 か ら 土
器片 が多量 に 出土 し た が、 細片 が主で あ っ た 。 上 面か ら 陶片 が数 片 発 見 さ れ た が、 大部分は土

師 ・ 須恵器 の 類で あ っ た 。 溝 中 の 堆積土 は黒褐色で、 1 号溝の E 層 に 対比 さ れ る 。 こ こ で も 溝
の 落 ち 込み は 、 同色 に 近い 第 H 層 の黒色土 か ら で あ る 。 時期的 に 1 ・ 2号溝 は 、 同時 と 考 え ら
れ る 。

3 号溝 ( 第40図)
こ の 溝 は 2 号溝 と 平行 し 、 東側 を 東西 に 走 る 。 溝 は 2 号溝 よ り 幅狭で、 幅30-40cmで、 ある 。

溝断 面は U 字 形で浅 い 。 溝 底は比較的平坦で 、 高低差 は少 なく、 水溝 と し て 利 用 し た と な れ ば、
水 が北流す る の か 、 そ れ と も 南流す る の か判 然 と し ない 。 3 号溝の 南端に は 70cm X 1 m の 掘 り
込 み があ り 、 一 段と 深 ま り 、 あ た か も 吸水孔の 如 き状態を 呈 し て い る 。 溝 中 に は 少 量 の遺物 が
流入 し て 散発的 に 発 見 さ れ た 。 3 号溝は発掘時の感 じ と し て 、 2 号 溝 よ り 若干 新 し い の で は な
い か と み ら れ た 。

4 号溝 ( 第48図)
こ の 溝 は 2 ・ 3 号溝 と 異 な り 、 流 れ の 方向 を 東西 に と り 、 西 よ り 東流 し 調査区域 外 に 及 ぶ。

溝幅 約70cm、 溝断 面U 字 形で 形態的 に 2 丹溝 と 同 じ で あ る 。 ほ !f.'直線状 に 走 る 4 号溝 は 、 約14
m 50cmの範囲 を 発掘す る こ と が出来 た 。 i蒋の堆積土 は 第 E 層 の 黒 色 f: に 近く、 黒色土 の あ る 面
か ら 掘 り 込 ま れ て い る 。 溝の周辺 か ら 多数 の住穴 ( ある い は柱列 ) が発 見 さ れ て い る 。 溝の機
能 も こ れ ら 集落構成 と 関連す る 排水 、 あ る い は 2 号溝の よ う に 集 水的機能 を も つ も の と み ら れ
る 。

溝 は 1 - 4 の 都 合 4 条が発 見 さ れ た 。 そ の 機能 に つ い て は 、 こ の 一帯に あ る 住居 、 集落の排

水 、 集 水 、 さ ら に 「水溜 め」 と し て の 意図が考 え ら れ る 。 溝の時期 に つ い て は 、 そ の掘 り 込み
の 状態か ら 、 ま た 、 溝中 の 出土遺物 か ら し て 古代 ~ 中世初の も の と 考 え ら れ る 。

道賂様遺構 ( 第 51図)
道路計画線のNo22 と No23の 問 、 正確 に はNo22+ 13 m の あ た り に 東西に 走 る 道路様遺構 が発 見

さ れ た 。 こ れ は調査の初期、 表土剥 ぎの段階で異 状が認 めら れ 、 作業員 の 中 か ら と ど う も お か
し い ミ と 注意 を 喚起 さ れ た 。 そ れ に よ る と 、 幅 1 m ほ ど堅 く踏 み 固 めら れ た 面があ る 。 子細 に
観察す れ ば、 そ れ が帯状 に 続 き東西の調査域 外 に 延 び る 。 何 だ ろ う 、 そ の 状態を 検討 し た 結果
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「古代の道 1 で は な い か と い う こ と に な っ た 。

道幅 は 90cm前後 、 道路予定線の 中央 あ た り で r < J の字形 に ゆ る く カ ー ブす る 。 路面 は平坦

で 、 踏み締 ま り 、 そ の 固 ま り は20cmほ ど下 ま で達 し 、 か な り の期間使用 さ れ た こ と が考 え ら れ

る 。 こ の道路様遺構の時期 を 直接物語 り 、 年代 を 示す も の は発見 さ れ な か っ た 。 た だ 、 ご の 出

土状況、 層 位 の 関係 か ら 少 な く と も 近世以降で は な い 。 お そ ら く 古代 に属す る こ と が考 え ら れ

た 。

道 は家 と 家、 集落 と 集落 を 結ぶ。 果 し て こ の道 が ど の 部位 に あ る の か 、 前述の 溝同様、 社会

構成上の一つ の機能的 な 面 も 考慮 に入れ る 必要 があ ろ う 。

最近県内 で は 、 道路 と み ら れ る 遺構 が各地 に発見 さ れつ つ あ る 。 隣接の沈 目 奥野遺跡、 そ し

て 益城町古閑南遺跡、 あ る い は熊本市渡鹿住宅遺跡、 大江青葉遺跡 な ど がそ れで、 こ れ ら の各
注1

遺跡で発見 さ れ た遺構 は 、 い ずれ も 古代 に属 し て い た 。 調査事例 の噌加 は 、 今後の集落研究 に

指向性 を 与 え る も の と し て 注 目 さ れ る 。

溝様遺構 (第49図 )

No.26 と No.27の 問 、 2 号溝の 西側一帯 か ら 溝様の掘 り 込み が現 わ れ た 。 こ の 表現 が必ず し も 適

切 で は な い が、 こ こ で は溝様遺構 と し て 取扱 っ て お く 。

こ の遺構 はNo.26+15 m の 西側 あ た り か ら 、 入 り 組み な が ら 南へ ひ ろ が る 。 幅約 2 m 、 長 さ 10

m 余 の ひ ろ が り を みせ る 。 そ の 問 、 南 に い た っ て 2 号溝 と 重複、 2 号溝 と の時間的先後関係 を

示 し て い た 。 2 号溝の埋没土 と 溝様遺構の埋没土 は 、 い ず れ も 相似 た土壌で あ る た め排別 は困

難で あ っ た が、 充分注意す る と 溝断面 か ら 剥離 し 、 2 号溝 よ り 溝様遺構 が古い こ と か9確認 さ れ

た 。

溝様遺構の 特徴 と し て 、 そ の 中 に さ ら に掘 り 込み があ り 、 大小 の ピ ッ ト が発見 さ れ た こ と で

あ る 。 ピ ッ ト の 中 に は 、 確 か に柱穴で は な い か と み ら れ る も の も あ り 、 奇妙 な 遺構 と し て 取 り

扱 い に窮す る ほ どで あ っ た 。

こ の遺構の 中 か ら 土器片 が散発的 に発見 さ れ た 。 須恵器 ・ 土師器 ・ 黒色土器の破片 で 、 こ の

中 の 出土物の底部 に 「墨書銘」 の あ る も の も あ っ た 。 ( 墨書銘 につ い て は稿 を 新 た に し 、 別項に述

べ る 。 ) こ の遺構は異様で あ る 。 発掘 を 続 け る う ち 、 2 号溝 に 近づ く あ た り 貝 殻があ ら わ れ る 。

ピ ッ ト 中 に 、 た だ こ の ピ ッ ト に だ け 員殻が詰 っ て い た 。 貝殻は 「 タ ニ シ 」 で 、 他 の 貝 類 は 含 ま

れ て な か っ た 。 タ ニ シ は総量 に し て lO.e ほ ど 出土 し た 。 専門家 に よ る 調査の結果、 タ ニ シ はす

べて オ オ タ ニ シで あ り 、 現在で も こ の付近 に生息 し て い る と の こ と で あ る 。

こ の溝様遺構の発見、 発掘 は初年度調査の終わ り 頃、 3 月 中旬 で あ っ た 。 時 あ た か も 年度末、

第 2 年度調査 がい つ始 め ら れ る と も し ら な い。 予算措置な ど 次 々 と 事務手続 き 、 調査以前の処理

が必要で あ る 。 一梅雨放置す れ ば、 火山灰の常 と し て 壕れ る こ と 必定 。 そ こ で取急 い だ た め 、
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充分の調査 が出来 な か っ た 。

ピ ッ ト 群およ び土嬢 ( 第48図 ~第51図 )

ピ ッ ト 群は ほ ぼ全域か ら 発見 さ れ た 。 中 で も 道路様遺構の北よ り 、 現県道の あ る 今次新設道

路の交会点 ま での 180 m の 聞 に は全域 か ら み ら れ た 。 こ れ ら の ピ ッ ト は 、 4 号溝周辺、 1 号溝の

南 か ら No24の 問 、 中で も No25の周辺、 そ れ にNo24-No25の 間周辺 に は濃密 な 分布 を み せ 、 あ る

規則的 な 配列 を 感 ピ さ せ る 状態で あ っ た 。

4 号溝の周辺 は桑園 で、 中で も 、 桑の 間 作 に 栽植 さ れた 牛芽の耕作 に よ る 擾乱 が激 し か っ た c

そ こ で、 本来 あ っ た ピ ッ ト が破壊消滅 し て い る こ と が考 え ら れ る 。 ま た 、 4 号溝 と 現県道 と の

聞 に 、 3 箇所か ら 径50cm位の拡が り を も っ焼土 が発見 さ れて い る 。 こ れ は お そ ら く 、 こ の面 が

生活面で あ る こ と を 示 し て い る 。 こ れ ら の こ と も 考 え 合わ せ れ ば、 こ こ に建物があ っ て も 不思

議では な い 。 4 号溝の 両側 に あ る ピ ッ ト は一定 の配列 を 示 し 、 掘 り 込み も し っ か り し て い て 、

住穴、 掘立て の建物があ っ た と 考 え ら れ る 。 4 号溝の 西外れ、 即 ち 調査区域の 西北端 に は不正

円形細長の ピ ッ ト があ る 。 こ の 中 に は 、 人頭大で不揃 い の 石 が多数詰 っ て い た 。 石質 も チ ャ ー

ト 砂岩 な どの川 石で、 ど う い う 遺構か明確で な い 。

No27付近 に も 柱穴の配列 がみ ら れ る よ う で あ る が、 No25.周辺の住穴群 は注 目 さ れ る 。 遺物の

出土 も 少 な く な い 。 中 に は布 目 瓦 ま で あ る 。 ピ ッ ト の状況 か ら 瓦葺 き の建造物は考 え 難 い が、

掘立て の建物があ っ た と み て よ か ろ う 。 ピ ッ ト (柱穴) が輯奏し て い て 、 遺構 ( 建物) の プ ラ

ン を お さ え る こ と は困難で、 充分発掘の結果 を 生 か し き れ な い憾 み は 免 れ な し � o No25南東側の

粘土 の ひ ろ が り は住居 と 関連 あ り そ う で あ る 。

No24の北西は 、 現 に使用 し て い る 農道の た め に発掘す る こ と が出来 な か っ た 。 こ こ に 半円形

の小溝がみ ら れ る 。 こ の小溝の 内側 は、 あ た か も 踏み 固 め ら れ た か の よ う で、 地面 の 凹 凸 が激

し か っ た 。 こ れ も 1 つ の 、 伺等 かの遺構 と み ら れ る 。

No22-No24に は 多数 の ピ ッ ト が発見 さ れ た 。 ピ ッ ト は大小、 形状 に違 い があ る が、 中 に は確

か に柱穴 と み ら れ る も の も あ る 。 古代の 土器， 土師 ・ 須恵器の 出土 も 多 い 。 北側の農道寄 り の

付近 に は 、 東西 に浅い溝状の も の が走 る 。 こ れ を 決 め る 決定的 な も の は 出 て 来 な い が、 何 ら か

の遺構で あ る こ と に は違 い な い 。 No23 と No24の一帯 は西側 ト レ ン チ試掘の際、 ト レ ン チ観察の

結果 、 黒土層 の 落 ち 込み があ り 、 こ れ は溝で は な い か と 注意 し て い た地点で あ る 。 結果的 に 別

図 の よ う で あ る が、 日 時 に追 わ れ た調査では充分 に検討す る 余裕 は な い 。 ピ ッ ト 中 に は遺物 も

多 い 。 土器の ほ か 、 自 然礁 と み ら れ る も の も あ る 。 自 然礁 と い え ど も 、 目 的 を も ち 、 何 ら か に

利用 し た に違 い な い 。 道路予定線の 中軸線のNo23+ 6 m の あ た り に 再 び貝 が現 わ れ た 。 さ き の

溝様遺構の ピ ッ ト 中 に は タ ニ シ が詰 っ て い た が、 こ こ で は カ キ 殻で あ る 。 当 初小貝塚 と し て 、

慎重 を 期 し た 。 貝 は ピ ッ ト 中 に詰 っ て い て 、 総量 に し て約15f? の 貝 殻 が出土 し た 。 こ の 中 に土
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器 な ど は含 ま れず、 そ の殆 ど がマ ガキで 占 め ら れ、 ご く 少量の アゲマ キ が混入 し て い た 。 2 号

溝西側 の溝様遺構中の ピ ッ ト 発見の タ ニ シ と は 、 貝 の種類 が大 き く 異 な っ て い た 。

No23の北東部 か ら 竪穴 が発見 さ れ、 そ れ が弥生前期の住居祉で あ ろ う と 考 え ら れ る が、 そ の

一部、 東側 は新 し い遺構 が重複 し て い る 。 こ の面 は、 踏 み 固 め ら れて い て 、 少量の木炭片 も 散

布 し て い た 。

以上の よ う にNo23と No24の 聞 か ら 多数の ピ ッ ト が発見 さ れ、 生活の痕跡で あ る 焼土 ・ 木炭、

そ し て 土器片 お よ び貝殻が発見 さ れ た 。 ピ ッ ト 、 こ の 中 に は柱穴 と 思 わ れ る も の も 多数 あ る 。

十7銀協疹甥努�易オノ
2 号 遺 構

ガ汚男手ケ O 主

g r、-g] 1 いX11 \可
.....l t 
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1 m 

第53図 製鉄関連遺構実測図
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師器や須恵器の ほ か饗措 (弥生 ) 片 があ っ た 。 饗棺は周辺 が費桔地帯で あ る た め 、 そ の破片 が

混入 し た も の と み ら れ る 。 こ の土績 は当初蜜桔群 と 関連 あ る の で は な い か、 と も 考 え た が、 土

師器等の混入か ら 古代 に属す る も の と み ら れ る 。

製鉄関連遺構 ( 第53図 )

No22の 南、 3 号聾措の北あ た り に集石遺構 と 炉社状の掘 り 込み があ る 。 炉社状の掘 り 込み は

2 箇所 に わ た っ て あ り 、 ス ラ ッ グ な どの 出土状態 か ら 製鉄関連遺構 と み ら れ る 。

集石遺構 ( 第53図)

1 m X 1 .5m の範囲 に 大小の喋 を 敷 き つ め た遺構が発見 さ れ た 。磯 も 20cm前後の 大 き さ の も の

か ら 、 5 cm前後の も の ま で大小様々 で、 ほぽ一面 に敷 き つ め 、 上面 は平坦面 を つ く っ て い た 。

3 号聾棺周辺 に は縄文土器 が散乱 し て い て 、 こ の遺構の時期等 に つ い て 疑問 も あ っ た 。 離は一

定 の意図 を も ち 敷 き つ め ら れて い る 。 こ の様 な 縄文 か ら 古代 に わ た る 抜合遺跡 で は 、 そ の時期

す ら 定 かで な い 。 離 は い ず れ も 川原石で、 近 く の浜戸川 か ら で も 採集使用 し た の で あ ろ う 。 覆

土 を 取 り 除 い て 、 漸次膿面 が露わ に な る 。 子細 に礁の 聞 を 掃除 し て い く 。 そ こ か ら 土師の細片

が挟 ま っ て い て 、 こ の遺物は、 時間的 に集石遺構 と 近 い時期の も の で あ ろ う と 推定 し た 。 土師

片 は細片で あ る が、 そ の状態 か ら 歴史時代 、 平安期の も の と み ら れ る 。

こ の集石遺構の性格、 機能 を 直接物語 る も の は な い 。 し か し 、 周辺 か ら ス ラ ッ グ、 炉社状の

掘 り 込み が 2 箇所 に亘 っ て 発見 さ れて い る 。 遺跡は古 く 縄文 か ら 弥生 と 、 あ る い は古墳期、 古

代 と そ の消長、 隆替が激 し い 。 遺構の保存 も 充分で な く 、 時 に は そ の一部 を も っ て 判断 を 迫 ら

れ る 。 そ こ で、 こ の集石遺構 を ス ラ ッ グ な ど と も か ら ま せ て 、 製鉄関連遺構 と し て 処理 し た 。

炉祉状遺構 ( 第53図 )

都合 2 箇所あ り 、 一基は集石遺構の西 1 m の あ た り に 、 他の一基は そ の南 2 mの あ た り か ら

発見 さ れ た 。 便宜的 に 北の遺構 を l 号、 南の遺構 を 2 号 と し て取扱 う こ と に す る 。

1 号遺構 の北半 は牛努栽植 に よ る 撹乱のため消滅 し て、 僅か に南半分が残 っ て い た 。 そ の残存

部 と 、 2 号遺構の形体 か ら し て 、 円形 に近い プ ラ ン を し て い た も の と み ら れ る 。 径7伽n位、 埼

状の浅い掘 り 込みで、 残 り の深 さ は 中央部で10cmで あ っ た 。 こ の 中 に は ス ラ ッ グ な ど直接、 製

鉄 ・ 鍛冶 に関係 あ る 遺物は 出土 し な か っ た が、 埋土 ・ 形体 か ら し て 2 号遺構 と 同様 な も の と み

ら れ る 。

2 号遺構 は上面削平 さ れて い る 可能性 は あ る に し て も 、 完好 な 残 り を し て い た。 遺構は径60

cm弱 の 不正円形 プ ラ ン を し て い た 。 中 か ら 大小 の ス ラ ッ グ が発見 さ れ、 そ れ は 大 き い も の で径

4 - 5 cmで、 あ ま り 大形の も の は な い 。 ま た近 く に平石 が据 っ て い て 、 あ る い は金敷 き で は な

い か と も 考 え た が、 厚 み が 5 cm位で、 こ れ に そ ぐ わ な い よ う に思 え た 。 石 は も と も と 、 川 石で

あ っ た せ い も あ っ て 表面 が磨耗 し て い る 。 ス ラ ッ グ に は、 い わ ゆ る 「ノ 口 」 と 称 さ れ る も の も
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あ る 。 こ の掘 り 込み の 中 に は鉄片 、 さ ら に鉄が熔融瀧回 し た不定形 の ス ラ ッ グ があ る 。 埋土 中

に は木炭片 も 混入 し て い る 。 ま た 、 北西側 に は鉄片 が剥離 し た 粉末状の も の があ り 、 こ れ は お

そ ら く 、 鍛冶場の鍛鉄に付随 し て 派生 し た も の と み ら れ る 。

製鉄関連の遺物 と し て 、 ス ラ ッ グ と フ イ ゴの羽 口 があ る 。 ス ラ ッ グ は l 号遺構の北 1 m の あ

た り に 1 点 、 集石遺構の北北東 8 m 、 す な わ ち 、 No22+ 4 m の 東端 か ら 1 点 出土 し て い る 。 ま

た 、 フ イ ゴの 羽 口 は小片で、 炉体の接続す る 部分 が甚九郎山 古墳の西周溝 よ り 出土 し た 。 2 号

遺構 中 の フ イ ゴの 羽 口 も 小片で、 ノ ロ の付着 し て い る 状態 か ら 炉体側 の部分 と み ら れ る 。

炉祉状の遺構 は そ の状態 か ら 、 ま ず製鉄関係の遺構 と み て 誤 り あ る ま い 。 し か し 、 製鉄 と い

っ て も 、 い わ ゆ る 製鉄、 精錬、 鉄の加工 と い く つ か の工程があ る 。 こ の遺構は鉄片 、 ス ラ ッ グ

の状態 か ら 鍛冶場 と み ら れ る 。 炉体、 あ る い は そ れの ど の部分か喋 っ た の か 明 ら か で な い が、

ス ラ ッ グ ・ フ イ ゴの羽 口 の破砕散乱の状態 か ら 、 上面 を 後世削平 を 受 け て い る こ と が考 え ら れ

る 。

製鉄関係遺構の 時期 につ い て は 一つ の 手掛 か り があ る 。 そ れ は 2 号遺構出土 の黒色土の 黒色

土器で 、 内面 だ け 黒色研磨 さ れて い る 。 こ の 土器 は 、 そ の形態 か ら 平安 中頃の も の と み ら れ る 。

出土遺物 ( 第 55図 ~第66図 )

沈 目 立 山遺跡の発掘 に よ り 多量の遺物が出土 し た 。 弥生 の 聾棺群 を 除 き 歴史時代 の遺物 と し

て 、 土師 ・ 須恵 ・ 黒色土器 が主で、 総量 に し て ベ ー ル缶 6 - 7 杯分 あ る 。 大部分 か被片 で あ る

た め 、 そ の主要 な も の を 図示 し た 。

須恵器 ( S 1 - S 45) 

杯形土器 S l - S 14、 S 24- S 26�す よ び S 27- S 40は杯形土器 と み ら れ る 。 こ の う ち S 2 

- S 7 ま で葦で、 他 は 身 、 す な わ ち 体部で あ る 。

蓋 に は径 14-15cmの小形( S 6 ・ S 7 ) の蓋 と 、 径16-17cm位 の 大形 ( S 2 - S 5 ) の葦 が あ

る 。 天井部 な ど は器面が屈 曲 し て い て 、 全体的 に器形の シ ャ ー プ さ は な い 。 口 縁端末 は身 受 け
つまみ

の 部 分 は繰込み 、 身 の 口 縁 が合わ さ る 形 に な っ て い る 。 頂部 に銀 があ る 。 紐 は径 2 .加n く ら い 、

完好 な S 2 ・ S 4 の 2 例 か ら 判断す れ ば、 宝珠形 を な す も の は な い 。

t不の 身 に は大 き く 2 種類 があ る 。 す な わ ち 、 底部 に高台 を 付す S 8 - S 14、 S 22 - S 26 と 単

に平底 を な す S 27- S  40で あ る 。 前者 は底 に貼 り 付 け の 圏台 を も つ の があ る が、 比較的浅 目 の

S 8 ( 器高5 .1冊、 口径16αn) 、 S 10 ( 器高4 .5冊、 口径13cm) 、 S 11  ( 器高4 .1cm、 口径12. 9cm) と 、 口

径 に 対 し て 器高 の 高 い S 24 ( 器高 7 側、 口径14cm) があ る 。 こ れ ら 各部 は底 面 の 起伏 が多 く 、 っ

く り は 良 く な い 。

S 27- S 40は平底の杯で、 い ず れ も 口 縁径 13cm未満の も の で あ る 。 ま た 、 器高 も 4 cm未満で

規格化 さ れ た感 があ る 。 底部 は い く 分起伏す る も の も あ り 、 箆切 り の 際 の 起伏 と み ら れ る 。 底
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よ り 身への立上が り の屈 曲 は丸昧 を 帯 び る こ と が多 く 、 口縁端末 が外に 少 し は ね る も の があ る 。

こ れ は 口縁部調整 に 際 し て 、 水引 き に よ り 整形 し た も の で あ る 。 8 1 に つ い て は古墳期の も の

と み ら れ る ので、 別項 に取上げた 。

聾形土器 い く つ かの形態の違 っ た も の が出土 し た 。 8 15- 8 18�す よ び 8 44がそ れで、 い ず

れ も 破片で あ る 。 8 15はNo.24の農道南側の ピ ッ ト か ら 一括出土 し た 。 同一個体の破片 が多量 あ

る が接合 し な い 。 こ の土器 は大形で、 口縁径41側、 頚部 は大 き く 外反 し 、 口 縁近 く で急 に立上

が り 直上す る 。 そ の部位 に粗い波状文 が施 さ れて い る 。 立上 が り の部位 が急 に薄 く な る の も 特

徴で め る 。 口縁上面 は肥厚 し 、 平坦 と な る 。 頭部以下胴部 に か け て 、 整形の た め叩打痕 があ り 、

外面 は格子状に 、 内面 は青海波状文 が押圧 さ れて い る 。 焼成良好、 青味 を 帯 びた褐色の こ の土

器 は 、 一見 し て 古 さ を 感 じ さ せ る 。 し か し 、 出土状態 か ら し て 時代 は下 が り 、 平安期頃の も の

と み ら れ る 。 類似品 は熊本市大江青葉遺跡 か ら 出土 し て い る 。
注 2

8 16はNo.22-23、 8 17は溝様遺構 か ら 、 8 18は 3 号溝南端の方形 ピ ッ ト か ら 出土 し た 。 ま た 、

8 44は 1 号溝中 よ り 出土 し た も のであ る 。口縁径 は 8 16が14.1師、 8 17が11 . 2 an、 8 18が18. 5anを

計 る 。 そ れ ぞれの 口縁部の形 が異 な り 、 8 16は r < J の字形 に 屈 曲 、 8 17は 直 口 、 8 18は 8 16

に近 〈 、 ま た 8 44 も こ れ に近 い 。 こ れ ら の各費は焼成 が悪 〈 、 灰 白 色 、 叩打痕 も 不鮮明 な も の

が多 い 。

瓶子形土器 8 19- 8 23は瓶子形 を な す も の と み ら れ る 。 口縁部 は欠失す る が、 頭部 は窄 ま

り 、 瓶子状 を 呈す る も の と み ら れ る 。 8 19はNo.24-25の ピ ッ ト 中 か ら 、 8 20、 8 21 は溝様遺構

か ら 、 8 22はNo.26-No.27、 ま た 8 23はNo.22-No.23か ら 出土 し た 。 8 22、 8 23は底部で、 わ ず か

に 高 台 がつ く 。 胴部は わ ず か に 聞 き な が ら 直線上 に延び、 8 19、 8 20の 加 く は最大径の あ た り

で屈 曲 、 肩部 を つ く る 。 肩 は耳付 き ( 8 20) と な る 。 破片 の た め 明 ら か で な い が、 2 - 4 個の

複数付 く も の と み ら れ る 。

壷形土器 8 41 と 8 45は壷で あ る 。 8 41 はNo:28-28+60mか ら 、 8 45はNo.28f"寸近 の 東側 か ら

出土 し た 。 8 41 は焼成良好で須恵本来 の 青黒 い色調 を し て い る 。 ま る い胴、 肩部 に かす か な 二

条の 沈線 があ る 。 8 45は短頚壷で あ る 。 灰 白色、 焼成 やや不良、 胴部 に ロ ク ロ の 目 が粗 く 残 る 。

口縁部径 12. 5an。

盤形土器 8 42、 8 43は い ず れ も 盤形土器で、 両者 と も No.23-No.24付近の ピ ッ ト 中 か ら 出土

し た 。 い ず れ も 焼成良好、 内面 に 灰 かぶ り があ り 、 口縁部 を 上向 き に焼 い た こ と が知 れ る 。 口

縁径21師、 13. 4 an を そ れ ぞれ計 る 。

布 目 :瓦 ( 第58図 )

図 の よ う に総数 7 片 出土 し て い る 。 包含層 は第 2 層 で、 注 目 さ れ た が 遺構 と し て は確認 さ れ

な か っ た 。 1 はNo.23-No.24、 2 ・ 7 はNo.27-No.28、 3 - 6 はNo.25-No.26か ら そ れ ぞ れ 出土 し た 。

こ の う ち 、 3 - 6 は ピ ッ ト 中 か ら 出土 し た も の で、 こ の こ と か ら 後世農耕時 な ど に持 ち 込 ま れ
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た も の で な い こ と は明 ら かで あ る 。 4 は丸瓦、 そ の他 は平瓦で あ る 。 い ずれ も 布 目 圧痕 が あ る

が、 1 . 5 は撚 り 糸 の 叩打痕、 7 は格子 目 があ り 、 4 ・ 3 は叩 き 目 が消 さ れて い る 。 5 は瓦の

歪み が大 き く 、 し か も 薄 い 。 7 も 瓦全体 が薄 く 、 粗雑 な造 り で あ る 。

こ れ ら の瓦 が、 ど う い う 意図 を も っ た も の か、 そ れ は当 然建造物 を 想定 し な け れ ばな ら な い

が、 明確 に瓦葺 き を 想定す る 遺構は検出 さ れ な か っ た 。 県下各地か ら 散発的 に布 目 瓦 を 出土す

る 遺跡 も 多 い 。 布 目 瓦片 は 、 隣接の沈 目遺跡 か ら も 数点出土 し て い る 。1主 3
土師器 (第59図 ~第63図 )

H l - H 59ま で図示 し た 。 こ の う ち H42- H59は器面 に 赤色顔料で塗彩 し た も の で あ る 。

聾 ( H I - H 8 ) こ の種の土器は各区か ら 出土 し て い る 。 H l 、 H 3 はNo28-No28+60m

か ら 、 H 2 はNo22-No.23、 H 4 は 1 号溝、 H 5 はNo26-No27、 H 6 、 H 8 はNo27-No28、 H 7

はNo21 -No.22か ら そ れ ぞれ 出土 し た も の で あ る 。 こ れ ら の費は い ずれ も 、 口縁部 が 「 く 」 の字

状 に 屈 曲 し 、 口縁上端 がま る く な る 。 器の 外面 は刷毛 目 調整文 が、 内面 は 「削 り 」 痕 が上下、

ま た は斜め に み ら れ る 。 口縁部は内外面 を横撫で に よ り 仕上 げて い る 。 口縁部径 は そ れ ぞれ H

1 が27cm、 H 2 が26. 2cm、 H 3 が27cm、 H 4 が25. 2cm、 H 5 が21 . 2cm を 計 る 。

土鍋 ( H 9 -H 14) 完好 な も の は な い 。 他の各遺跡 な どの 出土遺物か ら み て 、 浅 い 曹形の

土器で、 お そ ら く 土鍋 と み ら れ る 。 H 9 ・ HIUま 3 号溝、 H I0はNo28-No28+60m 、 H 12は 3

号溝南端の方形 ピ ッ ト か ら 、 H 13はNo23-No24、 H 14はNo21-No22か ら そ れ ぞれ出土 し た 。 器

面調整、 整形の 大要 に お い て 聾形土器 と 変 わ ら な い 。 口縁の屈 曲 が曹 に 比べて傾 き が急で、 そ

の 関係 も あ っ て胴部 が口縁 に比 し て小 さ く な る 。 口縁径 は H 9 が28. 7cm、 H I0は比較的小 さ く

25. 4cm、 H IUま27. 2cm、 H 12は29cm、 H 13は27. 6cm と 測定 さ れ る 。

竃形土器 ( H 15- H 18) 約 3 個体分出土 し た 。 H 15はNo23-No24で、 H 16は 3 号溝南の ピ

ッ ト 、 H 17 ・ H 18はNo23-No24の農道傍 か ら 出土 し た 。 H 15は H 17と 同一個体の可能性 があ る 。

県内 で は こ の時期の完形品 に め ぐ ま れ な い が、 秋永遺跡 か ら 古墳時代 の完好 な 遺物 が出土 し て

い る ので、 破片 か ら も ほぼそ の部位 が推定 出来 る 。 H 15は竃の 焚 き 口 の 「つ ば」 の部分 に あ た

る 。 粗豪 な っ く り で あ る が焼成良好、 淡褐色の土製品。 H 16は竃の接地面 の部位の破片 と 思 わ

れ る 。 外面 に粘土紐の巻 き 上 げの状態 が観察 さ れ、 粘土紐の 幅 は約 1 cm位で、 あ る 。 ま た 、 内側 に

は横 に 粘土 を 削 り と っ た あ と が濃厚 に残 る 。 H 17は寵の本体 を な す 審や土鍋 を か け る 部位で、

上端 は肥厚 し 、 内側 に厚 い張 り 出 し があ る 。 ま た 、 上端 は平 ら で、 接地部へ む か つ て 末広 が り

に な る 。 器体の厚 さ は約 1 cmで、 あ る 。 器面 は外面上位 を 箆状の 、 中位以下 は櫛状の も の で縦 に

均 ら し て い る 。 ま た 、 器面 は比較的平滑で、 あ る 。 内面 は上下方向 に胎土 を 削 り 、 均 ら さ れ て け

る 。 こ の土製品 は焼成良好、 褐色 を し て い る 。 上部の大 き さ は径約19cmで あ る 。 H 18は聾形土

器の接地部の破片で、 器面 の 内外共平滑、 そ こ に は削 り 、 刷毛 目 がみ え な い 。

甑形土器 ( H 19) H 19は甑形土器の底の一部 と み ら れ る 。 No28-No.28+60m の あ た り か ら
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出土 し た も の で 、 底部 に 穴 が あ けられ て い る 。 細片 の た め子細 に つ い て 定 か で な い が、 内 側に
は 斜 めの 削り あ と がみ え る 。

H 20 は把手 で 、 器 形が警 か 、 あ る い は甑 か に つ けられ る も の と 思 わ れ る 。 こ の把手 は三角 形
を し て い て 、 上方 に 折 り まげ られ て い る 。 こ の種の 把手 は 甚 だ 特徴 的で 、 県内 で は 目 下の と こ

ろ 他 に 出土例 を み て い な し ミ 。 こ れ は 形態的に 、 奈良県平 城京 な ど に あ る 三角 形の 把手 と 同類 と
み られ る 。 H 20 は H 1 9 と 同一 ピ ッ トか ら出 土し た 。

椀形土器 ( H 21 - H 33 ・ H 35) 腕 と 郎 と は あ い まい で、 比較 的深 手の も の を城 と し た。 こ れ は い
ず れ も 高 台付 で 、 底に低 い 圏 台がつ く。 H 21 はNo26-No. 27の ピ ッ ト中 か ら、 H 22!iNo. 27-No28 、

H 23はNo. 22-No.23、 H 24はNo. 25-No. 26の ピ ッ ト中 か ら、 H 25 ・ H 28はNo. 28-No. 28+60 cm、 H 26 ・

H 27はNo. 22-:--No. 2 3、 H 29は 2 号溝、 H 30は 3号溝南端の 方 形ピ ッ ト、 H 31 ・ H 32はNo. 23-No2 4
か らそ れ ぞ れ 出土 し た 。 高 台は い ずれ も 貼 付 け で 、 H 21 ・ H 29 ・ H 31 は 比 較 的高 く、 H 26 - H
30 ・ H 23 ・ H 32は低 い 造 り で あ る 。 体部 は 丸昧 を も ち 、 口 縁部 が直上 す る も の ( H 21 ) と 、 い
く分外 に屈 曲 す る も の ( H 22 . H 24 '  H 25 ・ H 32) があ る 。 口 縁端末 も 肥厚 気味の も の と 、 尖
り 気味の も の と がみ られ る 。 そ れ ぞれ の測定値 は 別 表 の と お り で あ る が、 底 径 6 - 7  cm、 口 縁
径1 1 - 1 2cm、 高 さ 5 - 7  cm位 で、 あ る 。

杯形土器 ( H 34 ・ H 36 - H 41 、 H 45- H 59 ) こ れ に は 若干 の 高 台付 の も の と 、 平底 な い し
丸 底に 近 い も の と が あ る 。 後者 に は 器面に 赤色顔料で塗彩 し た も の が あ る 。 H 3 4は域 形土器に
近 く、 器 形が低 い っ くり な の で 、 こ れ と 分類 し t不 と し た 。 形態的に 椀 と 大 き な 違い は な い 。 H
36- H 41 は平 底で 、 体部 は 丸 み を 持 ち な が ら口縁部 に い た る 。 また 、 口 縁部上端は ま る い 。 口
縁 径11 - 1 2cm、 器 高 3. 5 cm、 底径 5 - 8 cm位で、 あ る 。

丹塗 り 土器 ( H 42- H 59) 土師 器の 中 で 器面を 赤色顔料で塗彩 し た も の が あ る 。 本遺跡 か
らこ の 種 の 土 器片 が多 数 出 土し た 。 H 42- H 59 がそ れで 、 内 外面と も 丹塗 り さ れ て い る 。 H 42
H 50 ・ H 5 2 ・ H 57 はNo. 28-No. 28+ 60cmか ら出土し た も の で、 こ の う ち H 57 は ピ ッ ト中 発 見 で あ
る 。 H 4 3 ・ H 55は 溝様遺構 か ら、 H 44はNo. 25-No26 か ら出土し た 。 H 45 ・ H 49 ・ H 5 8はNo2 2-
No. 23か ら、 H 46 は 4号溝中 か ら、 また 、 H 47 ・ H 56 はNo. 21 -No. 22か ら出土し た 。 さ らに H 48 ・
H 5 3 . H 5 4はNo. 27-No2 8か ら、 H 59 は 甚九郎山 古墳周 溝中 か ら出土 し た も の で あ る 。

H 42- H 44は い ず れ も 高 台を 付す も の で 、 こ の う ち H 42は と く に 高 い 高 台 を 付 す 。 破片 の た
め全容 が明 らか で な い が 、 I不 また は 盤 状 を な す も の と みられ る 。

H 45- H 59 はI不で 、 底部 は お お む ね 平底で 、 中 に は 丸 底に 近 い も の も あ る 。 器形の 上 か ら 器
面に 丹塗 り し な い も の と 変 り な い が、 H 45 に み る よ う に 口 縁部 が い く分 外反 り に な る も の が あ
る 。 こ の 種の 器 形変化 は 、 他 の も の に 比 し て 後 出の も の と 認識 さ れ て い る よ う で あ る が、 こ の
遺跡で 、 そ れ を 確認す る に は 至 らな か っ た 。

黒色土器 ( HK 1 - HK34) 図示 し た よ う に 本遺跡 か ら多 量 の 黒色 土器が 出土し た 。 こ こ か
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ら 出土 し た の は、 い わ ゆ る 内黒の も ので、 外面の 口縁部近 く が黒色 に な る タ イ プ、 す な わ ち 、

畿内で 「黒色土器A J と し て 分類 さ れて い る も ので あ る 。 出土資料 を 検す る 限 り 、 黒色土器B
注4

は発見 き れ な か っ た 。 こ の種の土器の 中 に は墨書土器 3 点 があ る が、 そ れ は別 に項 目 を 設 け 、

他の 1 点 と 共 に紹介す る 。

出土資料は完好 な も の が少 な く 、 多 く は破片で器形の定 かで な い も の も 多 い 。 し か し 、 図示

に よ り 復元す れ ば、 塙形の土器が多 〈 、 皿形の も の が若干 あ る 。 出土地点 も 他の土師器 と 同様

ほ ぽ全域 に わ た り 、 HK 1 . HK 2 は甚 九郎 山 古墳周溝よ り 、 HK 8 ・ HK14 ・ HK16はNo21-No・

22か ら 、 HK23はNo22-No23か ら 、 HK 3 . HKll-HK13 . HK17はNo23-No.24 か ら ま た H K lO ・

HK22 . HK25はNo24-Noあか ら 、 HK 4 ・ HK24 . HK28はNo25-No26か ら 、 HK 7 はNo.26-No27

か ら 、 HK26 . HK30 ・ HK32はNo.27-No28か ら 、 HK 5 . HK 9 • HK18 ・ HK19 . HK21 . HK27 

HK31 はNo28-恥28+60聞か ら 出土 し た 。 こ の う ち ピ ッ ト 中 か ら 出土 し た も の と し て 、 HK 3 ・

HKI0 ・ HK12 . HK13 ・ HK17 . HK21 . HK22 ・ HK24 . HK25 . HK28 • HK30が あ る 。 ま た さ ら

に 2 号溝中 よ り HK 6 と HK29が、 溝様遺構か ら HK15が、 4 号溝よ り HK20が、 HK33 ・ HK34は

製鉄関連遺構 と み ら れ る 2 号遺構か ら ス ラ ッ グ と 共 に 出土 し た 。

HK I -HK 5 は ほ ぼ同形の腕形土器で、 低 い 高台、 ま る く ふ く ら む体部、 口縁部 がい く 分外

に は ね る 特徴 を も っ て い る 。 HK 6 は体部 が さ ら に ま G み を 帯び、 そ の特徴が強調 さ れて い る。

底径の小 さ い HK 8 ・ HK15 . HK16 ・ HK19 ・ HK20 も あ る が、 中 に は HKl1 ・ HK12 の よ う に 高

台 の著 る し く 高 い も の も あ る 。 HK24は口縁径16. 7cm に達す る 大形の摘で、 平底の HK28も 大形

の境が推定 さ れ る 。 HK33 . HK34は 高台付の摘で あ る が、 他の も の と か な り の相違 がみ ら れ る 。

底部 は内電気味底 か ら 体部、 口縁に か け て 弓 な り に琴曲 し 、 口縁部 に な る に し た がい薄 く な る 。

口縁部 はー且薄 く な り 、 い く 分外反 り し な が ら 僅 か に ふ く ら む。

HK30-HK32 は器が浅 く 、 皿形の も ので底 を 欠失 し て い る 。 体部 は ま る み が な く 、 直線状 に

口縁部 に い た る 。 器面 に は 多少の う ね り があ り 、 口縁上端は ま る み を 帯 び る 。

瓦質土器およ び青磁 ( 第57図) 本遺跡 か ら 瓦質土器 と 膏磁片 が出土 し た 。 瓦質土器の一つ

は大形の鉢、 火舎で は な い か と み ら れ る も ので、 No22-No23か ら 発見 さ れ た 。 口縁部 がい く 分

外へ は り 出 し 、 4. 5cm下 っ て 一条の突帯がめ ぐ る 。 口縁下 には文様が押捺施文 さ れ、 文様は 中央

に径 5 mmの 円 、 そ し て 5 方向 に放射状に伸 び、 そ の先端 が鈎の手 に な っ て い る 。 こ の火舎 は 内

外面 に煤が付着 し て い る 。 他の一つ の土器は播 り 鉢 と み ら れ る 土器で あ る 。 こ れ はNo25-No26

の ピ ッ ト 中 よ り 発見 さ れ、 焼 き は硬質、 内面 に は 6 線単位 の線があ る 。 青磁片 は 、 1 号溝の比

較的浅い と こ ろ か ら 出土 し た 。 碗の小片で あ る が、 舶載の南宗青磁で あ る 。

釘 ( 第66図) 昭和50年度調査 に 際 し て 、 No.27'付近の黒色土の上の斑点 ま ピ り の層 よ り 出土

し た 。 こ の斑点 ま じ り の層 は、 火山灰地域の表土下 に し ば し ばみ ら れ る 層序で あ る が、 熊本市

弓削町運動公園造成 に伴 う 発掘調査で同 類の層 よ り 釘を出土 し て い る。 こ こ で も 同様で、 図の よ
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う な鉄製角 釘が出土 し た 。 3 点 あ る が、 1 つ は完好で、 他の 2 点 は折損 し て い る 。 釘の頭はー

側 がふ く ら み、 頭部直下で約 5 mm角位で、 漸次細 く な っ て い る 。 釘の先 か ら すあ た り で曲 っ て

い る が、 全長6 .8cmで あ る 。 こ の釘は層序の上 か ら 中世の も の と 考 え ら れ る 。

墨書土器 (第66図 1 - 4 ) 都合 4 点出土 し た 。 こ の う ち 3 点 は 内壁の 黒 い 黒色土器で、 そ

の な かで 2 点 は高台付の摘、 他の 1 点 は皿で あ る 。 残 り の 1 点 は土師質 の 素地の ま ま で あ る 。

1 は 4 号溝中 か ら 発見 さ れ、 2 はNo22-No23か ら 、 ま た 、 3 . 4 は 2 号溝西側の溝様遺構 か ら

出土 し た 。

1 は黒色土器 ( A ) の底部で あ る 。 外壁 に は組い ロ ク ロ 痕 を 残 し て い る 。 底部 に は器体成形

後、 高台 を やや外聞 き に貼 り つ け て あ る 。 内面 は箆状の も の で丹念 に 磨研 し 、 炭素粒 を 吸着 さ

せ て あ り 、 漆黒色で強 い滑沢 を も っ 。

外底 に墨書 があ り 、 2 字 あ っ て 下の l 字 は 「丸」 で あ る 。 手慣れ た 書 き ぶ り で、 筆の運 び も

ス ム ー ズで あ る 。 文字 は器底 の 中 央 に く る よ う に書 か れ て お り 、 も と も と 3 字で あ っ た 可能性

が強 い 。 運筆 も やや丁寧で、、 落書 き の よ う に は見 え な い 。 字義 は こ の 器の定住置 を 示す か、 所

属 を 示す も の で あ ろ う 。

2 は無台の皿の底部で あ る 。 やや堅牢 な っ く り で、 内黒の黒色土器で あ る 。 内壁 に軽 く 磨研

し 爆蒸 し で あ る が、 炭素の吸着は少 な い 。 外壁に は手慣れ があ り 、 油沢様の 照 り がみ ら れ る 。

底部裏面 に は墨書 があ り 、 き ち ん と し た運筆で あ る が読み と れ な い 。

3 も 内黒の土師器の底部で あ る 。 貼付高台の はずれ た 痕 があ り 、 も と も と 高台付埼で あ る 。

器面 に滑沢 がな い の は 、 内壁の磨研が r 1 J ほ ど入念で な い た め で あ ろ う 。 外壁 に墨書 があ り 、

「太」 の よ う で あ る が、 読み は確実で な い o .ま た運筆は組略で あ る 。

4 は薄手 の域の一部 ら し い 。 ロ ク ロ の ひ き は な し の ま ま で、 磨研 も 嬬 し も な い 。 外壁 に墨書

があ る が読め な い 。 書 き 方 は な ぐ り 書 き 風の書体で あ る 。

以上 4 点、 いずれ も 小片で あ っ て正確 に復元形 を 得難い が、 畿内 を は じ め 、 最近各地 か ら 出

土 し て い る 内黒土師器 (黒色土器A ) の 出土例 か ら 推測す れ ば、 平安時代 中葉 に属す る も ので

あ る 。 l は他の も の よ り 残存状態 がよ く 、 こ れ を み る と 腰の張 り に 比較的後出の様相 があ る 。

他の資料 も 同時代 と す れ ば10世紀頃 と す る の が妥当 で あ ろ う か。 ま た 、 墨書銘の書体や癖 は平

安時代 の どの時期 に あ て で も 、 と り た て て異和感 は抱かせ な い 。

な お、 墨書土器 につ い て 、 隣接の沈 目 遺跡 か ら も 出土 し て い る 。 こ の土 器 は 2 点 あ り 、 い ず注5
れ も 内黒の土師器で、 そ れ ぞれ 「東I介」 で は な い か と 調査者 は読ん で い る 。

歴史時代 と み ら れ る 遺構 ・ 遺物は広域 に わ た り 発見 さ れ た 。 溝 ・ 道路様遺構 な ど があ り 、 多

数 の ピ ッ ト 群 と あ わ せ て 古代 の集落祉 と み ら れ た 。 遺物 も 多数発見 さ れ、 図示 し た よ う に須恵

器 ・ 土師器 そ し て 黒色土器、 ま た布 目 瓦 ま で あ る 。 黒色土器の 中 に 3 点、 土 師器 に 1 点 の墨書

銘土器 があ る 。 こ れ ら の遺物は大部分 が組合わ さ り 、 使用 さ れ た も の と み ら れ る 。 C 14の測定
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結果 1240:!:80Y.B.P と い う 数値、 こ れ は い 〈 分古 く 出 た よ う で あ る が、 1240 と い う 測定値 を そ

の ま ま 生 か せ ば、 そ れ は A. D 710年、 す な わ ち 奈良時代 と い う こ と に な る 。 し か し 、 土 器 な どの

様相 か ら し て 、 主潮は平安期 と み て 誤 り な さ そ う で あ る 。

注 1 r大江青葉遺跡」

2 i:主 l に 同 じ

3 r沈 目 」 熊本県文化財調査報告第 13集 熊本県教育委員 会 1974 

4 r 日 本の考古学 班 」 河出書房 昭和42年 こ の 中 に 田 中琢氏 の論考 あ り 。

5 注 3 に 閉 じ 同報告80頁 お よ び図版54
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(5 )  C 1 4に よ る 年代測定 について

本遺跡 か ら 土器 な ど の ほ か 、 焼土 、 そ れ に伴 な っ た 木炭 を 採集 す る こ と が出 来 た 。 そ こ で型
式学的 、 あ る い は相対的 年代 を 推定 す る ほ か 、 資料の科学的処理 に よ り 年代 を 測定 す る こ と に

し た 。 一つ は C 14 に よ る 方法 と 、 他の一つ は 熱残留磁気 に よ る 年代測定 で あ る 。 後 者 は 「炉穴」
と C 14 に よ り 年代測定 の 試料 を 採集 し た 同一地点 ( N-2720) を 選 ん だ 。 こ れ は 大阪大学基礎
工学部超高圧実験室 の 中 島正志氏 ら に 依頼 し た 。 こ れ は 目 下整理中 で あ る 。

本遺跡で採集 し た 試料 は い ず れ も 木 炭で、 こ の ほ ど 2 点 の結果 が明 ら か に な っ た 。 そ れ に よ
る と

N - 27 1 9 沈 目 立山 1 2240z 80Y. B. P. ( 2 1 80z 80Y. a P.) 

N ー 2720 沈 目 立山 2 1 240z 80Y. B. P. ( 1 200z 75 Y. 底 的

で あ る 。 こ の N -2719、 即 ち 沈 目 立 山 l と し た も の は 15号饗棺横の 焼土 で あ る 。 こ れ は調査者

の 実感 と し て 、 そ の埋没状況 か ら 曹棺の埋納 に 関連 を も つ の で は な い か 、 そ う い う 心積 り で木
炭 を 採集 し た 。 そ し た ら 、 あ た ら 推測 に た よ ら ず、 饗棺 ( 弥生前期) の 年代 に つ い て の傍証 が
得 ら れ る と い う こ と で あ る 。 ま た N -2720、 即 ち 沈 目 立山 2 に つ い て も 同様で 、 4 号溝 の 北側
の焼土 か ら 採集 し た も の で あ る 。 こ れ は周辺 出土の 、 主師器、 須 恵、器 お よ び黒色土 器A に つ い
て の デー タ ー を 期待 し た 。 沈 目 立 山 2 の 東側 の焼土 よ り 出土 し た 木炭 を 、 沈 目 立 山 3 と し て 処
理 し た 。 年代 的 に 沈 目 立 山 2 と 近 い こ と が考 え ら れ る 。

つ い で な が ら 隣接の沈 目 遺跡の C 14測定結果 を 報告す る 。 こ れ は す で に 1 974年 「沈 目 」 熊本
県文化財調査報告第13集 と し て 公刊 さ れ た遺跡で、 住居祉出土 の 木炭 を 試料 と し た も の で 、 古

式土師 器 を 伴 っ て い た 。
N - 2062 洗 目 1 720z 80Y. B. P. ( 1 670z 80Y. 底 的

こ れ は 古式土師器の 年代 を 考 え る 上 に 興味 あ る デー タ ー で あ る 。 ( 緒方 )
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園 調査の成果と展望

沈 目 立 山遺跡 の 発掘 に よ り 、 こ の 調査対象地域の ほ ぼ全域 に わ た り 、 縄文時代 、 弥生時代 、

古墳時代 お よ び歴史時代 の各期 に わ た る 遺構 ・ 遺物 が発見 さ れ た 。 こ の 発見 の 状況、 個 々 の遺

構 ・ 遺物 に つ い て は前章で述べた と お り で あ る 。 そ こ で 、 こ れ ら の調査結果 を 集約 し 、 問題点

を 探 り 出 し 、 展望 を 述べ た い 。

縄文時代
こ の 期 に属す る も の に炉穴 があ る 。 炉穴 はNo.28付近 か ら 発見 さ れ た が、 そ の 時期 を 直接示す

よ う な 遺物 は 出土 し な か っ た 。 し か し 、 炉穴 の周辺の第 百層 か ら 土 器片 が、 ま た 第 困 層 下面 か

ら 礁器 が出土 し た 。 こ の状態 は あ た か も 、 上益城郡益城町櫛島遺跡 の炉穴発見 と 似 て い る 。 櫛

島で は炉穴 と 円筒形条痕文土器、 塞 ノ 神式土器お よ び石 器 ( 石鎌 ・ 石匙 ・ 機器 ) の 組み 合 わせ

がみ ら れ た 。 沈 目 立 山遺跡で も 、 こ れ と 相似 た状況で 、 土器 ・ 磯器の組み 合 わ せ が考 え ら れ る 。

塞 ノ 神式土器 は費桔群 ( No21 -No22付近 ) の 周辺 か ら 相 当 量 出土 し た 。 こ こ で は 第 百層 か ら 、

第 7 図 の よ う に 平底撚 り 糸 文 の繊維土器 ( J 1 ) と 塞 ノ 神式土器 が共伴出土 し た 。 玉名郡菊水

町諏訪原遺跡で も 炉穴 か ら 円筒形条痕文土器 が出土 し た 。 炉穴 と 円筒形条痕文土器 が密接 な 関

連性 が考 え ら れ る 中 で、 沈 目 立山遺跡で は調査範囲 の 中 で円筒形条痕文土器 は一片 も 出土 し な

か っ た 。 こ の 点注 目 さ れ る 事実で あ る 。

以 上 の よ う な 各 遺跡 で 炉 穴 のあ ら わ れ る 時期 に は大 き な 違 い は な い も の と み ら れ る 。 櫛島

遺跡 の C14 に よ る 年代 は 、 1 号炉穴の 941 0土 1 25Y.B.P . 2 号炉穴の 9320::t 1 85Y .B .P. と 2 点 の 試

料 に よ る 近似値 が出 て い る 。 出土層位、 状況等 か ら 沈 目 立 山遺跡の 炉穴 も 、 こ の 年代 に 近 い こ

と が考 え ら れ る 。

さ ら に一つ 考 え ら れ る こ と は 、 個 々 の遺跡 に よ っ て 遺物の 組み 合 わ せ が違 う の で は な い の か。

時 に は塞 ノ 神式土器 が単独で 出土 す る こ と も あ ろ う が、 こ れ が円 筒形条痕文土器 と 組み 合わ せ

る ( 櫛島 ) こ と も あ り 、 ま た他の遺跡で は 、 こ れ に 斜行縄文 が組み 合 わ さ る ( 御船町干無 田 )

こ と があ る 。 こ の こ と か時期的相違 で あ る と す る 可能性 は絶無 で は な い が、 各遺跡 、 地域 に よ

る 組み 合わ せ の違 う こ と も 考 え て よ か ろ う 。

縄文土器の編年的研究 は 、 主 と し て 文様、 形態の相違 に よ る 分類 が多 用 さ れ 、 様式毎 に形式

分類 さ れ て い る 。 様式概念 そ の も の は 一つの 抽象概念で あ る が、 一般 に 美術史等 に 用 い ら れ る

概念で 、 そ の 考古学的援用 と み ら れ る 。 遺跡 ・ 遺構 に お け る 遺物の組み 合 わ せ は 、 一般 に遺物

の時間的平行関係 と し て 捉 え る こ と が出来 る 。 従来 、 縄文土器の 形式分類す る に い た り 、 異 な

っ た 形式 (様式) の 土 器 を 時間的先後関係 と し て 捉 え ら れ る こ と が多 い 。 し か し 、 各遺跡 に お
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け る 状況 を 具 さ に検す る 時、 単純 に先後関係 と の み理解す る こ と は困難で、 地域的 ・ 社会的集

団 の 相違 と も 理解す る こ と が出来 よ う 。 こ の こ と は 今後 さ ら に 、 各遺跡 での検証 を 迫 ら れ る 課

題 で あ る 。

本遺跡、 に お け る 炉穴の 出土状態、 さ ら に 、 塞ノ 神式土器発見 の 有様 は第 5 図 お よ び図版 3 の

と お り で あ る 。 そ の 出土層 位 が第 百層 、 地表 か ら 70-80cm と 非常 に 深 い 。 こ の層位 は特殊 な 場

合 を 除 き 、 通常の農耕で揖持 さ れ な い層位で あ る 。 県内では塞 ノ 神式土器 を 出土 す る 遺跡 が約

M箇所発見 さ れ て い る 。 こ れ ら の各遺跡での 出土量は概 し て 少 な い が、 本遺跡等 に お け る 出土

層位 を 勘案す れ ば、 そ の こ と が必ず し も 遺跡の一般的状況 を 示 し て い な い 。 こ の よ う な こ と か

ら 、 県内各地 に は一般 に知 ら れ て い る 以上 の 、 良好 な 塞 ノ 神式土器包含遺跡 があ る こ と が推察

さ れ る 。

縄文後期 と み ら れ る 擦 り 消 し 縄文 、 貝殻擬縄文 は饗棺、 こ と に 3 号桔の周辺 か ら 多数 出土 し

た 。 こ の地域 に は 、 弥生期の費棺墓 な ど と も 重 な り 、 縄文 の遺構 を 探査す る こ と が出来 な か っ

た 。 調査 に時間 を か け 、 好期 に 調査す れ ば遺構 も 発見 出来 た と 思 わ れ る 。

弥生時代
こ の地域 に弥生式土器の 出土す る こ と は知 ら れ て い な か っ た 。 試掘 に よ り 初 め て 、 No21付近

か ら 弥生前期の土器片 が発見 さ れ注意 を ひ い た 。 期待 に違 わず、 次 々 と 費棺 が発見 さ れ、 全墓

域 を カ バー す る か た ち で調査す る こ と が出来 た の は幸 い で あ る 。

聾棺の 大部分は極 め て 保存 が悪 く 、 破砕 さ れ た 饗棺は か ろ う U て 存在の確認 を し た も の も 少

な く な か っ た 。 ま た 、 棺内 に人骨 は お ろ か 、 そ の残欠す ら 発見 出来 な か っ た 。 し か し 、 そ の 出

土状態 か ら 、 ま た他 の 諸 出土例 か ら し て こ れ ら を 饗棺墓 と み る こ と が出来 よ う 。 調査範囲 に土

墳墓 そ の他の墓制 は み え な い 。 総数 16基の費棺 が確認 さ れ た が、 聾桔 に は 大小の違 い があ り 、

成人墓、 小児墓 か に つ い て は 明 ら か で な か っ た 。 整理の結果、 1 . 7 ・ 10 ・ 12 ・ 16の各号 は大

形で、 他の各号 は小形の曹棺で あ っ た 。

聾棺の分布状況 ( 第 67図 ) は 、 東西7 .5m、 南北 8 m の範囲 に お さ ま り 、 中央 に 4 m 四方 の空

聞 を 残 し 馬蹄形状 に ひ ろ がっ て い た 。 3 号棺 と 12号棺の 聞 は あ き 、 群の 西側 が聞 い て い る 。 中

央約 4 m 四方の空隙 が何 を 意味す る の か 、 出土状態 か ら 明 ら か に す る こ と がで き な か っ た 。

費棺の 下曹の 開口方向 は必ず し も 一定 し な い 。 饗の保存 が悪 く 、 的確 に そ の 向 き を 調査す る

こ と は 出来 な か っ た が、 底 の状態等 か ら 主軸の方向 を 推定 す れ ば以下の と お り で あ る 。 北 を 向

く も の に 、 2 号 ・ 5 号 ・ 9 号があ り 、 ま た北西 を 向 く も の に は 4 号棺 があ る 。 東 を 向 く も のが

最 も 多 く 、 3 号 ・ 13号 ・ 7 号 ・ 16号 お よ び12号の 5 基 が数 え ら れ る 。 西 に 向 っ て 開 口 す る も の

に は 1 号 ・ 6 号 そ し て 8 号の各警棺があ っ た 。 11号 ・ 14号 ・ 10号 ・ 15号 の 各饗棺 は破壊が激 し

く 、 そ の 向 き さ え つ か め な か っ た 。
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こ の地域、 と く にNo21 -No23か ら 出土 し た弥生式土器片 の 中 に は 古 い 様相 を 示す も の も あ る 。

聾形土器の 口縁 がゆ る や か に 外反 し 、 口 唇部 に突帯 の な い 第40図 3 や第 41図 32-34 は様式的 に

古 く 、 弥生前期で も 古期 に属す も の と み ら れ る 。 し か し 、 饗棺の 中 に こ れ に 類す る も の は 1 基

も な く 、 16基の い ずれ も が新 し い様相 を 示 し て い る 。 各査の形態 を 見 て も 、 口 縁上端 が単純 に

は ね る も の ( 4 ・ 11 ・ 12 ・ 15) 、 上端 がい く 分肥厚 し 、 そ れ に 刻 み 目 の あ る も の ( 1 号上 ・ 2 ・

8 ) 、 同 ビ く 刻 み 目 の な い も の ( 3 ) 、 肩 に突帯の あ る も の ( 1 号下 ) 、 段 を も つ も の ( 6 ) があ り 、

ま た 、 沈線 を も つ も の ( 1 号上 ・ 2 . 3 ・ 4 ・ 8 ・ 9 ・ 11 ・ 12 ・ 13 ・ 15 ・ 16) な ど の各饗棺 が

あ る 。 ま た 、 4 号棺 に は平行沈線の 下 に 二重の弧文 を 描 い て い る 。 頚 の 直立 す る も の に 1 号上

饗 が、 ま た そ の傾向 が 2 ・ 15な ど に認め ら れ る 。 そ こ で北九州 で板付 1 式 と し て 観念 さ れ 、 位置

づ け ら れ て い る 費 が、 た と え ば仮 に 、 前期末 と み ら れ る 金海式へ と 漸移移行 す る と し た 場合、

そ の 遷移過程 を 沈 目 立 山 の嚢桔の 中 に 求 め る と す れ ば、 4 号棺下費、 11号棺、 6 号棺 に よ り 古

い様相 が認 め ら れ 、 1 号棺、 中で も そ の 上費、 2 号棺お よ び15号棺 に よ り 新 し い様相 を 見 出す

こ と が出来 る 。 費形土器 につ い て は完好 な 資料 が少 な く 、 3 号上、 4 号上、 7 号 お よ び13号上

饗 ( 実 は鉢) お よ び14号棺は そ の 少 な い 資料で あ る 。 こ れ ら の各聾形土器 は そ れ ぞ、れ が個性的

で、 直接比較対照 に な ら な い 。 こ の う ち 、 7 号 ・ 14号棺 は大分県の 下城式 や 、 別 記 ( 第 72図 )

の 加勢川 河底 出土資料 に 近 い 。

以上の各曹棺 は 、 土器形態の形態変化 の割 に 、 沈 目 立山期 と し て 捉 え ら れ る こ れ ら の饗棺群

の年代幅 は 、 小 さ い も の と み ら れ る 。 あ る 社会集団 がこ こ に 墓地 を 定 め 、 逐次 こ の数 は増 し て

行 く 。 そ れ は や がて聾棺群 と な る 。 こ れ が墓域 と し て 意識 し あ っ た形で墓地 が形成 さ れ る と 思

わ れ る が、 第 67図 の状態 か ら 方向性、 規則性 を 見 出す こ と は困難の よ う で あ る 。 13号棺横の小

童片 は 、 そ れ が八反 田 遺跡で み る よ う に副葬品 で あ る と す る き め 手 は 守 い 。 7 号棺の 玉出土 は
注1

特徴的で あ る が、 集 団 の 中 の特異墓 と す る こ と が出来 る か類例 の増加 を 期待す る ほ か な い 。 前

期の費棺 か ら の玉 出土例 と し て 県内で は 、 大津町無田 原遺跡 や熊本市小島町街路山 の 例 が あ るi主2 注3
が、 詳細 は そ の報告 を 侠 ち た い 。

沈 目 立 山遺跡 出土 の聾棺の 中 に は煤の付着 し た も の があ る 。 煮沸形態 の 蜜形土器の煤 は一般

に 、 そ れ が 日 用什器の転用 と 理解 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の遺跡 出土 の 費棺 に は 、 査形土器で
注4

器面 に煤 を 帯 びた も の があ る 。 そ れ は ど う 理解 し た ら よ い か 、 一 つ の 興味 あ る 材料で あ る 。

費で煤 を 帯ぶ も の に 4 号上 ・ 7 号 ・ 13号上 があ り 、 査で煤 が付着 し た も の に 2 号 ・ 5 号 . 8 

号 お よ び12号下の各棺 があ る 。 こ の二次的 に 受 け た 火 は 単 に 、 ぞ れ が 日 用 什器の転用 と み れ な

い も の で あ る 。 15号嚢棺西側 の焼土、 そ れ は暗示的で、 そ れ に よ る C14 の 測 定 値の 2240:t aO Y

B.P. の 数値 は示唆的で あ る 。 こ の 火 が、 あ る い は古代人 の葬送儀礼 ・ 習俗 と 結 びつ か な い だ ろ

う か 。 弥生 中期の黒髪式要棺 に は 、 そ の 殆 ど に煤の付着 がみ ら れ る 。 こ れ も あ る い は地域的伝

統の継承 と し て 理解 さ れ る か も し れ な い 。
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恥22付近の竪穴、 そ れ がこ の費棺 に対置 さ れ る 住居祉で あ る か 、 そ の こ と は必ず し も 明 ら か

で な い 。 一 つ の興味 あ る 問題で あ る が、 資料不足で今後 に 期す ほ か な い 。

古墳時代
甚九郎山 古墳の 周 溝の 発見 は一つ の収穫で あ る 。 周溝中 か ら 直接古墳 に 結 びっ く 遺物、 埴輪、

土器 な ど は発見 さ れ な か っ た 。 周溝中 の 多数の掘 り 込み は今後 の 問題 を な げか け る か も し れ な

い 。 こ こ で は周 溝の機能 に 結 びつ く も の か 、 そ れ と も 築成時 に 出来 た も の か判然 と し な か っ た 。

遺物の上で古墳時代 と み ら れ る も の に郎 ( 第 54図 8 1 ) があ る 。 こ の婦 は 16号聾棺の 西 か ら

単独 に 出土 し 、 そ の 関連遺構 は 出土 し な か っ た 。

歴史時代
歴史時代 の遺構 と し て 溝 を は り め 、 多数の ピ ッ ト 群 が発見 さ れ た 。 ピ ッ ト の 出現の状況 は 、

掘 り 方 を も っ た柱穴 な ど も あ る こ と を 考 え て 、 掘立 て 柱、 あ る い は 高床 の住居 を 思 わ せ る に充

分で あ る 。 熊本市大江渡鹿の 熊本大学運動場で は黒色土器 A を 伴 っ た 住居祉 が発見 さ れ て い る 。

こ こ での 住居祉 は竪穴で方形の プ ラ ン を し て お り 、 壁面 のー側 中 央 に軟質砂岩製 の 竃 を も っ て

い た 。 沈 目 立山遺跡 も 黒色土器 を 対比す る 限 り 、 大 き な 年代差 を 見 出せ な い 。 そ う し た場合、

同時 に異 な っ た形態の生活態様 がみ ら れ る こ と に な る 。

道路様遺構 も 部分的 に発見 さ れて い る が、 将来広域の調査 を 実施 し 、 そ れ が機能 の わ か る 状

態で家 か ら 家、 村 か ら 村へ と の展望 が聞 け れ ば幸 い で あ る 。

調査 に よ り 製鉄関連遺構 と し て 集石遺構 と 炉祉状の遺構 があ っ た 。 炉祉状の遺構 か ら 、 鍛冶

津、 鉄片 、 鉄粉お よ びフ イ ゴ羽 口 の直接製鉄に結びっ く 遺物 が発見 さ れ た が、 中 に は黒色土器

が混在 し て い た 。 製鉄関連遺構で、 直接年代 を 示す よ う な 例 は少 な く 、 そ の 点確実 に時代 が判

定 さ れ る 遺構 と し て 注 目 さ れ る 。 ま た遺構 ・遺物の状態 か ら 鉄加工、 村鍛冶的 な も の と み ら れ る 。

こ れ が集落内 に恒常的 に存在す る の か 、 ま た 定期的、 一時的 に鉄加工 し た の か につ い て は遺構

か ら 明 ら か で な か っ た 。

こ の地域の 調査 に よ り 布 目 瓦や墨書銘土器の特殊 な 遺物が出土 し た 。 布 目 瓦の 出土 が直 ち に

瓦葺 き の建物の存在 を 意味 し な い が、 そ の 出土層 位 が後世の撹乱で な い こ と は注意 を 要す る 。

調査 に よ り ほ ぼ全域 に わ た り 土師器 ・ 須恵器の破片 が出土 し た 。 土師器の 中 に は墨書土器が 4

点 あ り 、 こ の う ち 3 点 は 内黒 の黒色土器 A で あ る 。 隣接の 沈 目 遺跡出土 の 2 点 を 合わ せ れ ば合

計 6 点 に な り 、 こ の こ と は特異 な 現象 と し て 注 目 し て よ い 。 こ の 中 に は 「口口丸」 と 知何 に も

意味 あ り げで、 こ れ は 所有 を 意味す る の か 、 あ る い は在所の 「名 」 を 意味す る も の と み ら れ る 〈

こ の よ う に 墨書銘土器 が出土す る と と は異常 で あ る が、 少 な く と も こ の地域 に 文字 を 記録 し 、

文字 を 解す る 人 が居 た の に違 い な い 。 土器 は そ の形態 か ら 平安期 と み ら れ る が、 一見僻遠の地
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と み ら れ る 沈 目 立 山遺跡 の立地は何 を 意味す る も の で あ ろ う か 。

そ こ で、 関連 が考 え ら れ る こ と に 益城国府の 存在 で、 あ る 。 肥後 の国府の所在 は 3 箇所が考 え

ら れ て い て 、 そ れ ぞれ地名 を 冠 し 、 託麻国府、 益城国府、 飽田国府 と 呼称 さ れ て い る 。 そ の 年

代的選移過程 を 、 松本雅明氏 は益城→託麻 →飽 田 の 順 に 、 木下良氏 は託麻→益城→飽田 と 考定
注5 注6

し 、 年代 等 に つ い て も 相違 があ る 。 益城国府の場所 に つ い て 、 そ の い ず れ も が城南町舞 ノ 原台

地上 を 比定 し て い る が、 松本氏 は比定 の場所 を 沈 目 立 山遺跡の 東南約700-800m の あ た り に求

め 、 ま た木下氏 は 、 松本氏 が平安末 ~鎌倉初 に一時、 国府 が置 か れ た 可能性 を 想定 す る 隈庄国

府 ( 城南町宮地) を 考定 し て い る 。注7
以上の よ う な 舞 ノ 原台地 は 、 古代 ・ 中世 に か け て の 重要 な 場所 と み ら れ 、 こ の地域 に そ の よ

う な 時代的背景 を 勘案す れ ば、 沈 目 立山遺跡 か ら 墨書銘土器 出土 の 意 味 が解 さ れ る か も 知 れ な

し ミ 。

注 l 上益城郡益城町大字小池の 八反 回 、 水田下の遺跡で筆者 ら が昭和42年調査

注 2 菊池郡大津町矢護川無 田 原遺跡 は県指定史跡で、 無田原遺跡調査団 が昭和49年調査

注 3 熊本市遺跡調査会 が調査

(緒方 )

注 4 墾棺、 こ と に 弥生 中期の黒髪式土 器 を 使用 し た も の に は煮沸 に使 用 さ れ た と み ら れ る も の が、

多 く 、 そ の痕跡で あ る 煤 は 日 用什器の転用 と み ら れ て い る 。

注 5 松本雅明編 「城南町史」 熊本県城南町 昭和40年

注 6 木下良 「肥後国府の変遷 に つ い てJ 古代文化 第27巻 昭和50年

注 7 益城国府 に つ い て 木原武雄氏 の 熊本史学48号上載の 「和名 抄益城国府 に つ い て の一考察」 が

あ る 。 こ れ は和 名 抄 な どの記録上 か ら 託麻郡 と 解 さ れ る 益城町古閑地区 に 、 益城国府 を 考定

し て い る が無理で あ る 。 「国府想定 図j も 現地の実測図の地割 と か な り の相違 を み せ て い る 。

ま た益城町は戦後町村合併後の 名 称、で あ る 。
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表 1 沈 目 立山遺跡出土 石器一覧

石器番号 形 態 石 質 重量(g) 備 考

8 T 1 磯 器 チ ャ ー ト 9 0 0  N0.28付近第 E 層 出 土

8 T 2 磯 器 シ ヤ ー ルス タ イ ン 5 7 8  No.22付近 よ り 採集

8 T 3 磨製石斧 蛇 紋 岩 14号褒棺 と 出土. 折損

8 T 4 打製石斧 組粒砂岩 1 3 9  14号褒棺 と 出土

8 T 5 ス ク レ ーノ fー サ ヌ カ イ ト 37. 5 表 採

8 T 6 ス ク レ ーノ Tー サ ヌ カ イ ト 29. 8 表 採

8 T 7 石 錘 砂 岩 73. 8 14号費桔 と 出土

8 T 8 石 鍾 滑 石 表採. 折損

8 T 9 打製石斧 頁 岩 8 号蜜棺 と 出土. 折損

8 T 10 石 皿 軟質砂岩 4 号蜜棺、 集石遺構 と 出土. 折損

8 T 11 石 銀 サ ヌ カ イ ト 恥27付近 ピ ッ ト 中

第 2 沈目立山遺跡出土 塑棺一覧

褒棺番号| 区別 器形 口縁径 底径 E
最
悶

大怪 器高 費 棺 埋扇 備 考の 方 向 角 度
1 I 上蜜

下褒

2 I 

3 I 上蜜

下獲

4 I 上費

下蜜

5 I 

6 I 

7 I 

8 I 

9 I 

10 

11 

壷
壷
査

46. 0個 一 個46. 8CID 推定 61. 0佃

12. 0 47. 3 現高 46. 0 N 74・ w

32. 8 11 .  0 41. 4 50. 9 N 31・ w

費 復元 25. 0

壷 21. 0 8. 6 33. 4 推定 40. 8 N 72. E 

蜜 26. 7 26. 0 

壷 20. 7 7. 8 32. 0 35. 8 N 42・w

壷 8. 0 36. 0 N 72・ w

壷 11 . 8 38. 0 N 89・ E

褒 48. 0 12. 6 47. 7 N 98・ w

壷 26. 8 8. 0 39. 0 復元高43. 0 N 116. E 

査 9. 2 36. 4 N 8・ E

査 56. 0 

壷 25. 3 38. 3 

- 110一

保存不良

45・ 保存精不良

37・ 保存精不良. 器形歪み煤付着
保存不良

10・ 保存不良

保存不良. 煤付着

30. 完形

71・ 保存不良 . 煤付着
41・ 保存不良

48・ 完好. 煤付着

30・ 保存不良 . 合口 か . 煤付着

32. 保存不良

保存不良

保存不良



12 I 上婆 査 13. 4 59. 2 59. 2 保存不良

下褒 宜官E 36. 6 11 .  8 54. 3 62. 6 N 130 E 67" 完形. 煤付着

13 I 上褒 護 32. 0 推定 23. 0 保存不良. 口縁下 に文様 あ り . 煤付着
下饗 査 9. 5 35. 0 N 1130 W 63。 保存不良

小最 壷 9. 5 推定 10. 6 保存不良. 副葬品 か

14 蜜 推定 30. 0 保存甚 だ 不良

15 査 28. 5 9. 2 36. 0 復元 45. 2 保存不良

16 査 推定 23. 6 12. 7 47. 0 現高 47. 0 N 86・ E 48・ 保存不良 、 合 口 か

表 3 沈 目 立山遺跡出土 須恵器一覧
No. 遺 構 (出土地点) 器 形 法 量 (cm) 備 考口 千歪 底 径 器 高

S 1 No. 21 - 22 t不 10. 8 4. 0 

S 2 蓋 16. 0 

S 3 No28-28+60m 。 15. 7 

S 4 集 石 遺 構 周 辺 イシ 17. 8 

S 5 No. 27 - 28 。 17. 0 

S 6 No.28-28+60m 。 15. 0 ピ ッ ト 中

S 7 No. 25 - 26 。 14. 2 ピ ッ ト 中

S 8 No28-28+60m t不 16. 0 9. 4 5 . 1 

S 9 No. 27 - 28 。 7. 2 

S 10 集 石 遺 構 周 辺 。 13. 0 8. 6 4. 5 

S l1 3 号 溝 南 端 。 12. 9 8. 0 4. 1 
方形 ピ ッ ト

S 12 No. 27 - 28 。 6. 8 

S 13 溝 様 遺 構 。 7. 5 

S 14 No. 21 - 22 " 8. 0 

S 15 No. 23 - 24 褒 41. 0 
ピ ッ ト 中

S 16 No. 22 - 23 。 14. 1 

S 17 溝 様 遺 構 。 11 .  2 

S 18 3 号 溝 南 端 。 18. 5 方形 ピ ッ ト
S 19 No. 24 - 25 瓶子ピ ッ ト 中
S 20 溝 様 遺 構 。

S 21 。 イシ

'EE晶司E目ゐ



S 22 No. 26 27 。 9. 5 

S 23 No. 22 23 。 12. 8 

S 24 2 亨Eコ7 溝 t不 14. 0 8. 0 7. 0 

S 25 No.28-28+60m 。 8. 1 ピ ッ ト 中
S 26 

No. 23 - 24 。 6. 6 ピ ッ ト 中
S 27 2 号 溝 。 11.  5 7. 0 3. 9 

S 28 
No. 25 - 26 。 12. 1 8. 1 3. 4 ピ ッ ト 中

S 29 
No. 27 - 28 。 11. 0 7. 0 3. 6 ピ ッ ト 中

S 30 溝 様 遺 構 。 12. 0 6. 1 3. 6 

S 31 No. 27 - 28 。 13. 0 7. 0 3. 7 

S 32 No. 27 - 28 。 12. 0 6. 9 4. 2 

S 33 
3 号 海 南 端 。 12. 9 7. 2 3. 3 方形 ピ ッ ト

S 34 No. 22 - 23 。 12. 9 6. 2 3. 8 

S 35 2 号 溝 � 7. 4 

S 36 No28-28+6Ocm 。 13. 0 6. 4 3. 8 

S 37 溝 様 遺 構 。 8. 0 

S 38 
No. 23 - 但 。 11. 8 6. 3 3. 4 ピ ッ ト 中

S 39 No. 27 - 28 。 6. 6 

S 40 溝 様 遺 構 " 7. 4 

S 41 No28-28+60m 壷
S 42 N0. 23 ~ 2

2
中4 
4 盤 21. 0 2. 1 ピ ッ ト

S 43 
No. 23 - " 

13. 4 11 . 0 1 . 8 ピ ッ ト 中
S 44 l 号 溝 費

S 45 恥 27 - 28 査 12. 5 

円L句E.‘唱EA



表 4 沈目立山遺跡出土 土師器一覧

No. 出土地点 (遺 構) 器形 法 量 (cm) 備 考口 主蚤 底 径 器 局
H 1 No.28-28+60m N 費 27. 0 

H 2 No. 22 - 23 。 26. 2 
ピ ッ ト 中

H 3 No.28-28+60m 。 27. 0 

H 4 1 亨ロ7 溝 。 25. 2 

H 5 No. 26 - 27 。 21. 2 

H 6 No. 27 - 28 。

H 7 No. 21 - 22 。

H 8 No. 27 - 28 。

H 9 3 号 溝 土鍋 28. 7 

H 10 N028-28+60m 。 25. 4 

H 11 3 号 溝 。 27. 2 

H 12 3 号 港 南 。 29. 0 

H 13 No. 23 - 24 4シ 27. 6 

H 14 No. 21 - 22 。

H 15 No. 23 - 24 竃
H 16 3 号 溝 南 。

H 17 No. 23 - 24 。 上端径19. Ocm 
H 18 " 。

H 19 No28-28+60m 甑
H 20 " か っ 把 手
H 21 No. 26 - 27 t宛 11. 0 7. 0 4. 9 ピ ッ ト 中
H 22 No. 27 - 28 。 12. 5 

H 23 No. 22 - 23 。 5. 9 

H 24 No. 25 - 26 4シ 11. 8 
ピ ッ ト 中

H 25 No28-28+60m 4シ 12. 2 

H 26 No. 22 - 23 。 7. 0 

H 27 " 。 4. 3 

H 28 No28-28+60m 。 6. 1 

H 29 2 号 溝 。 6. 4 

qa
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H 30 3 号 溝 南 域 6. 7 

H 31 No. 23 24 。 7. 7 

H 32 。 。 12. 0 6. 0 5. 7 

H 33 。 ピ ッ ト 中 。 11.  7 5. 7 5. 7 

H 34 No28-28+60m t平; 13. 3 5. 3 3. 8 

H 35 No. 24 25 場 7. 4 

H 36 No. 27 28 t不 12. 2 7. 8 3. 5 

H 37 イシ 。 11. 0 6. 2 3. 5 

H 38 No. 25 - 26 。 7. 0 

H 39 2 号 溝 。 6. 4 

H 40 No28-28+60m 。 11 .  7 6. 8 3. 8 

H 41 No. 26 - 27 。 4. 9 

H 42 No28-28+60m 17. 0 脚付 丹塗

H 43 溝 採 遺 構 。 。

H 44 No. 25 26 7. 3 。 4シ

H 45 No. 22 23 土不 12. 8 6. 8 3. 5 平底 。

H 46 4 号 溝 。 14. 3 7. 6 3. 6 。 。

H 47 No. 21 - 22 。 8. 4 � 4シ

H 48 No. 27 - 28 。 11 .  7 6. 2 3. 1 。 。
ピ ッ ト 中

H 49 No. 22 - 23 " 12. 5 7. 2 6. 8 イシ 。

H 50 No28-28+60m 。 6. 8 。 � 

H 51 。 7. 0 。 。

H 52 No28-28+60m " 13. 4 7. 2 。 4シ

H 53 No. 27 - 28 。 6. 0 。 。

H 54 � 。 7. 5 。 。

H 55 溝 様 遺 構 。 7. 0 7. 5 3 .3 。 4伊

H 56 No. 21 - 22 。 丹塗 り

H 57 No28-2
ピ
8+60m 

ッ ト 中 。 " 

H 58 No. 22 - 23 。 6. 0 平底 丹塗 り

H 59 甚 九 郎 山 古 墳 。 7. 0 。 " 周 溝
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No. 
H K  1 
H K  2 
H K  3 
H K  4 
H K  5 
H K  6 
H K  7 
H K  8 
H K  9 
H K 10 
H K l1 
H K 12 
H K 13 
H K 14 
H K 15 
H K 16 
H K 17 
H K 18 
H K 19 
H K 20 
H K 21 
H K 22 
H K 23 
H K 24 
H K 25 
H K 26 
H K 27 
H K 28 
H K 29 
H K 30 
H K 31 
H K 32 
H K 33 
H K 34 

表 5 沈目立山遺跡出土 黒色土器一覧

遺 構 (出土地点)
甚周 九郎 山古墳溝

。
No. 23 24 
ピ ッ ト 中

No. 25 - 26 
No28-28+60m 
2 下口7 溝

No. 26 - 27 
No. 21 - 22 
No28-28+60m 
No. 24 25 
ピ ッ ト 中

No. 23 - 24 
No. 23 24 
ピ ッ ト 中
。

No. 21 - 22 
溝 様 遺 構
No. 21 - 22 
No. 23 - 24 
ピ ッ ト 中

No28-28十60m
ク

4 号 議
No28-28+60m 
ピ ッ ト 中

No. 24 - 25 
ピ ッ ト 中

No. 22 - 2::; 
No. 25 26 
ピ ッ ト 中

No. 24 - 25 
ピ ッ ト 中

No. 27 - 28 
No28-28+60m 
No. 25 - 26 
ピ ッ ト 中

2 下口7 溝
No. 27 28 
ピ ッ ト 中

No28-28十60m
No. 27 - 28 
製 鉄 遺関 連
2 号 構
イシ

器形 法
口 f歪

t先 13. 1 
イシ 12. 8 
。 12. 4 
" 12. 8 
イシ 11 .  4 
。

t宛

I宛 16. 7 
。 13. 4 

皿
。

。

域
。
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王監 (cmJ 
底 径 器 づ寄一一

5. 8 4. 8 
6. 3 4. 6 
5. 8 4. 8 

4. 8 4. 5  
6. 7 
6. 5 
5. 9 
7. 7 
7. 0 
8. 0 
9. 4 
7. 4 
7. 8 
6. 0 
6. 3 
7. 0 
6. 8 
5. 8 
5. 3 
6. 3 
7. 4 
6. 7 

6. 8 
5. 6 

13. 8 
12. 8 
13. 1 
13. 8 
14. 1 

備 考
内黒土器
" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 



付 1 城南町沈 目 含土器層 地質調査報告 ( 中 間 報告 )

緒 三きEコ

斉 藤 林 次

昭和51年 3 月 、 筆者 は教育庁 の依頼 を 受 け 、 当 時、 文化課で発掘作業中 の (城南町沈 目 ) 現

地 を 調査 し た 。 調査は今年度続行す る 予定 で あ る 由 、 今回 は 中 間 報告 に と ど め る 。

1 . 位置及 び交通

調査地は城南町沈 目 部落の東500m の丘上の畑地 に あ り 、県道改良工事の 予定地で あ る 。

付近の地形 は比高 15m 内外の段丘上 に あ り 、 道路 よ く 、 交通至便で あ る 。 ( 第 1 図参照 )

2 . 地 質

調査地 に お け る 地層 の順序 を 新期の も の か ら 挙 げ る と 下の よ う で あ る 。

1 ) 耕作土 O .25m 

2 ) f 含土器層 O .25m 

l 黒褐色土 O .70m 

3 ) 褐色粘土質土 1 -1 .5m 

4 ) 段丘喋層

黒褐色土

小N山"^" 不整合 ^"^'叫"^"
基盤岩類

丘上の調査地 に み ら れ る 地層 は上記の( 1 )， (2)， (3 )の地層 で(4)の地層 は調査地の南、 段丘崖の

頂上一帯 に 露出 し て い る 。 こ の磯層 の離はO .1 m大の も の が 多 く 、 厚 さ は 3 .0m -2 .0m 内 外、基

盤岩類 を 不整合 に被 っ て い る も の と 推定 さ れ る 。

3 . 含土器層 及 び構築物

含土器層 は 、 耕作土 ( 地表下O .25m ) か ら O .25m の深 さ (地表下O .25-0 .5m ) の 間 に あ る 。 住

居跡 (柱跡 ) の 東側 に 幅O .22-0 .65mの深 さ O .25-0 .4m の溝があ り 、 住居跡 に沿 っ て 南 に延び、

溜池 に終 っ て い る 。 ( 第 69図参照 )

溜池 は東西 に延びた 矩形の 外形で長 さ 15m幅平均 5 m 、深 さ は東の辺縁部O .5m 、中央部1 .6 m 、

西縁部で 1 .3m で あ る 。 水汲口 は南西端 に あ り 、 地表下1 .0m tこ足場 と し て 少 し 平 ら な 面 があ り 、

深 さ も 1 .2-1 .3 m と 比較的急 に深 く な り 、 又褐色の粘土質土 がO .9 m以下 に 分布 し て い る の で 、

こ れ を 掘下 げ貯水 し て い る 。 ( 褐色粘土質土 は不透水層 )

水汲口 が南 に あ る こ と は恐 ら く 未調査で あ る が、 現在調査地 に 隣接 し て い る 地区 に住居跡 が

あ っ た の で は あ る ま い か 、 今後の調査 に 倹つ 。

こ の住居跡の環境 か ら 丘上で は飲料 を 求 め難 く 、 段丘 を 下 り 平地 に 行 か ぬ と 水 が得 ら れず、

距離的 に遠 い の で 1 部で は こ の溜池で天水 を 貯溜 し て 利用 し て い た の で は あ る ま い か。

( 昭和51年 3 月 )
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導水路 縮尺 1 : 1∞ 

ロ 数字 : 表面か ら の深度 (m )

制色粘土質土

第69図 溜池実測 図
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甲佐町麻生原遺跡 お よ び八 ツ 割 ド ル メ ン 群付 2

緒 方
かみま L き こ う さ

行政 区分の 上 か ら い ず れ も 熊本県上益城郡甲佐町 に属 し 、

勉
品 そ う ぱる や わ り

麻生原遺跡 と 八 ツ 割 ドル メ ン群は 、

緑川 の 左岸台地上 に 占 地す る 。 両遺跡 と も 弥生前期の遺跡で あ る が、 一般 に は あ ま り 知 ら れて

い な い 。 こ の 度、 同一台地上、 西北約 5 km の地点 に あ る 沈 目 立 山遺跡で は 、 弥生前期の饗棺群

を 発見 、 そ れ を 調査す る こ と が出来 た 。 そ こ で、 関連遺跡 と し て の麻生原 ・ 八 ツ 割 の両 遺跡 に

つ い て 紹介す る 。

麻生原遺跡 は前述の 如 く 、 緑川 左岸台地の辺縁部 に立地す る 。 麻生原地区 に は 、 集落の 南 は

ずれ近 く に 国指定 の天然記念物 「キ ン モ ク セ イ 」 があ り 、 :Ió'堂の横 に 所狭 し と 生 い 茂 っ て い る 。

こ の集落の はずれ あ た り か ら 、 坊分地区 に 通ず る 農道 ぞ い の左手 に神 社の 杜 がみ え る 。 こ の道

沿い 一帯 が麻生原遺跡で 、 弥生式土器 を 主 と し た 遺物 を 出土 し 、 過去 に お い て 縄文 ( 阿高 式 )

土器片 も 採集 さ れ て い る 。

第 70図 ( 1 - 4 ) と 第 71図 ( 5 -15) は こ の遺跡出土 の主要遺物で 、 い ず れ も 弥生前期の 壷

ま た は習で あ る 。 以上、 図 に よ っ て 説明す る 。

l は胴部以下欠失 し て い る が、 ほ ぼ そ の全容 を 知 る こ と が出来 る 。 口 縁部 は壷 ( 1 - 4 )  

直下で外反 、 肩 は な だ ら かで は あ る が、 胴部へ か け て の 開 き は 大 き い 。 肩 に段 があ り 、 そ の 上

下 に 5 線単位の平行沈線 が 3 つ に 分 け て 描 か れ て い る 。 こ れ に重弧文 な ど の 文 様 は な い 。 口 縁

部径 18cm、 最大胴径38. 5cmで、 あ る 。 器面 は黄褐色 、 焼成 は あ ま り よ く な い 。

2 は 3 個の破片で、 そ れ か ら2 - 4 は肩部 に 重弧文 を も っ 壷で、 土器片 は い ずれ も 小 さ い 。

作図復元 し た も の で あ る 。 肩 か ら 胴部 に か け て 文様帯 を 構成す る が、 上下 に 3 本単位の平行沈

こ れ も 3 本単位の弧文 を 描 く 。 器面 は よ く 精整磨研 さ れ 、 淡黄 白 色、線文 が描 か れ 、 そ の 聞 に 、

3 ・ 4 も 2 と 同一基調の壷破片 で あ る 。 器面 の色調 は褐色で あ る 。焼成 良好 な 土器で あ る 。

5 - 1 1 は 口縁部 か ら 胴部 に か け て の破片 で 、 12-15は曹の底部で あ る 。 口縁聾 ( 5 - 15) 

9 に 分類 さ れ る 。部の突帯の状態 か ら 5 - 8 ， 10， 

5 - 8 は 口縁部 に二条の突帯 がめ ぐ る が、 口縁部上端 は平坦で あ る 。 突帯上 に は刻 み 目 があ

8 で6 が18cm、り 、 口縁部 は窄 ま り 最大胴幅 は下位の突帯 あ た り に く る 。 口縁径は 5 が22cm、

20cm を 図示 に よ り 計測 さ れ た 。

10は北九州 で如意形 口 縁 と い わ れ る 形 の 口縁の土器で あ る 。 口 縁部 に突帯 を 貼付 け な ど の 所

措 を せず、 そ の ま ま 立上 が り 外反 す る 。 こ れ は北九州 に お い て 板付 1 式 と し て 処理 さ れ る も の

に 比べ、 口 縁部 が肥大 し て い る 。

9 は形態的 に 10 と 5 - 8 の 中 間形態 を 示す よ う で、 口縁端末 が肥厚 し て い る が突帯 は貼付 け
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で は な い 。 下佐の突帯で急折 し 、 内側 に傾 く の は こ の 土器 を 特徴づ け て い る 。

12-15は費の底部で、 い ず れ も 弥生前期の土器 と み ら れ る 。 底径 8 - 10cm、 胴部へ の立上 が

り は急で あ る 。 平底の端末 が外へ ひ ろ が る 。 な か で も 12の底部 に そ の 特徴 が象徴的 に み ら れ る 。

以上 は麻生原遺跡出土 の 、 弥生前期土器の一括資料で あ る 。 採集資 料で あ る た め 、 共伴関係

に疑念は な い で も な い が、 土器の形態 か ら し て 共伴す る も の と み て よ か ろ う 。 饗の 多 く は器面

に 煤 を か ぶ り 、 内側 に焦 げ付 き の あ る も の 、 な か に は器面 が暁嫡 し て い る も の も あ る 。 ま た 、

こ れ ら の警 は 、 径2伽n前後の 日 用 什器 と し て ふ さ わ し い も の が多 い 。 さ ら に こ の遺跡 か ら 磨製

石斧等 も 出土 し て い て 、 こ れ ら の状況 か ら 生活遺跡、 住居社で は な い か と 考 え ら れ る 。 一般 に

弥生前期の生活立地は低湿地 に 占 地す る こ と が多 い 。 そ の よ う に 考 え れ ば、 麻生原遺跡 の 立地

は特徴的で、 そ の 生産基盤 と と も に興味 を そ そ る も の があ る 。

八ツ割 ドル メ ン群は、 麻生原遺跡の南約500m の台地上 に あ る 。 台地で も 辺縁部 に 近 く 、 横 に

広 がっ て ド ル メ ン が散在 す る 。 麻生原遺跡 と は台地の 両側で、 視界 が さ え ぎ ら れ直視出来 な い 。

ド ル メ ン の あ た り か ら 南 は 開 け 、 最近開 田 さ れ た 水田 面 があ り 、 さ ら に 緑川 を 隔て 甲佐岳 の秀

麗 な 姿 を み る こ と が出来 る 。

ド ル メ ン は 南北す る 農道両側 に 分布す る 。 東側 に は 3 基、 こ の 中 に は 高 さ 1 .5m 、 径 2 m位の

盛 土を も っ た も の 2 基、 他の 1 基 は土手 の 中 に み え か く れ し て 、 石 を の ぞ か せ て い る 。 農道の

西側 に は畑地上下三段 に わ た り 分布す る 。 上段の畑の農道 よ り に は 、 小盛土 を も っ た 土塚 が余

端 を 保 っ て い る 。 こ こ に は 、 も と も と 大 き い盛土 があ っ た も の と み ら れ る 。 下 の 畑 に は農道 よ

り の 畦畔 に 、 1 .5m X 70cm位の石 を 放置 し で あ っ た 。 こ れ は お そ ら く 、 も と は畑 の 中 に あ っ た も

の と み ら れ る 。 こ の畑 の 奥 ま っ た あ た り に 、 そ れ ぞ れ の 聞 を お い た 4 基の 巨石 が横 た わ っ て い

た 。 こ れ ら の状態 か ら ド ル メ ン 群 と み ら れ 、 各 ド ル メ ン も あ る い は農道東側 の よ う に 盛土 があ

っ た こ と も 考 え ら れ る 。 こ の周 辺 か ら 土器片 が採集 さ れ て い て 、 小片 で は あ る が板付式の土器

片 と み ら れ た 。 こ の 下段の畑の都合 5 基の 石 は 、 昭和44-45年頃 ブル ド ー ザで押 除 け ら れ消滅

し た 。 奥 ま っ た あ た り に 4 基の ド ル メ ン があ っ た が、 そ の 上 に 松林があ る 。 こ の 松林は 100m' 佐

の畑で あ る が、 こ の 中 に ド ル メ ン があ る 。 こ の畑 は庭園樹 と し て の 松 と 茶 な ど があ る が、 耕作

者 に よ る と 「畑 に 石 が あ っ て 普通の畑 に な ら な い ので、 木 を 植 え た 」 と い う こ と で あ っ た 。 茂

み を 押 し 分 け て 畑 を 検べ る と 確 か に 石 が顔 を の ぞかせ て い る 。 そ し て 、 樹林の 中 に 3 基 ほ ど確

か め 得 た 。

以上述べ た よ う に 本遺跡で は 、 少 な く と も 12基以上の ド ル メ ン があ り 、 ま た あ っ た 。 そ こ で

考 え ら れ る こ と は 、 そ の位置的関係 、 土器形式 の類似 か ら し て 麻生原遺跡 と の 関連性 が認 め ら

れ る 。 か り に麻生原遺跡 を 弥生前期の生活祉 と し 、 八 ツ 割 ド ル メ ン 群 が そ の 墓地で あ る と す る

な ら ば、 そ の時の 村落、 社会 を 構造的 に捉 え る 上で興味 あ る 資料 を 提供す る こ と と な る 。 弥生

前期の 墓地 が、 ドル メ ン群 を 形成 す る 集 団 ( 八 ツ 割 ) 、 地域、 地点 を 異 に し て聾棺群 を 形成 す る
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集 団 が あ る と す れ ば、 こ れ ま た新 た な 問題点 の指摘 に な ろ う 。

八 ツ 割 ド ル メ ン 群 に つ い て 付記す れ ば、 昭和40年頃地元甲佐町教育委員 会滑村守氏 ( 現社会

教育課長 ) に案 内 し て も ら い 、 乙益重隆氏 と 現地 を 訪問 し た こ と があ る 。 そ の 際、 現地出土 の

土器片 を 提示 さ れ、 そ れ は北九州 に お け る 板付 E 式 に相 当 す る 土器 と み た 。 つ い で な が ら 紹介

す れ ば、 隣町の 中央町 に ド ル メ ン と み ら れ る も の があ る 。 そ れ は 、 熊本県下益城郡中央町馬場
晶 そ う びら

の集落の東外れで、 小字名 は麻生平 ( 目 印 に な る も の に 、 最近隣接地 に 畜舎 が出来 て い る ) と

い う と こ ろ で あ る 。 こ こ で は か り に 「麻生平 ドル メ ン 」 と し て お こ う 。 麻生平 ド ル メ ン は台地

の へ リ に 占 地 し 、 都合 2 基 カZ確認 さ れ た 。 い ず れ も 農道 ( ふ み分 け道 ) の 南側の桑園 の 中 に あ

り 、 1 つ は畦畔上 に あ る 。 1 つ の 石材は真白 の石灰岩 ( 1 m20 X 6伽n位 ) で 、 こ の地域 に 本来

存在 し な い 材質 の石で も あ る 。 こ の ド ル メ ン の時期 に つ い て は今の と こ ろ 手掛 か り は な い が、

周辺 か ら 弥生 中期 (古) の土器片 が採集 さ れ て い る 。
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付 3 熊本市御幸木部町加勢川 河底遺跡

緒 方 勉

加勢川河底遺跡 は沈 目 立 山遺跡の北々 東 6 kmの地点 に あ り 、 行政区分 の 上 か ら 熊本市御幸木

部町 に属す る 。 熊本市画図町下無 田 を 加勢川 堤防沿い に 下 が る こ と 約 2 km、 左手 に 地元 で は 八

幡塚 と 称す る 茂 み があ る 。 こ の一帯 が本遺跡で、 河底 か ら 土器 な ど採集 さ れ る 。 ま た こ の遺跡

は地元の 故 大野秋 さ ん 、 城南町の小林麟也氏 ら に よ り 発見紹介 さ れ た 遺跡で あ る が、 資料の ー
注1

部 が紹介 さ れ て い る 程度で、 一般 に は あ ま り 出土資料の 内容が知 ら れ て い な い 。 し か し 、 本遺

跡 か ら こ れ ま で 多量の 土器 が採集 さ れ て い て 、 地元の 熊本大学 ・ 熊本市立博物館 な ど に 保管 さ

れて い る 。 こ れ ら の採集資料 は量的 に 多 く 、 中 に は弥生後期 の 重弧文土 器 も あ る が、 そ の 大部

分 が弥生前期 に 属 す る も の で あ る 。 こ の 中 か ら 主要 な も の を 撰 ん で沈 目 立 山遺跡 の 関連資料 と

し て 遺物 を 紹介 し た い 。

壷形土器 ( 1 -21) 口 縁 か ら 底部 ま で接合す る 完好 な 土器 に 恵 ま れ て い な い が、 口 縁部、

頚部、 底部の状態 か ら お よ そ の推定 は可能で あ る 。 1 - 4 と 15は 口 縁部で、 弥生前期査の特徴

を よ く 示 し て い る 。 口 縁端末 は 外 に 反転、 な だ ら か な 曲線 を 描 き な が ら 胴部 に い た る 。 こ の う

ち 4 は 口縁 ・ 頚部 の立上 が り の具合か ら 新 し い様相 が見取 ら れ 、 中期的 な も のへ の 移行形態で

あ る こ と を 示 し て い る 。 14は 頚部の破片で、 上下 に 3 本単位の沈線がめ ぐ る 。 こ れ も 4 と 同様
〈 ぽ

に新 し さ が感 U ら れ る 。 ま た 15の 口 縁 は 、 そ の端末 が肥厚 し 面 を な し 、 ま た さ ら に 上面 が中凹

み に な り 、 か す か に斜め の 刻 み 目 があ る 。 こ れ も 様式的新 し さ が窺 わ れ、 沈 目 立 山遺跡 出土の

饗棺 に類似性 があ る 。 5 -13は壷の肩部 よ り 胴部 に か け て の破片で あ る 。 こ れ ら の 各土器片 に

は 、 沈線、 段の前期土器の特徴が顕著 に あ ら わ れ る 。 9 -13は肩部 に段の あ る タ イ プで、 13は

段の下 に 2 条 の 枕線 がめ ぐ っ て い る 。 7 に は上端 に 3 条 の 沈線 がみ え る 。 乙 れ は形態的 に 14 と

近 い こ と が考 え ら れ る 。 5 ・ 6 ・ 8 は肩部 に弧文 の 文様 を 施文 し た も の で あ る 。 5 は二重弧文 、

6 は三重の弧文 の 上 に 3 条単位の平行線文 が、 8 は単 に一条 の弧文 がみ え る 。 こ の 肩部 に重弧

文 を 施す壷 は 、 斉藤山 、 麻生原 お よ び沈 目 山 の各遺跡 か ら 出土 し て い る 。 ま た 16-21 は河底 遺

跡 出 土 の 壷底部で あ る 。 そ れ は よ く こ の時期の特徴 を 示 し て い る 。

聾形土器 22-40は饗形土器の 口縁部 お よ び底部の破片 の 図示で あ る 。 22は こ の遺跡 を 特徴

づ け る も の と し て 、 昭和30年 乙益重隆氏 に よ り 「 日 本考古学講座 4 J ( 河出書房刊 ) の 中 に 図示

さ れ て い る 。 復元 口径50仰 に 遣す る 大形の土器で、 口縁端末 に 1 条 、 そ れ よ り 約10佃下 が り 2

条 の 突帯 があ る 。 下の 2 条 の 突帯 に は刻 み 目 がめ ぐ る 。 口 縁部の 突帯 は 欠損 し て い る が、 も と

も と 刻 み 目 があ っ た も の と み ら れ る 。 こ の土器 カ吋城式 ( 大分県) に 対比 さ れ る よ う に 、 上段

の突帯 か ら 下段の突帯 に か け て 斜め の突帯 があ る 。 こ の 土器は形態比較の 上 か ら 沈 目 立山遺跡

qa

 

nL

 

唱EA



の 7 号聾棺、 14号謝官 に も 類向性を 求め る こ と が出来 る 。 231;1:22 と 同様大形の 土器で 、 口 縁部

に 2 条の突帯 が あ る 。 突帯上 に刻み 百の あ る の が一般的で あ る 。 24-28は口縁部の小片で あ る

が、 突帯の 部位 が異な っ て い る 。 26 ・ 27は 、 突帯の位置 が口縁部 よ り い く 分下 がっ て い る 。 こ

の種の 土器 は縄文的伝統の上 に の る も の と み ら れ、 弥生前期で も 古期 に位置づ け ら れ る も の で

あ る 。 28は い わ ゆ る如意形 口縁 と し て呼称 さ れ る タ イ プで、 と れ も 古い形の も の で あ る 。 一般

に様式変化の傾向 と し て 、 突帯の細い も の か ら 大 き い も のへ と 時代上昇的思考 が内存す る よ う

で あ る が、 こ の遺跡で は採集資料で あ る た め そ の検証は 出来 な い 。 29は最近 に わ か に脚光 を 浴

びた土 器で あ る 。 福岡市諸問遺跡 か ら 多量 に 出土 し た と こ ろ の 、 朝鮮系 の無文土器 に相当 す る 。注2
こ の 遺跡か ら 2 点採集 さ れて い て 、 29 は そ の I 点で あ る 。 口縁部 は 内 に窄ま り 、 端末の断面 が

ま る く な る 。 粘土紐を 外か ら 接着、 口縁部 を 整形仕上 げて い る 。 ま た一つ の特徴 と し て 、 図 に

み る よ う に 、 口縁の ま る い 部分を 外か ら お さ え て い る こ と で あ る 。 図 に よ る 復元 口 径 は 18cmを

は か る 。 こ の無文土器は、 採集資料の再検索 に よ り 発見 さ れ た も の で、 そ の 契機 を な し た も の

が諸 問遺跡での遺物発見で あ 否。 無文土器出土遺跡 と し て は 目 下の と こ ろ 九州 の 南限で 、 ま た

同類 の土器は 同一水系 の江樟湖波諜土中 よ り 数片採集 さ れて い る 。
注3

30-40は蜜形土器の底で、 39 ・ 40を 除 き 底 が平坦で、 あ る 。 器面 は箆均 ら し 、 或 は箆磨 き で、

弥生前期の 土器の 特徴 を 示 し て い る 。 39 ・ 40は底 が上 げ底気味、 器面 の調整 に も 新 し さ が窺 わ

れ る 。 中期的 な も のへの 移行形態 と し て理解出来 る 。

本遺跡 は現況で は河底 に あ る 。 そ の た め に 二次堆積で は な い か 、 と し て遺跡 そ の も の につ い

て 疑問視す る む き も な いで は な い が、 私 は大要に お い て状況 か ら プ ラ イ マ リ ー な も の と 考 え る 。

加勢川 ( 江樟湖) の流域 に は低湿地 に 占地す る 遺跡 が多 く 、 田迎町二石で は水 田 下 よ り 弥生前期

の蜜形土器 を 出土 し 、 ま た 上江樟湖 ・ 下江樟湖湖底 か ら も 多量 の 土器類 が波諜によ り 出土 し た 。

こ の ご と は 、 遺跡 そ の も の につ い て そ の性格の検討を 余儀 な く さ れ、 以前 に も 多 少 の 問題点 を

指摘 し た ご と があ る 。
注4
通常河川 は 、 そ の 自 然的状態で は平野部 に お い て 三角 洲 を 形成す る も の と 思 わ れ る 。 上流 か

ち の土砂の流入堆積は平野部 に お い て 奔放 に流れ、 時 に応、 ビ て 流路 を 変更 し た も の と 考 え ら れ

る 。 河底遺跡の あ る と ご ろ の加勢J I I も 、 元々 今の流路 に 固定 さ れ る に は 、 政治的社会の成立 を

侠 た ね ば な ら な か っ た こ と は想像 に難 く な い 。 し た がっ て 流域住民の 共同作業 を 必要 と す る 河

川 の 築堤は 、 お そ ら く 古代 を 大 き く 遡 る こ と は な か ろ う 。

注 1 三島格 「熊本県緑川 ・ 加勢川 発見の磨製石剣」 九州考古学 24 1965 

注 2 後藤直 明:生時代の竪穴 と 出土遺物」 板付周辺調査報告書 福岡市教育委員会

1975 

注 3 福田正文君の採集資料中 に数点の無文土器片 があ る 。

j主 4 拙稿 「江津婚 につ い て」 江津湖商代津遺跡 熊本県教育委員会 1974 
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編 集 後 記

報告書を作成す るたびに思う 。 そこ に何を報告 し よ う と するのか 、

さ ら に報告書 とは一体何だろ うか と い う こ と であ る 。

報告書は それが報告書であ る限り 、 事実の報告でよいのではない

か。 根底の し っ かり し ない論考は根無 し草で 、 どんなに絢燭豪華で

あ っ ても砂上楼閣に過ぎない 。

客観妥当性 と い う 言葉がある。 考古学上の発掘調査の記録は 、 原

資料 、 事 実 と い う よ り もむ し ろ 、 調査者の眼を通 し 、 また解釈され

た事実 と い う こ と になろ う か。 主体的条件 、 視点の相違に よ り 変易

し 、 変化する 事 実 と い う こ とになろ う 。

伝統的学問領域に Ontologie があ る 。 存在の認識で 、 「である」

の考及であ る。 本稿においてどこ ま で 「であ る」 を追友 し 、 事 実に

照明をあて得たであろ う か。 稿を終え 、 冷汗三 斗の 思い す ら す る 。

文化財の発掘調査は一つの実存的行為であ る 。 突破 を求めら れ 、

自 己決断 を迫 ら れ る 。 調査は 自 ら を被投の境位におく こ と でもあ る。

この よ うなこ と は調査過程におい て 、 吾人が し ば し ば経験す る と こ

ろであ る。 と もあれ、 こ こに報告書を 出 すこ と が出 来たこ と は欣び

であ る 。 ( 緒方 )
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